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北海遂大学大学院教育学研究科
紀要第 92号 2004年 2月

北海道の知的障害児教育実践史研究

一一占領期の教育職員再教育講習会等における[特殊教脊]講鹿 (II)一一

市 j翠 翠* 室橋春光**

A Study on the History of Education Practices for Children 

with Intellectual Disabilities in Hokkaido: 

79 

The Lectures on Special Education at the Reeducational Institute 

for Teachers and Staffs of School Board during the Occupation Age 

Yutaka ICHISAWA Harumitsu MUROHAS狂I

[要旨]筆者は，研究仮説として「現代北海道の知的障害児教育実践に影響与えたと考える

三つの膝史的系譜」を検討して，その連続性と非連続性の検証を試みている。その膝史的

系譜とは， 1.戦前期における劣等児等の特別教育の実践とその理論， 2.北海道大学教育学

部特殊教育譲渡の特殊教育環論と教育実践指導， 3.占領期の教育職員再教育講習会等にお

ける特殊教育講座の教育行政指導と特殊教育論である。次いで、北海道の知的障害児教育

実践史研究序説 (2001.6.)J及び「北海遂に知的障裳児教育笑践史研究一第二次大戦前

における劣等児等の特別教脊一一 (2002.6.-2003.6.) Jを戦前橋として発表した。戦後編

である本論では，教育職員再教育講習会等の成立とその概要，教育指導者講習及び小学校・

幼稚関・中等教育研究集会における「特殊教育」講座内容，特殊教育教員再教育講習会等

の特殊教育論を明らかする。また，各言葉潔会等における特殊教育講座内容と北海道知的際

害児教予苦笑践との関連性について検討する。

{キーワード}民間情報教育局(CI&E)，教育織員誇教育講習会，教育指導者講習(IFEL)， 

特殊教育，精神遅滞児

3.1.2.中等教育研究集会第三部会「特殊教育班」研究問題

研究開題は，前述したように文部省が指示した開題と各地区企翻委員会が選定したものであ

る w昭和二十五年度 中等教育研究集会の手引き』には r第三部会昭和二十五年慶中等教

育研究集会[特殊教育班]研究問題Jが記載されている。その内容は，当時の中等教育機関に

おける特殊教育に関わる教育研究課題意識を示すものとして貴重な資料と考え，次に転記する。

「第三部会昭和二十五年度 中等教育研究集会[特殊教育班]研究問題J

1.研究内容大綱

第一会場(栃木県)r特株主との性格上の諸特徴」

イ.偶人羨教育の一般論について

ロ.生徒の身体的精神的発達を理解する方法(異常児より普通児に近づける方法)

ハ.特殊教育における民主的教育のあり方について

*~tì主主道浅井学関大学大学院人間福祉学研究科教授 村北海道大学大学競教脊学研究科教授
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ニ.脊if-主主における特殊性との言者特徴を理解しその欲求を充たす方法(社会肱人間俊，適正Eなど職業教

育等について)

第二会場(青森県)r特殊学校と特殊学級にはどのような生徒を入れるべきか」

イ.普通学校における特殊学級の生徒はどうしてえらぶか

ロ.父兄の理解と協力について，その方法

ハ.特殊教脊において地域社会の理解と協力を得るにはどうしたらよいか

第三会場(山形県) r学級経営ーとの諮問題」

イ.特殊学級においていかなる諸条件が必要か

ロ.特殊生徒に対する最も良い設備とは侭か

ハ.特殊生徒にはどのような教育を施すべきか

ニ.特殊生徒の生徒指導要録についてその反省

第凶会場(愛媛県) r特殊教脊のカリキュラム」

イ.特殊教育のカリキュラムの特設とそのサンプルについて

ロ.V ocational Trainingには何が必婆か

ハ.就職斡旋と学校における職業指導について

第五会場(長崎県) r特殊教育の教授法」

イ.特殊生徒のあらゆる諸タイプに対してどのような教授法が必要きか

ロ.特殊学級と普通学級との関係と問題の解決

ハ.学習指導におけるグループ活動について

第六会場(山口県)r特殊教育の教授法(統)J

イ.学習活動を促進させる方法

ロ.耳車視覚教育の言者方法， その必要と利用

ハ.特殊生徒の個人的な学習活動の障碍を救済する方法

第七会場(兵庫県) r特別教育活動」

イ.特殊生徒に対するホームルームの運営

ロ.特殊生徒の健康を増進させる方法(精神衛生を含む)

ハ.特殊生徒の行動における諸問題と正常で、ない行動を如何にして矯正し工E浄化し得るか

第八会場(岐阜県)r特殊教育に携る教員のTrainingJ

イ.特殊教育の指導資格

ロ.現職教育の以前において持つべき基礎的教育計磁とは何か

ハ.特殊教育の教員と指導者の現職教育の百十癌には何がもたるべきか

2.参考資料

イ.精神薄弱児激育の実際(文部省)

ロ.寄ろう精簿，中，高等官官学習指導法(準備中)

ハ.読警の科学(草島時介)

ニ. その世直

3. 中央指導者候補

(文部視学官)三木安正， (文部事務官)北原一敏， (文部事務官)宮部正夫， (文部事務官)猪俣辰三郎，

(文部事務官)j1吉野路幸男， (文部教官)主主島時介
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4.部会その他日謀、案

8: 30 11 : 30 13: 00 16: 00 

Lf 前 午 f麦
1日自 開会式及び説明 I 9: 30 G 
2臼g G 
3日g G 
4日目 G Visit 

RECRE-TION 

5 B図 G 
AND Lunch 

Visit Evaluation 

6日目 G 
7日g 報告会 T扇吾支

昭和二十五年度中等教育研究集会は，栃木など八会場で行われた。その八会場の各第三部会

で取り上げられた特殊教育に関する研究問題を分類して務理すると下表のようになる。研究課

題意識として上位にあるものは r特殊教育論J，r学校・学級経営J，r指導内容・方法，指導計

画J等である。このことから，特殊教育への関心は，教育実践への取り組みへの前段階て"ある

特殊教育のあり方など基本的事項に視点が向けられていると読みとれる。

「昭和25年度中等教育研究集会会関八会場における特殊教育研究問題(市津)J

研究主題内訳 数(%) 補説
教育理念，教育像 。
特殊教育論 7( 26.9) 特殊教育のあり方，教育形態
学校，学級経営 6( 23.1) 特別学級開設，運営の課題
特殊児童・生徒理解 l( 3.9) 特殊生徒の理解，判別
指導内幸子・方法，指導計画 8( 30.8) カリキュフム編成・実施，指導法
父母・地域との連携等 1 ( 3.9) 父母や地域社会の理解と協力
教員養成 3( 11.5) 特殊教育担当教員の資質，養成

i口入 26(100 ) 

3.2.小学校・幼稚理教員研究集会

小学校・幼稚園教員教育研究集会は， 4.1.に既述した文部省の関連通達により実施された。

同研究集会における特殊教育班は，中等教育研究集会の第三部会と同様に 1950年度から新たに

設けられた問題別研究の部会である。小学校・幼稚園教育研究集会においては，名称は第 11部

会「特殊児童教育斑」となっており，中等教育研究集会の名称とは異なっている。

3.2.1. r昭和二十五年度小学校・幼稚園教員軒究集会における[特殊教育斑]研究主題」

昭和ニ十五年度小学校・幼稚園(教員)教育研究集会は， 1950年4月26，27日に関係者打合

会が開かれ実施の基本要綱が決定された。それによると，それまでの開催内容とは異なる，次

のような事項となった。1.日韓が七日間から六B間となったこと， 2.毎日講義が予定されたこ

と， 3. r実演授業」が四日にわたって行われること， 4.毎B授業の説明があること， 5.判加の研

究が問題別になったこと， 6.会場県の教員養成大学の公開講座として実施されること。従って，

会期中大学関係者による指導と，成績審査が行われ，免許法に基づく単位の授与が考えられた

こと等である。

文部省が打合せのために尽意した資料から，実施の基本要綱を以下に摘記する。
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「昭和二十五年度小学校・幼稚習教員研究集会実施基本婆織(摘記)J

1.期日と会場

全国8ブ、ロック 千葉会場 036月12B:;:笠6月17日市川市真間小学校)，北海道会場(自 9月11日

至9月16臼小樽市霊徳小学校)， (中略)，高知会場(自 12月I臼主主12月6日高知市昭和小学校)

2. B程(案)

8 : 30 

9: 30 

10 : 00 

11 : 00 

11 : 45 

12: 15 

13: 00 

14: 00 

15: 30 

(1) 午前の臼程は講義・実演授業・授業研究会設びにリクリエーションを中心、に行う

(2) 午後は 11班にわかれて問題別に研究する

(3) 日程表(案)

rs程表J

六日 五日 四日 ニ臼 二日 臼

講義 講義 講義 講義 講義
開会式

授業説明と
実績授業

中間研究
実主主授業 笑演授業 講義

評価の仕方 事長tとk3ム'" 

実演授業
10 : 15 

授業研究会 日程説明
討議

授業研究会 授業研究会
授業説明と

授業研究会
11 : 15授業 授業説明と

評価の仕方 説明と評価 評価の仕方

右問 お問 右河 右河 右j渇
リクリエー
ション

草子関 右問 布向 おj湾 主王将 金食

研究報告会
映画

(新しい教育)

単位授与の
班JJIj研究 ま圧別研究 班別研究 到王別研究 波別研究

ための成績
(十一斑) (十一斑) (十一成) (十一斑) (十一夜)

考ヨ主

閉会

(4) 実演授業の計闘について

8: 30 

9: 30 

10: 00 

11 : 00 

11 : 45 

12: 15 

13: 00 

14: 00 

16: 00 

17: 00 

1. ;5定演授業者は六名。出来れば各学年各一名が一番良い。しかも，最も優秀の教締であることが第一条

件である o 低中高各二名の割合でも良い。

2.実演授業は各経とも日程の通り四日間にわたって笑砲される。

第一臼EH土，一時間土手元中の一つの問題を解決させるための計闘中心の学習活動にあてる。その内容

は社会科理科保健に関係あるものとする o

第二日自は，一時間を第一日日と関係のある00諾を学習

第二日目と第三日目の授業は，都合によりその順序を変更してもまま支えない。

第四日闘は，第一Bから三日自まで学習したことをまとめる学習活動にする o

第二日目と三日自の三十分間は，授業者が最も得意とする学科を取扱って差支えない。又，この日寺院

は他の教獅が笑演学級を指導しでもよい。但し出来るならば，第一回目の取扱いと関係のある学習活動

にしたい。なお，一時間予定されている授業でも，低学年で1ま短時間に区切って実施した方が良いでろ

つ。

(5) 波別研究の主題について

日稼案に述べであるように午後の大部分を判別研究にあてる。言うまでもなしここで取上げられる主

題は，参加者が日頃問題にしているものを中心に研究するのであるから，理論的なものよりも，むしろ笑

際的なものが望ましい。次の主題は，各地域から提出されたものをまとめたものである。しかし，今後よ
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り一層解決を必要とする問題がある場合はそれを取上げて主題として差支えない。

第五班「保健体脊指導JA保健斑特殊学級(身体厳弱児童)の遂営その他について (B体育攻略)
第七斑「特殊児主主教脊班」異常児とその資任。異常児の教賓と編成。特殊教育課程と教育。望ましい施

設及ぴ環境。指導の態笈と組織。言語指導その他。

第一政「教sii.の研修」から第十一斑「評価」まで(主題筆者省罰各)。

(6) 参加委員について

各会場とも 400名を予定。各縫別都りさきて人数は一応次のように配当したが，ブロック別連絡協議会に

おいて適笈決定されてきし支えない。

1.千葉会場他六会場(筆者省略)

2.北海道会場(ー遂)北海道各支庁，各市より計391名，学芸大学F付属小学校各3名計9名。

その他参加者については，次の割合によって選ぶようにされたい。

l泉市教育委員会関係者15% 小学校長，首席教諭20% 学級担任教諭65%。又，男子教員と女子教員の

出席率も，iE教員の男女教員比率を基にして選ぴ5君子教員のみに偏することのないように考慮されること

が望ましい。

(文部省初等教育課「本年度小学校幼稚園研究集会についてJ r初等教育資料~ 2. pp.5-6 .1950.6.) 

昭和二十五年度における「特殊児主主教育斑」の研究内容に関する史資料は発掘していない。

3.2.2. r昭和二十六年度小学校・幼稚閣教員研究集会における[特殊兜童教育班]研究主題J

本研究会の概要については，文部省初等教育課編集 r初等教育資料』の掲載記事を参照して，

引用する o 同誌、第 12号には r昭和ニ十六年度小学校幼稚園教員研究集会についてJ が記載さ

れている。関誌第 22号には，文部省の有光成穂の「昭和二十六年度の小学校・幼稚園教員研究

集会を顧みてJが記載されている。前者の資料は，文部省が本研究集会開鑓に当たって関係者

に送付したものの一部であると記されている。次に，その概要について両記載記事から描記す

る。

「昭和二十六年度の小学校・幼稚額教員研究集会の概要」

1.共同主催 文部省・当該都道府県教育委員会・大学・会主母子宮

2.実施上の要点 地方ーの自主性を尊重する。企商運営・笑施内容及び方法等の金歯にわたり，各地方のブ

ロックおよび会場燥がそれぞれ特色を生かし，現状に即した問題を取りJ二'f'，自主的に運営するようにし

たい。文部省は会場県に対し，すべての研究集会に共通する事項につき基準を示すと共に，各研究集会が

十分な準備の基に企画遂営され，多大な成来をあげれるように，必要さな資料と助奮を提供しようと忍って

いる。

3.開催期日と開催会場

全国8ブロック 関東地区(山梨県を含む，主催権群馬，会場椴生市南小学校，自 5月18臼歪5月

23臼)，中部地区(静岡市)，東北地区(新潟県を含む，新潟市)，北海道地区(i'l5i館市弥生小学校， 自9月

近畿地区(三重県宇治UJ田市)，閲極地区(香川県琴平町)，中国地区(岡山市)，九州

地区(佐賀市，自 11 月 28 日~ 12月1日)

4.研究集会の内容

イ.波別研究会場校には，12i!議室・教材展示主主を充実させ，班長の個別研究の活用させたい ロ.笑演

授業へ授業研究ニ.大学の講義ホ.レクリェーション(裕和25年度は，簡単な疲労回復体操や，

児童が平霊長実施しているような遊戯や競技を採用して効果をあげた)，へ.研究報告会， ト.討議(討議

の形式には， Debate， Panel 及びSymposium等いろいろある)

5. その他について

イ.図警護の充実と活用，ロ.教材展示室(展示する教材は，教育課程，学習指導，ガイダンス，その他

の事項に関係のあるもので会員が出品したもので構成する (r初等教育資料~ 12.pp.34…35.1951.5. ) 
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斑別主題は，児童を道穂的に成長させるための指導」等18主題が取り上げられた。その中

には， '1鴎人差に応じて十分活動させる指導」や「特殊児童の指導」が設けられていた。「特殊

児童の指導」を討議した開催会場は，わずかに北海道地区の他に関東地区と東北地区の三地涯

のみと低調であった。関東地区の研究主題は，第十一斑「特殊児童の学留はいかにすれば改善

できるか」であった。東北地区の研究主題は，第八斑「普通学級における特殊児童の教育は，

どのようにしたらよいか」となっている。北海道地区については，事項で詳述する。北海道地

区における「参加者職種別内訳J と「学校種別教諭数」は次のようになっている。

「北海道地区参加者毅穣別内訳(努性，女性)J

総数383(272， 111)，主導主事 (5，0)，校長 (52，2)，教頭 (29，0)，教諭 (163，85)，主剥汗究所員 (4，

1)， PTA会員 (19，20)，その他 (0，3) 

「北海道地区参加者学校穣別教総数J

総数248，公立小学校 (215)，国立大学総属小学校 (14)，言ろう学校(1)，私立小学校 (0)，溺立幼稚魁 (0)，

公立幼稚関 (1)，私立幼稚関(17)，その他 (0) (f初等教育資料J22. pp.36-37 .1952.3.) 

3.2.3.昭和二十六年度小学校・幼稚圏教員研究集会 r特殊児童教育班」の研究内容

文部省は， 1951年度の研究集会より，各地区別の班別研究の成果を初等教育諜でとりまとめ

て研究集録として発表することにした。研究集録発行の意留について，前述の有光成徳は次の

ように述べている。

「昭和初年度小学校・幼稚密教員研究集会集録発行の意銅J

研究集会が一応終了した後の問題としては，地区相Jiにおのおのあげた笑綴をどのように交流するか，参

加しなかった現場の教師遼に，研究の成果をどのような形で分与するか，さらにまた，六日間ていなしとげた

研究成果を今後いっそう深〈掘り下げて行くには，どうしたらよいかなど，数限りなくあろう。

研究集会が教員研修の一環として一次的な行事に止まることなく，不慨に行わるべきものであるから，今

後いっそう現職教員の自主的な研究が望まれるわけである (f初等教育資料J22. pp.36-37 .1952.3.) 

文部省初等中等教育局初等教育課は『昭和26年度小学校・幼稚圏教員研究集会集録斑別研

究集篇』を刊行した。その刊行年月日は，本集録には記されていないので不明である。本壌で

は，本集鋒t:tの北海道地区における研究内容 (pp.658-680.)を取り上げて集約するとともに，

その内容を検討して研究の特質を明らかにする。

F昭和 26年度小学校・幼稚匿教員研究集会北海道地区集会第 11[特殊教育〕般の開催概要J

1.開催期日 1951年9月lOBから 9月15Bまでの六日間

2.会場 蕊館市立弥生小学校 (参観施設磁館市立港小学校精神遅滞児特別学級)

3.研究主題 「普通学級における問題児の教育はどのようにしたらよいか」

4.研究問題

(1) 全体討議問題「普通学級における問題児の判定をどのようにしたらよいかJ

(2) グループ研究「問題児の取扱はどのようにしたらよいか」

「問題児の積極的な学習指導はどのようにしたらよいか」

5.指導助言者学芸大学講師平j率良助，東神楽中学校長佐藤文之進

CI&Eのアンプローズ女史， gs山視学宮， (猿山 通訳)
6.参加者 24名(判明でFきた氏名 函館市立千ヶ岱小学校長藤谷笈一郎，育問茂一，渡島支庁高橋護士重，

岩間信雄，青山，森，隠館市立港小学校長竹村正雄，函館市立洛小学校精神遅滞児特別学級担

任ilJ本学一郎，三島，新得小学校選進児特別学級担任杉本玉三，石狩支庁遅進児特別学級担任

居間)
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7.研究グループと研究主題

A斑「身体滋害児の取扱・学習指導をどのようにしたらよいか 4名

8班「社会不適応児の耳元扱・学習指導をどのようにしたらよいかJ 8名

C破「精神遅滞児の取扱・学習指導をどのようにしたらよいか 12名

「研究協議の内容と結論」

9月10B (第一日)

1.共通問題「普通学級における問題児の判定をどのようにしたらよいか」

2.問題児の類別

判定の細部のまま準はグループρ研究で検討する。精神遂滞児と精神薄弱児との違いについて相当な論議

をした。特に，普通学級で教育して救うことのできる児議を対象とすることから，学留選進党も含めて

精神遅滞児をとることとした。問題児とは，結果からのみ決定しないで，問題が起きそうなものも含め

ることとした。

異常児
(2)社会不適応児

-視力穂カ立主に言語障害児

.肢体不自由党

-その他の障害児

.性格異常児

・不良行為児(犯罪児)

.情緒不安定児

(1)身体障答児
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3.グループρ研究

A五在「身体障主害児の取扱・学習指導をどのようにしたらよいかj'司会者 古関茂一(協議内容筆者省略)

B再度「社会不遜応児の耳元扱・学習指導をどのようにしたらよいかj'司会者 高橋蚤雄

社会不適応児とは環境に対して安定した身構えが取れなかったために，好ましくない性格が形成

され(形成されつつ)普通児と異なった生活をする子供をいう」と定義する。

不適応児の類主2 ・性格異常児 ・不良行為児 ・犯罪行為児 ・情緒不安定児

C班「精神遅滞児の取扱・学習指導をどのようにしたらよいか」可会者 岩田信雄

イ.研究日程第一日 精神遅滞児の分類はどうするか

第二日 精神遅滞児の判定の細かいさま準の研究と取扱い方

第三日 精神遅滞!尼特別学級と話合い，絡衿遅滞児の取扱いと普通学級の取扱いにつ

いて

第四日 精神遅滞児の学習の指導はどのようにするか

第五日 まとめ

ロ.研究方法参考図察，参考資料による研究，指導者の劫託会体討議等により研究

ハ精神遅滞児の分類(普通学級で取扱う場合。単に IQによる判定のみでなく，精衿年齢・学カテス

ト等総合的な判定か溜ましし、)

1.精神遅滞児 IQ 40-70， 2. 中間児 IQ 70-90， 3.境界線児 IQ 65-75 

これは要するに，普通学級における普通指導では，その能力に応じた指導の殴難なもの

9月11日(第二B)

1.グループ。研究

A班(筆者省略)

B班

イ.研究問題 仁社会不適応の呉体的徴候にはどのようなものがある(か)

にその具体的な徴候はどのような原因から生まれるか

ロ.研究方法 会員各自の経験を主体とし，参考図番，各研究物にあらわれるものを相1iJこ検討し，各

問題の解答を一定の角度からみて分類するようにして行った
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ハ.討議放に結論

C班

具体的徴伎の分類

1.倒人的なもの 意志薄弱・放浪癖・歳ぎ・内向性・神経症・放縦・無気力・怒握手・狐独感・

浪費者懇・循環気質・ j潔癖・感情幼年疲・係質・眼光妖しく光る・ネ熟・独語

2.対人的なもの 盗癖・反抗・人の歓心を求めようとする・粗暴・ひねくれ・けんか・作話症・

脅迫・無資任・告げo・残虐症・嚇笑・室主恥

3.個人・対人的に共通なもの 注意欲浸・自己欺陥・虚栄・ヒステリック・道徳的不感症・神

経過敏・かんしゃく・奇矯

兵体的原IZSI

1.学校生活 a 先生 生徒(畿の厳格・教師の不公平・教郎の無理解)

b 生徒一生徒(生徒隠の友情の欠如・差別感)

c 学習(教科の不適正・学務環境の不適当)

2.家庭生活 a 構成状況(一子・多子家庭・欠親児・継子・逮れ子・祖父母悶唐人のある

家庭・*っ子・遠隔年齢児・単一位・里子・養子)

b 経済状態(極端に富裕・極端に主君臨)

c 生活態度(肉親の多忙・教養の度合・教育に対する関心の度合・住宅の不

適当・偏愛・ 1新寺・畿の厳格と放任・家庭の滋徳的水準の低さ・家族の極

端な潔癖症)

3.一般社会性 a 地域性(近隣のない一軒家・繁華街詰・家屋密集地)

b 対人的(社会道徳の混乱・交友関係.il.i:1lt患の教養度合)

イ.研究問題 1.普通学級における精神薄弱児の特別基準をどのように定めるか

にそれらの児童の判定の方法はどのようにするか

にそれらの児童の原留にはどのようなものがあるか

ロ.研究方法参考図警・参考資料による事前研究裁に教師の経験発表・指導者の助言

ハ.討議援に結論

普通学級における精神遅滞児のやi別基準(兆候)表示(筆者省略)

児童費量別の方法

a 徴伎による観察

b 検査(個人知能検奈・学カ検変・身体検査・性務情緒検主主・運動能力検交・社会成熟度検

査)

c 生育懸の務査(遺伝・出産時罪事警.j海親の健康・母体の状況・既往症・歩き初め・物のぎ

い初めの時期・歯の主主える時期・乳児期の栄養・離乳類・首のすわり・しん門の閉鎖状態)

d 環境競交(・家庭一一兄弟の精神発達・両親の知能程度・大潟・異常性格・精神病・変死・

行方不明・家庭の鉄方・4巴塁手・梅毒・奇形・近親結婚・絞済状態，・社会 遊び友達・通学

の状況・遊びの緩綴方法・社会環境の状況，・教育 幼稚図の主主験・就学獄予の有無・出席

状況・両親と本人の学校に対する態度・教師の児童に対する態度・転校受持教獅の変動状況・

停級の有無)

e 医姉~tこ心理学者による鐙Jjlj

原図

a 先天的なもの(・遺伝一一家族， . ~壬穣損傷 母体の栄養と燈碍並に疾病)

b 後天的なもの(・疾病 特に高熱の伝染病脳炎脳波炎アテノイド等，・外傷 頭

部外傷 出産時の異常，・環境一一家庭の雰劉気養育態度教締の指導法性格異常)

9月12臼(第三日)

1.精神遂滞児特別学級参観

イ.学校名 E弱音富市立港小学校特別学級(校長竹村正土産，担任 山本学一郎01)

ロ.参税者 30名 アンプローズ女史叫猿山通訳閉山視学官
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ハ.学級毒事情 学級編成 2年(1名)， 3王手(4名)， 5年(2名)， 6年(2名)計14名

父兄層 農業(2名)，鉄道員(4名)，海産商(1名)，日雇(5名)，無ー織(2名)

計 14名中生活扶助 4名

知能指数 30以下(3名)， 31-40 (2名)， 41-印(3名)， 51-60 (2名)， 61-70 (4 

名)

跨設までの経緯 昭和 24年E芝居体知能検交による入級候補者20名に対して偲別的知能

検査等諸検査実施した。児童相談所・心理学者による濁接と学級担任による

家庭訪問により希望者を調査し対象者父兄との懇談を笑施した。 25年9月に

言語設した。当該父兄の戸としては，喜びと感謝が示されている

教室特殊学級設置碁敢により新設

経費北海道教育委員会より各15，000円

ニ.授業 (45分間)

生活の反省

学習 大単元「楽しいお家」 作業主幹元「お家をたてよう」第二次扱い「児童は， ABC三琉に分か

れて能力別カリキュラムに従ってお家作りをはじめる。児童は，それぞれの能力に応じて仕

事をし，指導者は一人一人に適切な助言を与え，児童は喜々として作業と取り緩んでいる。

アンプローズ女史も終始連日の疲れも忘れて子供の姿に見入っていた。参観者一周，これら

の忘れられた子らに何かしらの光明が与えられているような気持ちがして感慨深くこの姿を

担任の山本先生は(筆者加筆)，進んで精神薄弱の子供遠の担任を申I:l:l，熱と愛と

をもって研究・努力されている哀しの慾度に敬意を表し御望書闘を祈って止まない(青山記)。

ホ.小班研究 市内港小学校の精華草学級の授業参観の後，事業者との質疑応答が行われ， TI主ちに小斑の

研究に入った

A破， B班(筆者省略)

C斑研究問題精神薄弱を取扱う方法並に学習指導はどのようにしたらよいか

研究方法特別学級授業参観をもとにした討議み参考委並に参考資料の活用，助言，教師の討

議遼営立主に結論

a 精遅児を取り扱うにはどのようにするか

-児童に教える立場から，教師は児童のレベルまでb下がって児童量の婆求を把握し，常に児童量

鑑別と成長を測定する構えが大切である 0 ・家庭的に不透である場合が多いので，家庭と

の連絡を密にし，あらゆる障答を除去して環境を繋えてやる。児童の要求に応じて，計

画的に指導する。 ・該当先に対する社会に認識を深める。 ・指導の効果を急がない(これ

を望書するに「この子一人の教育叫」という一議につきる)

b 精遅児を耳元扱上の教具について

・ドリル溜をZ重視するカード，プリント(能カ別，教科別)， ・かべ新開の利用・遊び遊呉(カ

ルタ・双六・さいころ・輪投げ・ままごと遊びの道具・パ、ソチ・積木・おはじき・ラムネ

の玉・玩具等)

-小黒板・廃物利用(空絡その他)
判読不明

・言十数器(百以下の加減乗除のできるようにする)・雑誌・教科書(読物と測..)

-動植物の飼育栽域

9月13日(第四日) 班別研究

A琉， B斑(筆者省絡)

C班研究は次表の通り

9月14B (第五日)全体会議五日間の各班の研究の結果について，各班の司会者により研究報告され，会

体的に質疑応答を絞て全体の結論とした
44-.;季b.
ボ百百m

M亙， B斑(筆者省略)

n妊次掲表内容に向じ
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r精神薄弱教育班研究内容」

研究主題 普通学級における精神遅滞児の学務指導をどのようにするか

研究方法
1.参考図書放に参考資料による事前研究をもとに全体検討
2.指導者の助言，教締の経験発表による研究討議

1.基礎的なドリル学習では同笈グワトブ

2.協同学習を必要とする場合は異質グループ
(1)学習グ 3.グループ編成に当たっては劣等感をいだかせないようにする
ループ 4.可能な限り中間児は異質ク合ループ。に加える

5.グループ学潔の時期は三年以上か望ましい。二年以下では遅滞児をまとめて指導に俊ならしむ
6.グループ。の関定イじすることをさける

l “自分の身のまわりは自分でするようにする。 8.生活を楽しみ，簡単な技術を身lこつける。

(づA2L4Z) 子 2.安全，清潔の健康を保って良習慣をつける o 9.社会のためになることを喜んでする。
3.遂徳的規準のあることを知らせる。 10‘よく働く潔慣をつくる。

習 行 4.社会生活に適応、て引きるよう他人に迷慾をかけ 11. EI分の特殊技能を蓄をい伸ばす。
内 動

ない。 12健全な娯楽や休養がとれる。
k廿を与喰 在立

5.公衆衛生・公衆道徳を議んじる。 13.きまりに良く従う良い習慣をつくる。
ど 6.長上の命によく従うこと。 14.随分の思ったことを設えるようにする。
グ〉 7.物を大切にする。
よ ト一一一

日垂フ 算数 社会 理科 図磁工作 音楽 体育(保健)
に
す 教 読み カui成法 経験領 -動植物の飼育 -模倣を主と -耳車騒訟を -簡単な徒手
る 手ヰ 苦手〈 乗法乗数2桁 :I:ii主 栽培援に採集 する 主とする 体操
か [lij 話す まで 空間 -季節のかかわ -材料lまいろ 歌唱 -遊技，競技，

綴る 徐法除数1桁 家庭 り いろっかう -平易な楽 球技

わかる まで 学校 -日常生活に関 -かんたんな 若妻 -健康と衛生
分数，小数.鰐 近隣 係あるもの 色彩 の習慣養成

易なもの 郷土 -篤易な器具の
測定・毒事実繁は 日本 くみたて

3年程度 時間: -鉱物の採集
選任

l.個別指導を原則とするが，肉食グルーフ。の場合は一斉指導でよい

2.綴皇室は能力別で作業をするものが望ましい
3.課外指導は疲労を起こさせたり劣等感をいだかせないようにする
4.1 Bの学習で一間以上応答させ賞賛をあたえて成功感にひたらせる

(3)学望号指 5.学習目標をあたえて，だんぜん自主的計画的学習にみちびく
毒事の方法 6.題材の作業{む，行動化，遊戯化，生活イじをはかる

7.ドリル学習を多くする
8.いろいろな教具を多面的に利用する
9.能率的な指導技術を工夫すること
10.優秀児の余力をかりで補導の補助にさ当たらせる

l.学習/行動共に能力翌日にg標を立てて，絶対的評備をする
2.言平備はそれによって学習態度を雨めるように工夫する

(4)評価と
3.家庭通信，家庭訪問を努にして子供の笑怒を，父兄に知らせる

家庭i通知
4指導要録は客綴的な評舗をすると共に具体的な評イ阪の記入できるようにする
5児童個々の予想、される発達呂襟をたてて，それに評価を与えていく (学習・行動)
6.家庭通知はなるべく具体的にする。従って通知簿には学習行動療法の絶対的相対的評偲を記入
する

ヨ三B間の研究を通じて， l'青選児特殊学級経営の杉本(十勝)際(お狩)山本(g民館)諸先生の尊い体験か

らの研究発表と，指導者大学工Fi零良効先生，神楽中学校佐藤文之進先生の適切な助言言と，班長各偲の真警な

研究と相まって，主題に対する結論を得た(文安 森)

(W昭和26王子皮小学校・幼稚鴎研究集会集録 斑別研究篇~ pp.658-680.l 

3.3.小学校・幼稚園・中等教育研究集会 r特殊教育班J における研究内容

小学校・幼稚溜・中等教育研究集会における「特殊教育班」の研究集録は r昭和 26年度小

学校・幼稚問教員研究集会録斑Jjlj研究集篇』がある。本項では，本集録のなかから，北海道

地底集会第 11r特殊教育」斑の「研究協議の内容と結論」から，その特質を整理する。
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3.3.1.教育の理念ないしは教育思想

本研究集会では，持殊教育にかかわる教育理念や教育思想に関する研究主題は見当たらず，

検討記録もない。しかし，特殊教育論としては，昭和25年度中等教育研究集会栃木地区の研究

問題として，1.特殊教育における民主的教育の在り方， 2.青年期の特殊性を捉えた教育のあり

方があげられている。後者では，青年期における特殊教育として，社会性と人間性を培う教育

や適正な職業教育の在り方が研究諜題であったことが分かる。通常学校の通常学級における精

神遅滞見等の教育の視点としては，通常教育における「個人差教育(北海道地区)j， r学習の改

(北海道地区)j， r学習の救済(山口地区)j があげられている。北海道地区においては，山

本学一部の「愛と情熱の教育」・「この子一人の教育j理念，特殊教育班の研究協議における「教

師は，児童を教える立場から，児童の生活レベルにたって，児童の要求に応える計額的な教脊γ

「あらゆる障害を除去して環境を整える教育」論に注目したい。特に r克叢の要求に応える計

闘的教育」と「あらゆる酷害を除去して環境を整える教育J論は r特別なニーズ教育」・「パリ

ヤフリーj・「エコロジカルアプローチ」の思想に通底する今日性が伺われる。

3.3.2.対象児及び障害警観

特殊教育対象児は，通常学校の特別学級なのか通常学級なのかの区別はできない。対象とな

る児童・生徒の呼称は，特殊児童(生徒)・問題先・異常児・精神薄弱児・遅滞児・学業不振児・

精神遅滞児・社会不適応児・不良行為克・情緒不安定児・性格異常見等様々である。「精神遅滞

見」と「精神薄弱児」の類別に時間をかけている。北海道地区では，統合呼称を「問題児J と

して，その内訳を1.身体障答児， 2.社会不適応児， 3.精神遅滞児(学業遅進児を含む)の三つ

に分類している。そして，研究協議は三分類により三破に分かれておこなっている。精神遅滞

児は， I.Q.・精神年齢・学カテスト等の諸検査，生育盤・家庭環境等の調査，医部並び?に心理学

者による鑑別により総合的に判定されるとしながらも， I.Q.40から 70までとしている。通常学

校における特殊教育の対象となる児童は r通常学級における通常の指導では，その能力に応じ

た指導が国難なものJ として，境界線児(I.Q.65-75)と中間児(I.Q.70-90)を範時に入れて

し、

特殊教育対象児は，新教育思想、の普及施策のもとにあってか，心身罷害見に限定せずに教育

上の「問題児Jしていることに留意したい。欝客観についてを理解する手がかりは得られない。

3.3.3.教育の形態

精神選滞鬼の教育形態は，小学校 1，2年生では「特別学級」を編成して指導し 3年生以上

になれば「通常学級」における能力別指導が望ましい(北海道地区)。障害の種別や程度により

「特殊学校」も認定されている。

3.3.4.教育の目的ないしは教脊像

通常学校における精神遅滞児の教育呂的，教育像として取り上げられてはいない。昭和25年

度中等教育研究集会の研究問題のなかには r異常児より通常見に近づける(栃木地底)j・「職

業教育(栃木地底)j・「学習活動の障碍を救済する(山口地区)j・「正常でない行動を矯正し正

浄化する(兵庫地区)j等があげられている。昭和26年度小学校・幼稚関教員研究集会北海道

地区の研究協議内容には r社会のためになることを喜んでするに「よく働く」がある。いずれ
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にしても， 1930 年代の教脊目的ないしは教育像としては一般的な内容であろうが，消極的目標

である。

3.3.5.教育の内容・方法ないしは教育計画(カリキュラム)

昭和25年度中等教育研究集会の研究問題のなかにはJ特殊教育カリキュラム(愛媛地区)J ・

「障害特性等の諸タイプに対応する教技法(愛媛地底)J・「職業指導(愛媛地区)J・「地域社会の

理解と協力(青森地区)J等があげられているが，内容は明らかでない。

函館市立潜小学校特別学級は，主幹元学習(大単元「楽しいお家J，作業単元「お家をたてようJl

による学習指導を，児童を能力加にA.B.Cの三つの班に編成して展開している。北海道の

精神運滞児教育においては，早くも 1951年 9月当時，生活単元学習の先駆的教育英践がなされ

ており，その実践を公開していることに深く穣意したい。これは，戦前の函館師範学校代用附

属亀田小学校「特別学級」の大単元教材による指導の系譜と考えられる。

学習内容・方法及び評価については，昭和初年度小学校・幼稚園教員研究集会北海道地区の

研究協議内容から取り上げる。 内容は，行動聞と教科商に分けて務理している O 行動簡で

は，身辺処理，安全・清潔・きまりへの良い習'喪11J，道徳の理解と実説，生活を楽しむ・健全

な娯楽・休養の習慣，自己表現など「碁本的生活習慣」と「社会生活適応能力」育成のための

内容があげられている。教科面としては，闇語・3事数・社会・理科・関画工作・音楽・体育(保

健)の各教科の生活とかかわる恭礎的内容があげられている。社会科の経験領域の区分は，戦

前の画館師範学校代用附塙亀EB小学校特別学級の指導計画のIR分内容と同じである。学習指導

の方法は， 1.個別指導を原則とする， 2.教材の作業化・行動化・遊戯化・生活fむを閤る， 3.ド

リル学習を多くする， 4.一日一回以上学習中に応答させ成功感を味わわせる， 5.優秀児を補助

に使う等，効率的な指導技術を工夫する。指導内容・方法のいずれも，大正末期から昭和初期

において，北海道の劣等児等の特別教育として試行的に実践されたものであり，戦前の劣等児

等教育の連続性は明らかである。従って，戦後の知的障害児教育が戦後アメリカの経験主義教

育の影響を受けたとする通説は，現象的解釈によるものであって，史実に基づいた論理的必然

性は帯びていないと指摘される。

3.3.仏教育の成果ないしは教育評価

教育評価と家躍連絡・通知簿については，1.学習・行動については，能力別自擦を設定して

絶対評価をする， 2.児童一人一人の予想される発達自擦をたて，それについて評価する， 3.家

庭には子どもの実態を具体的に通知する， 4.指導要録には客観的で、具体的な評価を記入する，

5.学習行動療法の絶対的相対的評価を記入するなどをあげている。個別自擦の設定と絶対的評

価法の導入，評価内容の具体性などの評値観点が示唆的である O

第3主義註

1.山本宇一郎は， 1930 if. 4月から 1945年3月まで北海道i]Sj舘師範学校総属小学校(代用附属亀E8小学校勤務

を含む)に勤務した。その後，北海道八雲高等学校の理科担当教諭となるが， 1950年4月から，磁舘市立港

小学校で精神遅滞児の「特別学級」担任となる。 UJ本宇一郎は，代用F付属亀開小学校訪11導として勤務してい

たことから，中村繍四郎らの特別教育の実際とその実践理論に触れていた。従ーって，代用附属亀田小学校に

おける特別教育笑践理論は，戦後北海道においてはいち早〈開設された函館市立港小学校「特別学級」の教
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脊にi亙勤してま隊jj主されたことになる。山本宇一郎は，その卓越した教育実践カが翼われて， 1958年に北海道

札幌養護学校教頭として隠校事務に当たった。北海道札幌養護学校は，戦後の北海道における精神速滞児の

教育実践の発信糠として大きな役割jを果たすことになる。山本字一郎は，戦後北海道の精神議事弱教育，病弱

教育のリーダ、ーとして活躍したのである。函館蹄範学校代用約属亀岡小学校「特別学級」の特別教育ならぴ

に中村瀬沼郎については，市j翠主主 i~t; ì毎遂の知的滋害児教育爽践史研究一一第二次大戦前における劣等児等

の特別教育(II)一一J r北海道大学大学院教育学研究科紀要~87. pp.122-125. 2002 .12.参照。北海道本し綴養護

学校に関しては， mi暴登・高村法f呆・諸冨隆「北海道の養護学校の歩み(その3・4)J r日本特殊教育学会
第 37 郡大会発表論文集~ pp.240-241.1999. 3.参照

2.アンプローズ女史序章設3.参照

3. 上記設1.の函館師範学校代ffl~付属亀間小学校「特5JU学級」初代担任て、あった中村瀬四郎はこのそ子一人の

教育」とういう教育的俗念で教育実践にさ当たっており，中村の論著の題名にも佼用している。山本宇一郎は，

中村禰四郎先遠の教育現念に深〈共鳴していたことを物語る資料である。

第4章 特殊教育教員再教育講習会，精神遅滞児教育講習会，特殊教育研究集会

4.1.特殊教育教員蒋教育講習会等の成立

特殊教育教員再教育講習会は，小学校・中学校・幼稚園教員再教育講習会と同じ 1947年 6月

に開催が企画され， 1947年 7，8月の夏期休暇中に開催された。富教育・襲教育・精神遅滞児教

育教員とその指導者を対象とした講習会の会期は，小学校・中学校・幼稚園教員対象の講習会

が10B関であったのに比して6週間と長期間であった。このことから， CI&Eと文部省は，特

殊教育掠興施策として担当教員再教育と指導者養成を重視して取り組んだと理解できょう。

教育職員再教育実擁の時代背景については，第1章に既述したように，新教育制度への緊要

対策として教育職員の再教育と指導者の養成が課題であったことがあげられるo この文教対策

は，特殊教育に関しても重点的に取り組まれたのである。

特殊教育教員再教育実施の背景には，市j暴翠「教育改革期における特殊教育論 (1998.1.)刊

に詳述したように， 1945・46年当時の特殊教育関係者による教脊機会要求運動，教育学者の手

による「新教育指針」に誕われた人間性・人格平等尊重の思想，憲法・教育基本法成立過程に

おける教育刷新委員会及ぴ国会等での「能力に応じて」論議など，民主主義教育理念の笑現の

法制化をめぐる激しい論争があった。特殊教育関係者による動きとしては， JI!本字之介・大嶋

功ら聾唖教育関係者による「全国聾唖学校職員連盟」の全国規模の運動や城戸!播太部・三木安

正ら文部省教育研修所関係者による活動によって r第一次米盟教育使節団報告書」に特殊教育

に関する内容を盛り込ませたことや富聾者への義務教育施行を実現させた要求運動がある。し

かし， 日本国憲法・教育基本法の教育理念である「個人の尊厳」と「教育機会の均等」原理の

法解釈とその実砲は，金森纏治郎国務大臣や問中耕宇太郎文部大臣の菌会答弁が物語るように財

政的事情を口実に歪曲されたまま施行されていったのである。

学校教育制度における教育形態は，幼稚園・小学校・中学校・高等学校における通常教育の

形態と「特殊教育」の形態が学校教育法により立法化された。特殊教育形態は，学校教育法の

第6章特殊教育の第 71条から 76条の特殊教育条項に明文化された *2 特殊教育条項に関する

立法化に主る過程としては r第一次米国教育使節間報告書」の特殊教育勧奨と「教育刷新委員

会」による特殊教育関係審議・建議を経ているものの，草案作成作業は文部省の初等教育と特

殊教育祖当官の坂元彦太郎と CI&Eの学潔指導要領小学校教育担当者H.へファナン女史の主

より進められたぺ学校教育法は， 1947年3月31日法律第 26号として公布され，新学命Ij
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6 . 3制の義務教育が1947年4月から実施された。学校教育法には，特殊教育の形態として，

宮学校・襲学校・養護学校(第 71条)と特殊学級(第 75条)を規定した。盲学校・聾学校・

養護学校には義務制の法的概念が及ぶものの，第 75条の特殊学級については任意設置とされ

た。 しかし，盲学校・重量学校・養護学校の教育形態は，附員立第 93条イ亘書の「義務常Ijの描行期日

を別に定めること」により， 1947年度義務教育英雄については先送りされた。これに対して，

教育の機会均等の解釈としての「能力に応じて」論議や全国の富・聾教育・日本教育職員組合

特殊学校部会等の特殊教育関係者による盲・聾学校義務教育制の即時実施を求める運動が展開

された。その結果，吉・聾学校に関してのみ， 1948年度より小学一年生から学年進行で義務制j

が実施されることとなった。養護学校の義務告Ijに関しては， 1954年まで延期された。

以上のような時代的状況下にあって，文部省並びに政府は，特殊教育義務制実施に踏み込ま

なかった理由として，建前論である「特殊教育担当教員」不足と教員の専門性を高める再教育

必要論をあげていた判。しかし，文部行政は，特殊教育条項が学校教育法に明記されていること

からも r能力に応じてJ論議を未措化のままにして，主に 1948年度から学年進行で実義務常Ij

を実捕する富学校・聾学校に従事する盲教育教員と聾教育教員の再教育・養成のために特殊教

育教員再教育講習会を開催せざるを得なかったのである。

既述1.2. 1. r特殊教育関係の講習会並ぴに講座の形態」の中に図示したように， Ar特殊教育

教員再教育講習会等」形態は，文部省学校教育局長名により各都道府県知事宛の通達「特殊教

育教員再教育講習会開催について(発学第 274号.1947年6月)Jにもとづき， 1947 7月に開

始された。

特殊教育教員再教育講習会の講潔員は，富学校・聾学校・養護学校の教員であり，しかも地

方伝達講習会の指導者となる者が選定推薦された。しかし，特殊教育教員再教育講習会は， 1948 

年には，精神選滞児教育教員を対象とする「精神遅滞児教育講習会」と盲・聾教育教員を対象

とする「特殊教育教員再教育講習会」に分けて実施された。講習会等の名称は， 1948年度を機

に開催の目的と対象者とに合わせて度々変更されている。特殊教育教員再教育講習会は， 1949 

年に「特殊教育教員講習会開曜について(発初第 71号.1949年7月)Jと改称され，更に， 1950 

年には「特殊教育講習会について(発学 406号.1949年 11月)Jのように，再教育や教員の文字

が取られている。一方，精神遅滞児教育講習会は r精神遅滞児教育講習会開催について(発初

第 11号.1949年6月， 10月)Jにより第ニ閤講習会が 1949年9月に開催されている。そして，

1950年には r特殊教育研究集会開催について(初初第第四号.1950年5月)Jにより，

別による分割開催から盲教育班・重量教育斑・精神薄弱教育班の班剖研究集会として統合された

のである。この特殊教育研究集会は， 1955年まで継続的に開催されている。

本章では r特殊教育教員再教育講習会J，r精神遅滞児教育講習会J，r特殊教育研究集会」に

おける精神遅滞児教育関係の講習内容について取り上げて検討する。検討にあったては， 1949 

年以前の講習会等に関する一次資料は殆ど発掘できず，講習会等の関係史資料が整っていない

ことから，先行論文の引用によらざるを得なかった。従って，史資料が収集できた 1950年から

の「特殊教育研究集会J について重点、をおいて論述する。

4.2.特殊教育教員再教脊講習会

特殊教育教員再教育講習会開催の域安は， 1. 2. 2.のA.1.r特殊教育教員再教育講習会開催に

ついてJにあげた通りである o 次に，本講習会の実際について先行文献から構成して，概説す
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る。

4.2.1.特殊教嘗教員再教育講習会開催の実際

1.名称 特殊教育教員持教脊講習会(文部省「特殊教脊教員持教育講習会J，通称「特殊教育合宿講習会」

等とも呼ばれている)

2.笑施目的 ①臼本の特殊教脊の線本的な主主直し， @!持殊教育教員に自己研究の言葉泌を与える，③正規免

言守状授与条件のF付与

3.主催文部省

後援 CI&E (聯合寧最高司令部氏荷情報教育部)

4.笑施期間及び会期 1947 (昭和22)年7月14臼-8月16B 5週間(前期 全体言葉習3週間，後期学校

種別講習2週間)

5.会場 東京盲学校(全体講習会・音教育分科会) 東京護学校(重量教育分科会)

6.対象者 三部門(宮教脊，重量教育，精神薄弱者教脊)

精神薄弱者教育 13名(10人ぐらい:山本普。 15，6名も，先生も講習会に一員として参加さ

れた 大庭伊兵衛。 10数名:名古屋恒彦， とあるが杉凶裕・小杉長王子及び冨隠i章夫説を採用し

た)

'I'.tJ明した氏名 三好桑(大阪J思斉小学校)，架図通三(近江学鴎)，秋岡護学校教員，大庭伊

兵衛(東京都大和田小学校)，岡村吉丸石崎鼠久保舜ー・木村言葉ニ・外林

大作・杉郎裕・L11本普・佐藤千代子・小杉長平(教管研修所・分教場関係者)

7.議隣名 文部省関係官韓日市 初等教育課長坂元彦太郎，井坂行男，'8音slE夫，視学官三木安正

CI&E，米国関係講師 モス，へファナン，ヤイジャー，エルモット

日本人言語郎 小杉長王子，撞芝盤主邸，井原，木村謙二，山本普，久保舜一，統，田村吉夫，笠

松，吉益，後藤岩男

8.講義科日・内容と議締名(全体共通科自)

「立三な言葉義科目と講師名J (大庭伊兵衛「文部省・ CIE講習会Jpp.38-42 .1984.3.より作成)

1.教育法規(特殊教育) 文部省初等教育課長 坂元彦太郎

2.特殊児童問題関係法規 文部省事務官 官部正夫

3.心潔測定 文浬科大学教授 後藤岩男

4.学欝指導婆鎮 文部省事務官 井坂行男

5.職業指導 CI&E (テンプルスクール教授) モス博士

特殊教育と職業指導，肢体不自由児の教脊，

米国の特殊教育事情，労働保障法の基本的原理

6.学校管理法 CI&E初等教育課長 へレン・へファナン博士

特殊教脊の教育法案，特殊教育一般，特殊教育振興策，ろう教育・菌数脊・低能児教育，近代教脊の沼

的・傾向，学校教育の特色

7. 児主主福祉法 文部省特殊教脊視学官 三木安工E

党主主慾意， 児童棺談所，半明日等

8.社会科， ~窓諾，理科等の取扱い方
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9.精神薄弱児教育部門の後期日程

「日程(精華事教育梼係のみ)J (r資烏ニ十年~ pp.16-17より再掲)

8 : 00 10: 00 12 : 00 13: 00 16: 00 

八月四日(Ji) 特殊学級の経営(小杉) 悶上 燦談会(城戸，井原他)

五日(火) 特殊教育史(木村) 性格論(久保) 自由研究

六日(水) 研究授業・数学(山本) 学習稔(統) 研究討議

七日(水) 性格論(久保) 職業教脊(郎村)

八日(金) 萩はi実務学校見守主 ;f斉薄の心滋(久保)

九日(土) 教科課程(小杉)

十日(臼)

十 B(月) j議乃)11学園児学

十二日(火) 知能検変笑習 精神病返(笠松) (向上)

十三日(水) (小杉・山本他) へファナン女史論評(向上) 1ili談会(城戸，宮部他)
十四日(木) 青少年不良化について(台設) 研究討議

十五B(金) 者目立松沢病院見学

十六日(土) 絡事事の心攻(久保) 児童線査法(続)

10.へファナン博士の「学校管理法」講義委設

へファナン女史は講習会における講義「学校管理法」の冒頭特殊教育の教育法案」として次のように

述べている。(要旨)

(1)全国にわたり特殊児童の教育法案が作られると思う α 教育制度の中にこれが認めらたことは日本に

とって甑期的なことで，文部省の協力の結果である。幾多の委員会の給采をまとめられ，種々のことが

考えられた。この制度には原理主や主義が震かれなければならないし，これが笑行されねばならない。

(2) 7月18日(昭和22年)悶会で不具の児童の義務教育が実施されることに決定した。これには，特殊

教員を至急再教育せねばならない。特に富，ろう者が充分に教育を受けられるようにするには，いろい

ろなことが必要とされる ……(中描各)……

昭和23年の協会に法案が提出される予定であるが，

これが一つの実験学校となって，指導的になれば幸いである。

(大庭伊兵衛「文部省・ CIE講習会Jpp.38-42 .1984.3.より引用)

4.3.精神遅滞児教育講習会

4.3.1.精神遅滞児教育講習会の概婆

第一因「精神遅滞児教育講習会Jは， 1948年6月から 1949年1月にかけて東京など田地区で

開催されている。第一回講習会に関する文部省の通達文書と開催要領などは発掘できない。第

二国精講潔会に関しては， 1. 2.に既述したょっに文部省は 1949年6月訪日づけ初等中等教育

局長名通達「精神遅滞児教育講習会の開催について(発初第 11号)J を府県五大市教育委員会

宛に，次いで1949年 10月20日づけで同発初第11号を各都道府県教育委員会宛に通牒してい

る。しかし，精神薄弱児教育講習会に関する史資料は未発掘のままであることから，その講習

内容は勿論のこと全体像すら描き出すことが出来ない。本項では，わずかな先行文献から関係

記述内容を摘録して以下に記述して，整理する。

1. r昨年度(昭和二十三年度)において，文部省主催の精神i遅滞児のための特殊教育講習会が，大津市(関

西ブロック)新潟市(東北ブロック)東京都(関東ブロック)佐賀市(九州，問問ブロック)の四ヶ所で、

各三日間開催された際に，各会場で五，六校から現状報告がなされたのであるが，それらは我々も予期し

ったJ。三木安正「まえがきJr精神遂

滞児教育の笑際~ p.5.牧霊祭1苫1949.9.
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2. '精神遅滞児教脊講習会は昭和二三年度には東京，大津，新潟で，翌二四年度は名古屋，明石，大分の三

か所で行われたが，二五年度からは特殊教育のワークショッブすなわち研究集会となり，毎年四か所ない

し三か所で，一週荷にわたって研究討議が行われてきた」。三木安正「戦後10年の特殊教育の歩み一一精

神薄弱児教育を中心に 」文部省初等中等教育局 r特殊教育資料J7.1956.1. 

3 '昭和二三年から文部省ではじめた[精神遅滞児教育講習会]は毎年三儀所で一週間くらいの日程で行わ

れたが，そこでは先駆的に開始されていた特殊学級の経験発表がなされた。そうした情報を交換するため

と各地で孤独な努力を続けている特殊学級扱任の連係をつくっていくために，私は前記の議資会で発表さ

れた原稿を集めて{綴神遅滞児教脊の笑襟]という本を編集し，昭和二四年六月に牧警活から出版した」。

三木安工E'私の履自主主書一一教育研修所および文部省在任時代 J r私の精神薄弱者教育論Jp.14.日本文化

科学社 1976.10.

4. '特男

し，それらの内容を向上していこうという意図で年四ケ所，四日間のものを計爾したもので第一年次の昭

和二十三年には，大津，新潟，東京，佼賀で開催した。大津での会の時には糸繁一雄氏らによってニ十一

年に爵設されていた近江学留を訪ねたりして糸寅一雄，凶村一二，池殴太郎氏らとの交流の遂がひらける

とともに，その講賀会での現場経験の発表を糸口として以後の講習会の発表を編集した特殊教育研究連盟

編の[精神遅滞児教育の笑際]が世に出たことなど，戦後の精神遅滞児教育の爆が関かれたという意義が

いえよう」。

三木安工E'文部省での仕事と会特速のこと」全日本特殊教育研究連盟「三木安正先生をf忠ぶ会」綴『三
木安lE 日本の精神薄弱教育Jpp.56-57.会B本特殊教育研究連盟1985.5.

5. '文部省は，

資・ろう教育の義務制度を実施し，精神遅滞児の教育の啓蒙に努めたのである。当時坂元彦太郎氏を課長

に推し，三木安lE氏を官立教育研修所から特殊教脊の専任視学官として任命，私とともに鋭意この教脊の

笑笈的向上に努めたのである o たまたま総司令部民間情報教育部顧問， ドクター・スミス・へブァナーン

女史 (H.Heffernern)，続いて河じくミセス・ヤイデ…女史 (P.leidy)の援助と指導とにより，昭和ニ

十三年度には，精神遅滞児教育講習会を滋賀，東京，新潟，佐賀の図ヶ所て、路傍，約800名の小・中学校

二十四年度には，名古援，東京，仙台，兵庫，大分の五ヶ

所でもj司じ趣旨の講習を開催した結果，ょうやく戦前に近い学級が設けられ忘れられた子どもの救済指導

に諸手されたことは誠に喜ばしいことであると誘わなければならないJo (pp.51-52.) 

，(一五)精神遅滞児教育教員言露首会開催(東京，滋望号，佐焚，新潟)

(一七)精神遅滞児教育教員講習会関催(東京，仙台，名古震，兵療，大分)

13から十ニ月までJop 54. ~言部正夫 r精神滋滞!尽の教育』持率通信社 1950.6.

6. '二十三年十月，文部省主催， CIEの賛助による精神遅滞児教育講習会が東京都，滋賀，新潟，佐賀の各

燥で関かれ，さらに翌二十四年九月には東京都，愛知，宮城，兵漆，Ll1ロ，大分の各県で容器かれた。

燥で開催されたま露習会は，仙台市を会場として九月八日から三日間，北海道と東北六県，新潟県の一道七

燥にわたる小中学校教員，指導主事，特殊教育関係職員を対象としたものであった。

木村言葉二「現戦教脊と教員養成」北海道立教育研究所『北海遂教育史 戦後編この

二Jp.316.1979.3. 

7.望月勝久 (1979.6.)は，宮部工E夫の著警から援用して精衿遅滞児教育教員講習会」と誤記している。

名古屋'te.彦 (1996.11.)は，念日本特殊教育研究連援俄編『精神簿弱問題白書Jp.5 .191967 .1.の誤認記

述をそのまま援用している。精神薄弱問題自警の誤認記述である「開催地」の出典は，前掲3.三木安工Eの

ものと J忠われる。三木安工Eは，上記(1.-4.)内容から明らかなように，それぞれが不整会である。
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「精神遂滞児教育講習会の概要(市津)J

1.名称精神遂滞児教育講習会

(識者の問では精神遅滞児教育教員講習会J，r精神遂滞児のための特殊教育講習会j，特殊教

脊講習会」等の名称、の混同がある)

2.開催目的，講習会の性格

CD*毒衿遅滞児教育の必望書'1'生と指導法に関する啓蒙

②特殊学級の復活，新市!J中学校特殊学級関設の促進を図る(主主的拡大)

③精神遅滞児の教育の向上を図る(質的向上)

3.主催文部省焚助 CI&E

4.閣僚期間及び関イ畿地IR

昭和23年度「精神返滞児教育議室ヨ会j (第一回精神遂滞児教育講習会とも呼ばれている)

関催期間 昭和23(1948)年6月~昭和24年l月までの間に開催され，臼程は三日間である

開催地区 新潟市(東北)，東京都(関東)，大津市(関街地)，佐賀市(問国・九州、Ilを会場とする

四地区

昭和24年度「精神遂滞児教育講習会j (第こ鴎精神遅滞児教育議溜会とも呼ばれている)

開催期間 昭和24(1949)年6月~昭和24年12月までの潤に関催され，日程は三日間である

開催地区 仙台市(東北・北海道，新潟県)，東京都(関東，信越)，名古屋市(東海，北陸)，明石

市・山口市(近畿，中国，四国)，大分市(九州，中国・四国の一部)を会場とする六地区

5.参加者小学校・中学校教員，指導主事，特殊教育関係磯良 昭和23年度の講習会800人を対象とした

とある

6.講師 文部省関係講師富夫正夫三木安工E 他

CI&E，米国関係講師へファナン博士 ミセス・ヤイデー (P.Jeidy)女史他

開催地区大学関係講師石橋俊美(東北大学教授)

7.講習内容 ・講義 ・教育・福祉施設見学 ・実践報告(先駆的特殊学級の実践)

8.笑践報告内容三木安工E編幸子『精神遅滞児教育の笑際』牧欝1苫 1949年8月刊

4.3.2.精神遅滞児教育講習会における研究報告

精神遅滞見教育講習会における講義内容，視察内容，研究協議等については，記録された資

料は発掘されていない。研究報告資料としては， 1949年における報告資料と思われる名古屋市

立地白壁小学校の『福祉教室の経営』が唯一ある。ほかには，実践報告資料を三木安正・杉田

裕・小杉長平らにより編集された『精神遅滞児教育の実際』がある。この二つの資料から，教

育実践に関わると思われる内容を摘記して，以下に記述する。前者の名古屋市立旭白壁小学校

の実践報告の六「カリキュラム設定」は，後者の第三章「カリキュラムの編成」にも掲載され

ている。

4.3.2.1.名古屋市立地白壁小学校「福祉教育の経営一一精神薄弱児教育の一端一一」

ヱド資料は， 1997年に明治学院大学金子健教授の配患により，筆者が蒐集した山本普所蔵資

料利の一つである o 本資料の体裁は， B5版・縦組・孔版印刷・ざら紙・全101ページからなる。

現状は，劣悪な紙質と長期間段ボール詰め保存のためか良くない。本誌の「序J には，昭和一

十四年七月と記されていることから，昭和ニ十四年度「精神遅滞児教育講習会」開催直前に作

成されたものであろう。各教科の合科形態について r変更教科」と総称している o

には，福祉教家創設の意図が次のように述べられているo

新憲法と児童量福祉法には能カに応じてひとしく教育が受けられ，又，ひとしくその生活を保障せられて
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愛護されなければならない」と明示きてている。教室の一隅に

その子らの特別な教育として「福祉教家」の経営を創った。

一，動機

1.新しい教育観，人間観，児童観 f笑践的な生活の形成

L心身の調和的発展

2.機会均等(個人の能カに応じた教育)

3.俄伎の発見

4.学校生活を楽しませたい

5.社会に対して少しでもプラスに働きをさせたい

(ーも一友達は一人もいない }子供
おづおずしているか 石のように主義感覚

教室長で座っているだけ ひらがなさえ番けない

こ，方針
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-可憐な精神薄弱児が絞る。

社会牲を養い 天賦のf間企を最大に発捧し 独立して生活を得る 善良艮健康な 笑践的活動的人隠を

fこい

三，具体的目的

1.社会伎を養う

2.健燦な身体

3.良習慣(日常生活に対する)

4.根気よく喜んで働く習慣態度

5.社会主主活をするに必要な最小限のまま礎的技術確保(よむ，かく，計算する，物の名前・耳元扱・手入等)

6.そFの{修練
凪選択

1.各クラス担任より数名を選択した 2.全校児童に知能テストを実施して， I.Q.70以下の児童を再選択

した 3.性格テストを実施 4.生育史遺伝，環境調奈 5.専門家の診断指導(名r5A重大堀嬰，鴎立教脊

研究所三木安正他所長) 6.家庭の承諾(被選抜者31名全装籍児遂の2.4%。実施 1-3年生19名

2.8%) 

五，指導観察 1.一般的留意，点 2.具体的指導綴察例 (A良い習慣 B教育記録 C はたらきl援

D よい子絞 E 連絡l陵 F連絡表 G 観察簿 H 体力テスト)

六，カリキュラム設定.

カリキュラム構成のさま礎条件

1.心身の発途の特徴(イ知能方面 ロ情緒的な生活ハ社会的方部)

2.社会機能の範間(イ生命，財産及保護保全 ロ生産，分自己，消費ハ交通，交際，遂事命，通俗

ニ美術，宗教的欲求の表現ホ教育へ厚生慰安 ト政治)

イ蒲考

1.暫定案であり，継続的な綴重要と絞殺により改善すべきものである

に各傍人により能力，進度が異なることから適笈i道議取捨選択する

3.児童の能力により他より教材を選択することがある

4.主として

る

6.一貫した王手元の構成に向けて改害事する

7. 1日の日書震は，単元のほかに生命の保全・健康の保持・日常生活における良習慣・常識的な礼儀指

導を折にふれて行う

8.毒基礎学澄は個別j学習，生活学習は共同学習をJJRJlIjとするが能力に応じて俄別的にもなる

9.単元表の学年は，学籍上の学年でなく能力による。但し，次期一年生については再検討する

10.高I.Q.，能力が諜緩以上のものには，この計磁に縛りつけない
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社会科作業単元一覧

第一学年 第二学年 第二学年
学期

主手元名 時間 主幹元名 時間 主手元名 時間

学級圏 47 東山動物関 45 

学 遠足 30 電車ごっこ 43 
期 つよいからだ 38 七夕さま 27 

楽しし、学校 40 私のもちもの 28 近所のくらし 35 

期学
きれいなからだ 37 運動会 32 ゅうぴんごっこ 40 

ままごと遊び 38 お正月 55 配給ごっこ 40 

学校へ来る道 40 火の用心 20 丈夫なからだ 25 

学 おfまさんのお手伝い 45 お1否やさん 35 おひなさま 30 
期 横物E留 30 私のうち 30 

要事数能力者受，国語能力表(各表筆者省略)

浬科単元例，理科単元表/音楽王手:iG1YU，音楽学習図様/図工科単元例/体育科単元(各表筆者省略)

一日の学習予定 一般指導要領に示された時間数との関係

待問 学習 内容 二学年

9 : 00 挨拶打合
健康視診衛生指導
日の打合

中心学習 勤労 aJユ二 攻科

9 : 10 社会 100 39社会 3 社会

中心学習
社会科を中心として 社会的
な問題を学習する 国務 70 70国語

10 : 40 
体育 休息遊戯 算数 35 35算数

11 : 00 

技能の練習
主として計算したり文学を潔
得する(一週ニ時間関工)

理科 3 

12 : 00 音楽 35 
昼食の時関

1 : 00 図工 74 
音楽に親しむ

1 : 10 体育 35 
自然と毅しむ 継続的な綴察飼育又は参観
待問 等 詰十 385 105 39図工 3 潔科

1 : 30 

勤労の時間
教室清掃鈎育学級閣のそF

2 : 00 入等

社会科中心単元学留案「楽しい学校」

作業単苅名 i楽しい学校 i一主ーーで知i予定時間数 40時間

日襟|楽しい学校生活の暴礎的態度習慣を養い規律正しい生活へ出発させる

-注意することによって学校が -人前に出てものおじしない
-一緒に遊ぶ、ときの作法

現 美しくなる 官曲邑、 技 -挨拶
-学校には健康で、安全な生活が -友逮どうし仲ょくする

遊具を決まった場所におく解 出来るようにいろいろの施設 E芝 官E
iJずあること -きまりにしたがう

-物を大切にする

社会科学習活動例
各科目との関係

国語 算数 理科 音楽 図工 体育

1.持物の澄場 124  12 
2.挨拶の仕方 7 9 10 
3.友達と仲よく遊ふ、 11 

みんな 思想、踊
A 遊びの絵をかく

いい子 (あそび)
B 危険な場所をしる
4.教室をきれいにする(学校ごつご)

むすんで
写生酒

A 花をかき、る 花の観察 (教案の

B 自分遠の作品を教室にはる
ひらいて

花) よい姿勢
C 掃|徐をする 手の清潔
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者李・雑巾のかけ方・ごみは落とさぬ
D 絵本玩呉の聖差額
5.便所の使い方をましくする
A 水洗健所の使い方
B 手洗，手の拭き方をおぼえる
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(註) 国語の1.話しそ子に注意をして集中してきく 2.最後まで注意してきく 4.学習中，遊びの途中でも説明
をきく 7.会話のとき開くべきときと話すべきときとを携えている 9.lEしく明瞭に話をする 10.元
気に隠せず話す 11.話をおわりまで続ける 12.遊びながら気楽に話をする 16.敬談話を使って話せ
る 18.わかりやよく話す 19.大勢の前で話が出米る 15.質問をする 算数の1.ーから.liまで数え，
よみ，かく 2.一0まで数え，よみ，かく
精神簿弱児教育所感
1.心理的実験調査と笑際教育とのこ議負強(知識，時間，労カの不足)
2.倒別指導に対する指導力
3.家庭の無関心
4.家庭の主主溺
5.遺伝

4.3.2.2.特殊教育連盟編「精神遅滞児教育の実醸J

特殊教育連盟の成立と変遷については，定説はなかったが，筆者は「精神遅滞児教育研究連

盟と特殊教育論(1998.11.)刊において明らかにしているので，その大要を述べておきたい0

4.3.1.に既述したように，文部省が1947年に関寵した特殊教育教員再教育講習会の精神遅滞児

教育部門は， 1948年8月4日から 16日まて0文部省教育研修所内品川区立大崎中学校分教場に

おいて実施された。この講習会は，別名合宿講習会とも呼ばれているように， 13名の講習生*7

は護国寺や研修所の寮に合宿して寝食を共にしたことから関志的気運が盛り上がっていった。

そして，講習期間中に研究交流と連絡のための「精神遅滞児教育研究会」が発足した。会発足

の主導者であった三木安正は，教育指導者講習(IFEL)の講師も務めていた関係から，全国各

地から参加した指導主事のなかには特殊教育に関する情報交流の場を求める声が多しこれに

応えるために全間的な特殊教育に関する研究交流組織「連盟」を構想した。そして， 1948年12

月 15 日づけの F精神遅滞児教育研究連盟結成趣意書*8~ を作成している。その趣意書によれば，

結成の趣意は「各地で先駆的な仕事をはじめているおられる方々はおそらく

研究資料の交換，研究発表等による相互の錬磨さと力づけを要望しておられると思います。そ

こで，各地の研究団体が漏れなく参加できる中央連合体を組織したい」といったものであった。

研究団体の基擦は，精神遅滞児教育を主体とするが，虚弱児・肢体不自由党・難聴児・弱視児・

防音児・英才児等の教育を含むもので，これは当時の特別学級の多様な実態に反映させるため

に，多様な教育を包括する組織を構想したものであろうべ中央連合体の事務局は，国立教育研

究所内におき，事務処理者として三木安正・木村議ニ・小杉長平・杉田裕の名をあげている。

そして， 1949年度に会関西か所で開催された「精神遅滞児教育講習会」において先駆的に実践

された「実状報告」の内容について，づ、杉長王子・杉田諮らとともに編集して，国立教育研究所

内「特殊教育連盟」編の名称を使って 1949年6月に『精神遅滞児教育の実際』を刊行した。三

木安正らは，本誌の印税を連盟の活動資金として運用しながら，特殊教育連盟の拡大と発展に

努めている。本連盟は， 1953年2月に「全日本特殊教育研究連盟J と名称を改め，全罰規模の

教育研究団体として改組し， 2001年 10月には時代の潮流に合わせるかのように「全日本特別支

援教育研究連盟」と改称して今日に至っている。

ここで明らかなとは，松矢勝宏が論述している「連盟組織と名称は， [精神遅滞克教育研究会〕

から[精神遅滞児教育研究連盟]へ，そして， [特殊教育連盟]と変遷した」との説には裏づけ

の資料が無しかっ誤認があることである。三木安正が構想した「精神遅滞鬼教育研究連盟趣
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には，組織の名称と組織を構成する教育対象範囲とは相容れない矛盾が含まれているか

ら r精神遅滞児」の名称は付きれなかったと解釈するのが査当である。

『精神遅滞児教育の実際』の体裁は， B 6版・縦組・活版印刷・ぎら紙・全177ページからなっ

ている。次に，教脊実践に関わる内容を目次に従って摘記して検討する。

「はしが~ (隠次は「序文J)J文部省初等教脊課長 坂元彦太郎

教科警なり，あるいは「学習指導要領J (コース・オブ・スタディ)に記載されている内容は，相当今在年の

生徒に 100パーセント適正でムあるということが必ずしも保障されない。いわば，自分の身の丈に粉応しいも

のを 9か年間で身につきさえすれば，それで9か年の義務教育を終了したと認めるべきだ。そのこどもの

「身の丈」にあった，暖かい教育的環境をしつらえてやることである。あくまでも，一人一人に応じたその全

部約な生長を殴指すものでなければならない。子どものそれぞれの差異に応じて，あらゆる衝を調和的に伸

ばす教育は，特殊告<]な例外的なものであってはならないのである。 (pp.1-8.)

「まえがき」文部容視学安教育研修所員 三木安iE

特殊教育は，単に異常児童を救済するという趣旨で行われるものではない。特異児童の空宇綴と社会的位援

づけを考えることによって，一般教育そのもの在り方を正道に突すという使命をも背負わされているのであ

る。特災児童量とは，それ自体には勿論，低劣なという意味はない。むしろ個人の尊重量，個人差の認識，教育

の機会均等という近代教育思想の流れに沿って，如何にすれば彼等を社会の成員として適切な位置を与える

ことが出来るかという科学的な考察に立って児支の類型を規定してものにはかならない。 (pp.1-6“)

第一霊祭 愛はおしみなく

一 忘れられた木に花咲く 鳥取県岩美郡宇倍野村幸子小学校安本漸次

「人間本来の姿jiま，自他の心のつながりである共栄にある。その立場は，他も我も共に幸福であり，共に

涙する，一人の落伍者もない世界に無上の楽しみを感じることである。「主主の教育」とは，僧を殺すことを許

さず，不平等を否定する不動の教予ぎにある o特別学級は， 1946年度一年かけて準機をして 1947年4月に開設

した。校長先生はじめ，先生，生徒一同の媛かい人間愛のまなざしに見守られて，彼等はすくすくと伸びて

行きつつある。この児童逮も，人の殺に，強〈大きく，主主きょうとする生命の努の保持者である。その生命

の努をもっ木は，忘れられていたが特別教脊により花咲く木となるのである。 (pp.7…20.)

こみかんの花咲く丘

特別学級設援の動機京都市立生鮮小学校長増田泰子

教育の機会均等の原知の立場から教育の現状を眺めるとき忘れられた子供」を見逃すことが出来ない。

本校は，第一主事国箪政部指定の新教育笑験校である。その使命のうえからも忘れた子供」を救う方途を率

先して講じたのである。 (pp.21-22.) 

学級のき長み 特別学級担任熊谷君子

特別学級は， 1948年4月関設した。子供は愛してやらなければならない。殊に特別学級の子供は「忘れら

主企壬琵ょにしてやらなければならない。普通学級以上の愛がこの子供逮に必要である。私一人の愛では足

りないo~磯良の愛の中 lこ育ち，会児童から愛きれなければならない。そして父兄からも社会の人々からも。

(pp.22…27.) 

伸ぴゆく子等を覗く 普通学級教営上村議

クリス7 ス会の「子供のど自慢」に出た文子が「みかんの花咲く丘」を克毒事歌ってカンカンカンの鐙が三

つ場内に響いた時，拍手の嵐はしばらくやまなかった。綴にさえ録に口を利かない文子がである。満足そう

に微笑んで壌を下りる文子の姿を迎えるK先生の娘は涙で一杯だった。 (pp.27-31.)

三三 愛と知と 新潟市玉工舟栄中学校 中村輿音

[学級編成の経過] 新制中学の在り方について，践の色を変え口角j包を飛ばして論議した。そのなかで，

宗教的な情熱から特殊教育問題が浮かぴ出てきた。重義務教育の名のもとに三年間，彼等にとって全〈無意味

な教室という枠に縛りつけることは教育的ではない。この未踏の問題に主主っ正面から取り組むことにした。

特別学級は， 1945年5月に「三三組」と命名され，生徒は 61(男子40，女子21)名で学級怒任はこ名でスター

そして，休暇中に補充教育をやり一般学級へ22(男子 13，女子9)名を送り，二学期から 39名編

成となった。二年自の4月からは，持綴成により 28(男子 18，女子 10)名の学級となった。
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[学級経営の絞過]

第一期(第一年目第一学期)その程度を極端に下げた学カ・知識の指導を行った

第二期(第一年目ニ三学期)カリキュラムの変更(英語，家臣芸科家政・商業・こζ雲震を廃止，国務・数学の時

開会首方自，社会科の時間を魚沼の時間に改品目jに靖子した。

第三期(第二年目)r生活による生活の指導」体型の結笑(教科の統合・総合へ)，コア・カリキュラム完成

の年

第間期(第三年目)卒業学年を迎え「磯業選択と補導」の在り方を模索している。 (pp.31…41.)

第二重量 特別学級の芸者形態

一大津市繕所小学校 図約太郎(校長) 脅IlJ岩松(12Y年担任)

楽津信海(五年担任) 安二!こ京こ郎(六年担任)

〔促進学級主主特別学級] 出来ない子，劣等児を救済するために， 1946年度から 2.3.4年生の特殊学級を編

成した。各学級から 7，8名の遅進児を集めて一学級34，5名の促進学級をつくり，主として学カの補充，

促進を図った。 1947年9月から，京都児童続の守屋先生の指導の下に，鈴木ビネー式テストを行い， I.Q却以

下の児遂により再編成した。三学級(4年 29名 5王手:25名 6年 25名)三銭任命IJとした。

[経営上の諮問題]

1.効果のあった点 (制関牲に応じた毅切な指導により先生に親しみ，学校が好きになった (2)子供らしい

明るさを取り渓し，伸び伸びと活動でき，一緒に野球などが楽しめるようになった (3)学友会委員，学級

委員などの煮を壬有る立場になり， しっかりしてきた

2. 懸念される点 (1沖寄殊学級だ阿呆学級だと見下げられやすく，劣等感を楠え付ける心配がある (2)運動

会，学芸会などの全校的行楽に歩調を合わせていくことが困難である (3)劣等児のレッテルをはり将来に

影響を与えないか (4)食図家庭の子が多いので学用品などについて学級資から補助しなければならない

(5)学級の人数が多過ぎ最劣等児が取り幾される (6)学年枠をはずすことの調難さ，特殊学校F語教科欝がな

い (7)中学校に特殊学級がない。社会人すべてがこの子等を理解し，カ強い予をさしのべてくれることえま

求められる (8) 2， 3， 4年生あたりまで促進学級を編成し 5，6年で普通学級へ編入させることを考

えている

[特殊学級主任の条件] (省略)

ニ滋賀県八白市小学校長思)11 寛

[補助約・促進的学級型特別学級] 教育の指標は，人絡の尊重，俄伎の伸楊にある。教育対象児童量の 3，

4舗は知的，身体的，或いは性格異常児と断定しうる。精神薄弱児・身体虚弱児・性格的姿教富産党らは忘

れられた子ら」である。彼等の後れた点を発見し， 1間性を充分に伸ばしてやることが急務でbある o 特殊学級

は数年前より補助的・促進的意味を持つ学級を設置し，現夜 15(男子 10，女子5)名の兇主主が在籍している。

児玄の知能の差異は著しし下は到低学校教脊対象にはならないが研究的意味で入れている児童，上は出来

る限り一般水準まで引き揚げて普通学級に編入したい児童まで各段階にわたっている。

[特殊学級の経営] 混擦「朗らかな子供」 指導は，学年枠をはずして偶B目指導により，知能に適した単純

な教材を，感覚に訴え，手技的に反復練脅させ，漸次程度を引き上げる様にしている。

[経営上の諮問題] 学級人数は 15名を限度とする。単級複式編議Ijで，単式学級の総織はl3SI難である。他に，

25名収容の遅進児のための「促進学級J，30名前後の虚弱児・身体欠陥児を収容するし 2学年各一学級の「養

護学級」を編成しているが養護学級」には，多少の精神薄弱児が混じっている。 (PP.49-57.) 

三富山師範約縞掲JII小学校堀ムツ杉森外省

[遂進児の特殊学級] 1947王手 3年生28名の特殊学級を設澄し， 1948年4月14名編成となった。

児家の笑態は，身体状況"精神的状況，家庭の状況について述べている。 (pp.57-61.) 

立富 新潟市立第三中学校総山税率宗像奈子

劣等児，みかけの劣等党は，二割程度存夜する。特殊学級は，これら

の生徒に適当な潔壌を与え，その能力に応じた適切な指導を行うことは，教育の機会均等で〉あり，偶人とし

ての価値を尊んでやることであり，それによって彼女たちが人として社会活動を営めるようになり，主星

i帯している学業成績が取り戻せるよう編成した。

[編成方針] 1.観念内容貧弱，注意欲漫なもの 2.学習能力簿弱で欲望制止の鼠難なもの 3.図執傾向大
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学
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学
期
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期学

学
期

きく一般生徒と共同生活をなすのに困難なもの 4.学習意欲低識で学講堂成綴不振なものを選出した 90名に

よりニ学級編成した

・促進学級(54名) 学習効果の上がらない者，性格的に他生徒と共同生活をなし得ない者，知能的にみて

所謂境界線級の生徒

-保護学級 (36名) 綴念内容貧弱の者，学留能力薄弱の者，知能的にみて所翁魯鈍級の者編成後の指導

促進学級・保護学級の年間の指導計画

年間計画 促進学級の指導計画と方法 保護学級の指導計画と方法

穣を選ひ、植え 個別調変，学習意欲 j文部省「教科課程」 個別調凌と楽しい雰 t 文部省「教科課程」

つけるための の喚起 により各教科内容を 囲気の育成，学校生 によらず，英数理社

主柱イ施期間 能力に合うように低 I舌を楽しませる 00等より図工2・生

稜をまいて発 個別指導による学習王主主，学習意竿を 間体の一員としての 活指導2時間を繰り

芸子させる期間 習慣づけ，効果的な;喚起させ，漸次7じに 生活の自覚，学力の 入れ指導した。内容

学潔の指導 復帰させた 伸びる者に寺主力指導 l立教科書によらず，
著しく低下させ，主

芸Fを伸ばす期 徹底的な個別指導に: 各人の能力に応じて!として社会生活に必
関 より個人側人に応じ( 学習に興味をもたせ 要な知識の習得

た笑カの養成 る指導

〔一年間の反省] 1.学習意欲の向上 2.学習成績の向上 3.楽しい学級(校)生活(保護学級の出席率は

80から 93.2%に向上した) 4.社会性の陶冶 5.父sの熱意の向上。 (pp.61…73.)

五横浜市蒔属中学校穂村産量富

[促進，補助学級型特別学級]

第一段階 教科担任昔話!の中学校てす土能力差に応じる指導は鴎難である。回中ビネ一式能検去の給気著し

い遅滞兇が約5%在籍していることが判った。中学2年生男子90名中 40名 (21%)，女子115名中 37名

(32%)を男女別の特殊学級に編成した

特殊学級編成後の問題

利点、 1.作業を良くして，校内の模範となった

難点 1.男子生徒は除け者扱いされたことから粗暴の振る舞いが多くなった 2.女生徒は特に劣等感が

甚だしく，教量まから外に出ず，時々波きわめき，騒ぎ出す始末であった 3.学級委員は，校内委

員会で将予にされなかった 4.人数が多すぎて，個別指導が十分出来ない 5.この級に対する教

師の取扱が不十分なことから，その教師の学言葉を嫌慈しだした 6.父兄の承諾を得ておかなかっ

たことから，一部父sの非難が主主じた

第二段階 研修所の久保先生などの指導により，特殊学級を実質的なものに改組した。成綴良好のものを

普通学級へ返し，新たに普通学級から 10名を加えて，三年生24名の男女組として発足した

利点 1.人数が少なくなったことから個々に指導が行き届弘教師の時間と負技の較滅がはかられた

2.お互い同士で面倒をみる気運が出てきた 3.予望号復習をするようになった 4.学芸会などに出

演・参加した

難点 1.追加された 10名が劣等感をいだき学級の中で争いを起こした 2.教授上24人を 8グループし

たが，一人担任ではffi難になった 4.機械的な時間部編成となり然濯が生じた

第三段階遅進児14名編成とした

編成後の状況 1.俄別指導が徹底された 2.家庭的雰間気がつくられ，皆明朗になり，はしゃぐように

なった 3.各自が役員として働く喜びがもてる。作業も進んでやり，校内の模範となっ

た 4.家庭での学習も良くやり，父兄も感謝している

[今後残された問題] 1.普通学級と特殊学級が併設される場合は，普通児が返送児に理解をもって愛のそ予

をさしのべてくれるようにし向けなければならない 2. r可僚教獅途は， 目前の効巣のみにとらわれて生徒の

将来について考えないので替要素しなければ十分な教育が出来ない。 (pp.74-81.)

六 東京都大崎中学校分教場小杉長王子杉殴裕(省情的。 (pp.81-91.)

七特殊学級編成の諮問題三木安lE

能力2JU学級綴成は，数約側の使1rからでなく児童のために行われなければならない。学校もあらゆる偶人
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差をもった児主主を問時に教育出来るようになれば，特殊学級など無用になるかも知れない。能力JiU学級編成

と特殊学級編成の問題を明確に区別しなけれ問主主宝と。 (pp.91-98.) 

第三重量 特殊学級の教育

ー カワキュラム編成名古屋市旭白袋小学校(前出)0 (pp.99-106.) 

ニ 日記，童話，幻灯など大津市膳所小学校安土

[1足進学級型特別学級] (1)日記指導五十音の読み欝き，必婆な場面に立たせて学習を促進させる指導

(2)カルタっくり，双六 五十音の指導，分間指導・共同作業が可能H単元扱い(一月) (3)笈話の耳元扱 仮名・

漢字の特別指導 (4)紙芝居制作・実演，話し方・聴き方の訓練 (5)幻灯咲磁と異なり点樹簡を停止させ

て納得できるまで守旨君事が可能 (6)教科課税の問題 子供の生活・興味・能力，欲求など生活高官援を見極めて

促進学級児笈の個性に応じたカリキュラムを編成して，従来の教材中心主義のカリキュラムから生活経験カ

リキュラムに切り替えて河情深く根気よく見守ってやるならば，少なくとのこれ等の促進児童の救われるl:lii

が出てくるし，将来社会に自立して行く笑践的な予供に仕上げるにことができると思う。 (pp.l06-112.) 

三，学級経営の実際新潟市舟栄中学校

[教育の内容と其の方法]

A 数料編成 生徒の能力に応じて出来る限りの線まで伸ばす。彼等の生活に必要なものを学習させる。

1.生活指導(ホームの時潤) 2.社会科 3.国務 4.数学 5.体育 6.音楽(体脊・音楽には感覚教

育や訓練が含まれる) 7.制作・創作(自由工作・図画) 8.裁縫・家政(女子) 職業指導

8 教材と指導の方法教材は生徒の生活の中から必要なもの興味のあるものを採る。能力や経験によって

内容や形態を主主にする。具体的，直観的，労作的にやり，災復練望号や発表の機会を多くしてやる

位)社会科 自分の住む社会を理解させ社会に生活するために必要な知識技能を習得させる。

社会科を中心とした CoreCurriculurrlのカー向に向かっている o

社会科挙活[冬の新潟]要項 (pp.121-122.) 

学習活動 (生活) 数学 ~言苦 理科

1冬の新潟 北関風 東沼南北の 綴尺 プリント聴か
のj風 方向 綴関

計練算
「冬の新主な
潟のフミ の

砂防林 地図の見方 練
水，温度

習 室主J 滋
の実験

2雪 つららと 愛林 プリント 氷の体験
7)( 「三雪の伝 の笑験

要寒暖計の見 言見」 言し百 字j葵 雪の結晶
骨三三三3子 カf t昆E主計算滋

3 空軍さ 度 方の

雪と交通 グラ/フの H関寺
線
ストーブ望号

産業 火の淘J心~ 研究 の燃料と
内の換気 0) もやしか

緩E菩 風邪の予防 間 ア。1)ント fこ

身なり 産室 r:燈台と察小 木炭・・・・・・
4.付近の冬 懸命と水 火鉢・・・・・・
の景色 戸教 言古」 方

生活の反省 綴 完喜物
一日の生り 冬の衣服

5冬の一日 院予湾計算 話作文・ 方
の生活 プリント

ン
ト

〔感覚教育方法の実際] (省略) (pp.1l2…135.) 

四教育自襟の転主要 東京都大崎中学校分教場(省略) (pp.136-143.) 

五努力表その他東京都大崎中学校分教場(省略) (pp.143-163.) 

第関重量 俗人的指導記録

個人指導のこ，三例 新潟市舟栄中学校(省略) (pp.164-168.) 

ー ニつの場合東京都大崎中学校分教場(省略) (pp.169-173.) 

あとがS 三*安工E

図闘そF工 音楽

地E器の 冬の星
作成 座

ベチカ
自
出
関 早春

結晶空手
ゑ あられ
木
王寺エ

風景闘 J9¥ 

車市

紙
メ口〉、事国

二仁 日高

生活の
易鰐楽グラブ

表現
器

体育

体操

教議室育主
遊戯 | 

(衛生)

従来の補助学級式の学校ごっこ的教育では，すでに行きづまりが尽の前に兇えている。それではどうして，
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この行きづまりを打開して，新分野を関いていくか。その第一斉喜子は，特殊学級にせよ，普通学級にせよ，

その中に澄かれている精神遂滞児の行動を観察研究して，特に社会的生活能力の商で彼等を理解することと，

すで市こ社会生活に入っている精神薄弱者の主主治様式を研究することにあると d思う。またもっと教育研究の能

率を上げていくためには，関係者の協カが必要である。

4.3.3.精神遅滞児教育講盟会の特質

4.3.3.1.教育の理念ないしは教育思想

教育の理念と思想を分けるにことは，それぞれの論述内容が限定されていることから困難で

ある。それぞれの論述を務理すると以下のようになる。すなわち r一人一人に応じた全面的な

生長を目指す教育j (文部省初等教育課長坂元彦太郎)， r憲法の機会均等と教育愛，児童福祉法

の児童愛，個性の最大限の発揮j (名古屋市旭白壁小学校)， r児童愛の教育j (文部省視学官三

木安正)， r真の教育(不平等の否定と曜かい人間愛)j C鳥取県谷小学校)， rイ跨人の尊重，教育
機会の均等j (三木安iE)， r人格の尊重，イ間性の伸長j (滋賀県八日市小学校)， r忘れられた子

らの救済指導j (文部事務官官部正夫)， r出来ない子，劣等児の救済j (大津市議所小学校)， 

殊教育の意義は，単に特異児童を救済するという趣旨のみにあるのではない。特異児童の幸福

と社会的位置づけを考えることによって，一般教育そのものの夜り方をただすという使命を背

負っているj (三木安正)である。「教育の機会均等j，r個人の尊厳j，r全閣発達」といった現

近代的理念と「救済j，r児童愛ム「教育愛j，r暖かい人間愛j，r偶性の伸長」などの近代的思

想が検討されことなく展開されている。三木安正の特殊教育観は，その萌芽形態がすでに大正

規の新教育思想に基づく劣等児等の教育実践史上に表れており，市津 (2003.6.*10)は 21世紀

の学校教育のあり方を問う基本理念の一つであると指摘した。

4.3.3.2.対象毘または障害観

呼称も以下のように，精神遅滞児という呼称がみられないなど，概念規定など未整理のまま

に使用されている。すなわち r不具j (CI&Eのアンプローズ)， r特異鬼童j (三木安正)， r劣

等児j (大津市膳所小学校)， r遅進児，精神薄弱児j (横浜市蒔田中学校)， r可憐な精神薄弱児J

(宮部正夫)， r忘れられた子ら，忘れられぬ子ら(精神薄弱児・身体患弱児・性格的要教議児)j

(京都市生鮮小学校)である。樟害観としては r可憐j，r忘れられた子J等の現在の状態、像と

「伸びゆく子らj (京都市生鮮小学校)など将来像などが使用されている。

4.3.3.3.教育の形態

本講習会の開催の意闇の一つは，戦前の「特別j学級Jの再興であったことから r特殊学級j，

「特別学級j，r促進学級j，r補助学級」等の地に新しい思想、のもとに編成された「福祉学校(学

級)j (名古屋市立旭白蟻小学校)， r保護学級j (新潟市第三中学校)がある。このように，報告

の多くは，分離別学形態論であるが，通常学級における指導形態も想定されている。東京都大

崎中学校分教場は，単独の精神遅滞児中学校形態を計画していたと思われる。

4.3.3.4.教育の自的ないしは教育像

教育の日的というよりは， 目的の下位概念である教育の目標，指導呂標が述べられている G

すなわち r社会性を養い，天賦の個性を最大限に発揮させる，社会生活に必要な最小限の基礎」
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である。教育像は，実践的な生活・独立した生活・実践的活動的人間J (名古屋市旭白壁小学

校)と目標に連動した内容である。

4.3.3.5.教育の内容・方法ないしは教育計菌(カリキュラム)

「文部省教科課程(学習指導要領)による各教科の内容を生徒の能力に沿うように程度をでげ

て指導，教科書によらない指導，倒人差を考癒した指導，徹底した個別指導J(新潟市第三中学

校)， '生活に必要なものを学ばせる，生活による生活のための指導，社会生活に必要な知識の

(新潟市舟栄中学校)， '基礎学習は個別指導，生活学習は共同学習J (名古屋市1l!1白壁小

学校)， '個別指導，反復練習，各教科B目指導J (新潟市舟栄中学校，横浜市蒋田中学校，大津市

膳所小学校，滋賀県八日市小学校)， '社会科中心単元学習J(名古麗市旭白壁小学校，新潟市舟

栄中学校)と多彩である。

当時すでに，精神遅滞児学級の教育内容・方法としてコア・カリキュラムの影響による「社

会科中心単元学習」の実践が試行されている o その実践例としては，名古麗旭白壁小学校は，

同市の勝)11プラン(勝)11小学校)，福沢プラン(福沢小学校)を参照していることから理解され

「生活単元学習」の原型と見なすことができる。読み書き算の基礎教科は，社会生活において実

践的活動人聞を育成するため最小限必要で、ある。それを身につけさせるためには，個別指導に

よる「反痩練習」方法と「直観的・労作的・具体的学習活動としての単元学習」方法の二つの

指導形態によるカリキュラムを構成している。このようなカリキュラム観は，大津市膳所小学

校の「個性に応じたカリキュラム」観や「教科中心主義から生活経験カリキュラムJへの移行

という記述にもあらわれている。

4.4.特殊教育研究集会

特殊教育研究集会の第一回集会は， 1950年5月18B付文部省初初第 193号により，

精神薄弱教育関係者を対象に 10日間日程で1950年6月から全国各地で開催された。

ここで，特殊教育研究集会開催の経緯を明らかにしておきたい。1.2. 1.に既述したように，

特殊教育関係教員に対する再教育講習は， 1947年7月に関穫された「特殊教育教員再教育講習

会」が:最初で、ある。この特殊教育教員持教育講習会は， 1948年度と 1949年度には対象者

聾教育関係者に限定して開館され，精神遅滞児教育関係者対象の講習は「精神遅滞児教育講習

会j として別日程で開催された。そして， 1950年度に名称を「特殊教育研究集会」として新た

な構想のもとに統合され，仙台・東京・大阪・広島・福鴎の五地区においてそれぞれ十日間日

程で実施された。主{創立，文部省と開催地区大学及び開信地底の教育委員会であり， CI&Eが

賛助した。研究集会は，教育職員免許法による特殊教育関連単位認定講習の性格をもち，開館

大学の公開講座としてニ単位が授与されることとなった。研究集会の実施の意関と方法は，基

本的には小学校・幼稚圏教員・中等教育研究集会に準じたものであり，参加者全体

精神運滞教脊の三班に分け，更にこれを初等・中等教育に区分して，合計六販のサブグループ

に編成した。午前中は， CI&E'文部省・大学から選任された講師または指導者による講義を中

心とし，午後は班別の研究協議がおこなわれた。開館の目的・対象・開催地思・議事内容は，

1. 2. 2.のA4.'特殊教育研究集会Jの表に整理したとおり，開催年度により変遷している。 1950

年度と 1951年度は，教職員の資賀と資格の向上を意閤した特殊教育教員再教育講習の性格が引
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き継がれ，全閣の小・中・高校及び官・聾・養護学校の教職員 1，500名を対象に開催されてい

る。 1952年度には，開催意関は特殊教育教員再教育講習に新たに「特殊教育の当前する問題の

解決」が加えられ，教育問題に関する研究・実践の性格を帯びるようになっている。 1953年度

は， CI&Eの賛助はなく，参加者に指導主事が加えられた。 1954年度には，特殊教育の指導者

を養成する意図を打ちだすとともに，特殊教育会体の改善充実を国るために共同研究方式や対

象者の経験・資質による「基礎的教育研究班J と「専門的教育研究班」に分けた効率的な研究

を導入している。そして， 1955年度には，参加対象者に特殊学級経験者を加えている。こ

のように，特殊教育研究集会の開催の性格は，開催年度によりいくつかの変遷があり，特殊学

級教員養成講習会や特殊教育指導者講習会を経て， 1969年度には「特殊教育教育課程研究会」

の教育内容・方法研究へと発展する経緯をたどったのである o

本節では，特殊教育研究集会における精神遅滞児教育論の特質について， 1950から 1953年度

までを一区切りとして，玉に東北・北海道地区研究集会開催要項，文部省特殊教育研究集会資

料及び各地区の研究集会記録等の原資料をもとに解明する。

4.4.1.特殊教育研究集会の研究概要

4.4.1.1. r1950年度特殊教育軒究集会Jの概要

1950年度特殊教育研究集会にかかわる史資料としては，東京都教育委員会・文部省・東京教

育大学 f特殊教育研究集会東京会場要項 (B4版縦書き孔版印尉 22ページ)~，特殊教育研究連

盟「特殊教育研究集会仙台会場報告書，河 東京会場報告書J (f児童心理と精神衛生~ 3.pp. 

55-71.1950.11.) ，札幌報恩学園養護学校長山下充郎『特殊教育研究集会受講ノート~ (B 5 i愛護

「パピラス使護 No.44煉瓦正30枚綴J，rテーオー便謹 LETTRPAD東光堂製」ペン縦書計32

枚)を使用した。

(1 ) 特殊教育研究集会東京会場の概要

ア 「特殊教育研究集会東京会場要項」の内容(描記)

期目 白昭和 25年 7月7B 至7月18日

会場東京教育大学

主儀東京都教育委員会文部省東京教育大学

賛助 GHQ' CIE 

東京教育大学見取図(筆者省略)

特殊教育研究集会運営委長・係長名

委員長 )11本字之介(国立ろう教育学校長 東京教育大学教授)

郎委員長松野憲治(東京教育大学国立音教育学校長)

委員 (主)藤間皇室久(東京都教育委員会指導主導主)

石山修平(東京教育大学教育学部長) 宮部正夫(文部省初等中等教育局文部省事務官)

他五名(室長老氏名省略)

事務委員 獲悶皇室久他十二名(筆者氏名省略)

特殊教育研究集会政別研究会

座長 (笈) 三上腐麿(I.IJ~市県立盲学校長) 諏訪部信三(長野県教育委員会指導主事)

(ろう)君主成問巧(茨城県立ろう学校) 綴出 祐成(都立品JIIろう学校)

(精薄)小橋誠一(東京都自主主区原因I小学校長) 遠藤隆景(横浜市子安小学校長)

杉殴熊蔵(神奈川中郡秦野小学校)
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指導者(富) 高橋惣一(都立築地玄学校) 小長谷逮古(国立音教育学校)

(ろう)指原修(都立大塚ろう学校) 本多 (国立ろう教育学校)

米自 学(国立ろう教育学校) 宮本英一(国立ろう教育学校)

林次一(鴎立ろう教育学校)

(精薄)外林大作(国立教育研究所) 杉間 給(関立教育ー研究所)

小杉長平(育鳥中学校)

テ、イスカッションの手引き

A.テ*イスカッションとはなにか

B.民主主義におけるディスカッションの重要性

C.良いディスカッションはどのような特笈をもっているか

(筆者中略)

H. どのような要素がテ、イスカッションの形式を決定するか

イ 「特殊教育研究集会東京会場報告書Jから (pp.560子l.摘記)

!精薄小学校班|

-全体報告

1.問題精神薄弱児とは何か

2.経過(各自の問題提示，自己紹介 6名の学級担任者の体験発表)

3.結果(築者省略)

4.現在の研究グループρの要領(筆者省略)

普通学級中に於ける精簿児の取扱い

-鑑別jと編成
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1.問題設定の理由(普通学級は稜々臭った傾向の児童より編成されている o その中に於いて民主化・

社会化・倒別化の原理により考えて精薄児，普通児をいかに指導するかの前提として鑑別と綴成につ

いて考える

2. ;f青薄児の鑑別(筆者省略)

3. クホループ。組織の必要性(・教育の個別化の要求 多彩な個性，特性に応じてその調和的発達を図る，

・学校，学級は一つの社会集部生活である， ・以上の綴点、から教育の言者a的を達成するためグルーピ

5.精神簿弱児指導の稼意点， 6. グループρ編成人数 7.結論， 8.解決方法の示唆， 9. その他(筆

者省略)

-カリキュラムと評価について

1.問題の意義(精薄児の教育は，特別学級を編成し，特別の力リキュラムを構成して教脊することが

望ましい。しかし，現状では各種のE困難の条件のために普通学級で教育することが多い)

2.結論された事項(1.普通学級の児主主を能力別に三班に編成して，それに対応した三つのカリキュラ

2.これが図難の場合には，基礎的能力の修練を留る国語・算数等は務事事児の能力

に応じた傍別カリキュラムにより指導し，その他は共通カリキュラムにより指導する， 3.指導に実際

にあたっては，能力・興味・欲求・関心に応じて，充分に考慮をはらう， 4. 

ラムにより途成する イ.自分の身のまわりの処震ができる，ロ.自分を中心としたせまい地域で社

会生活ができる，ノ¥生活に資する技能を身につけさせる，

3.独自の詳儲項目による評価)

-精神衛生とガイダンス， ・ケーススタディの姿領(筆者省略)

.特殊教育の教師の態度

問題の意義(学習とは，主体と玉泉墳の相互交渉である。環境のなかで最もE重要な位蓋を占めるのが教締

である)
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1.人格的態度， 2.技術的態度， 3.研究的態度(さま者省略)

・施設はどのようにすべきか(筆者省略)

特殊学級を編成する場合 1.編成人長 補助学級は最大15名，促進学級(学業不振児)最大30名， 2.学

年(小学校) 2 ~ 5年生(1ipは観察が不十分 6年は卒業年時に普通学級での学習が望ましい)，でき

るだけ卒くが望ましい。 3.最初は促進学級を編成，地域社会の認識と理解が深まるにつれて，次第に補

助学級に発展するというコースをとることが自然である， 4.父兄・教員・一般児童の理解と協カが必要

条件， 5.異常児を対象とした特殊教育費の増額又は予算化に努める

特殊児童主とはどんなものか

精神薄弱児童feeblemindedchildren は，表王立が適当でないのて咋青神遅滞児mentallyretarded children 

という名称が現れ，特;こ中間児.境界線級borderlinclassを正常児から区別する意味で，知能的に，社会

的に遮れているものとしている

1.精神薄弱児は何を基準として判別するのか 7

精神薄弱児は，上手ーな現象としての要素を考えるのではなし連続休としての「知的欠陥特に知能の

欠陥，生活能カの薄弱」と考え，社会に対する適応や安定成熟の度合い考慮すべきである

一特殊学級の綴成にはどのような問題があるか

1.職員にはどんな問題があるのか

CD教員語己主室(学級数の1.8倍，特殊学級は指導担当 1と毒事務総効 lの2名以上)，②適職員・笈の確保，

③奇襲教職員とj可等の待遇改善，<1:理想的な資質(科学者的，宗教家札技能家的，芸術家約，運動家

的資質を併せ有し，教育愛に燃える笑行家。母や姉の立場より指導するための女教師の参加が望ましい)

⑤生徒の不安感を徐去し社会からの妨Eまとなる役目を来たす

2.精神遅滞児には適応上どんな問題があるか(劣等感，不安定さ)

3.地域社会の特殊教育に対する援助はどうしたら符られるか

4.特殊教育をより振興させるためには行政的捻援を必要とするか

①生徒数と職員定数の荷量基(学級数の1.8 i音)，②施設・設備の問題，③教育委員会等の特殊教脊に対

する態度と我々の要望，④国家としての問題 等の言者m:郊の笑

現)，⑤国際的な問題(諸国の研究施設との緊密に迷携して人類愛の立場に立った振興)

一精神薄弱児の教育の目標

精神薄弱の原図の究明とその除去に努め，薄弱児の特d生から，最低限度の身のまわりの処澄と社会主主治

の訓練，職業教育の徹底

問 カワキュラムの構成

まとまったカワキュラムの資料は甚だ乏しし今後の研究にまっところが大である

1.生徒の生活経験を分析し生徒の興味・関心、・要求・能力をつかみ指導計磁の機会と資料をそこに求め

る

2.身のまわりの処霞，即ち日常生活，最小限の社会主主活訓練と職業教脊が主たる内容となる

3.展践は発途段階としても考えられるが，ある程度までの経験の幅の中の変化とする

4.一般カリキュラムとは立場が異なる。箇定的なものではなし憾のある弾力性を有するものでなくて

はならない

五社会性及び評価

特殊学級を編成すると，その集団の中で各自の佼置がきまり，劣等感は向上への欲求と変笈し，学校生

活に安定感が得られ，再ぴ一般社会へ戻った際は，以前とは異なる自己意識を有し自信が与えられる

(2) 特殊教育研究集会仙台会場の概婆

ァ r特殊教育研究集会仙台会場報告書Jから (pp.55-60.摘記)

精神遅滞児の概念について

一 緒衿遅滞兇の鑑別について
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… 特殊が級の編成について(人民は 14，5名 10名伎が現怨， l'.El任の待遇は特殊学校並みの 2号増俸)

1m 特殊児主主のカリキュラムについて

1.綴成について 日常生活の指導事

情緒の指導

感覚の訓練

手投・特技の指導

健康・運動能力の増進保健科

2.特殊学級指導時間の問題 3.指導ょの問題 4.特殊党議の評価の問題(筆者省略)
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五 特殊教育の施設について(担任教員の定員外配色校内で一番良いニ教室，医隠・心理学者・精神病理

児童量福祉施設との緊密な逮携)

i湾題I 自由度の制限(ニード need婆求の問題)

問題2 精神薄弱!尼の学習について

総裁された事項

1.一般化，抽象化の総力が低<，殆ど不可能な場合がある

2.思考による学習は殆ど不可能

3.伸ぴる持期や理解の機会を逃ぎない

4.特殊教干ぎの場でも，教育の対象にならないそ子に負えない子は扱わない

5.米分化の状態の遅滞児にとって体重量は大切である

6.偶人個人，その子どもに合う処方言語をつくってやる必要がある

7.呉体的なイ殴々の行動について反復練習が必要である

問題3 教予言採恕について

結論された事項

1.戦善寺中の「学習空白時」をもっている

2.討議法による学習法は，彼等に何らの解決も与えないままで終わることがある

3. 

4. 

6.高校入試に束縛される。小・中・高校との関迷性のあるカリキュラム構成

7.分科された内容の相玄関連が薄弱になれば，分科指導に生徒i土問難を感ずる。放に心理的有機

きである

8. カリキュラム構成の急激な大改迭を考えなくてはいけない

9.現事業教育は必要きでE重視しなければならない

10.学力についての一般社会の意見を参考にして学カ向上に努める

問題4 特殊教育の総設にはどのようなものがよいか

給論された毒事項

1.担任は優秀な教師一名に生徒10名

2.よりよい環境，一人あたりニ坪以上

3.施設設備の充実

4.動植物の飼育・栽域設備

問題5 特殊教育と職業指導について

問題の意義

1.特長を伸ばして将来の職業と結びつける

2.精薄の別の特徴である単純で夏買を俊わない反復する仕率に殿1[れさせる

3.勤労の習僚をつける

結論された毒事項
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1.単純な職業の指導(単純な熟練作業か，半熟練作業をさせること)

2.特殊職業の指導(美容・理髪・歌手・写真撮影)

3. ~塁線(閤芸を含む)の指導

4.手工業の指導

問題6 特殊学級編成について(特殊教育の指導法)

問題の意義

社会の義務であり児主主の権利である(傍点は祭者)

結論された事項(筆者省略)

問題7 精神薄弱児教育のカリキュラムについて

問題の意義

務千専務事務児は知絡が劣り又始象作用がお来ないさ手，質的に異なった函をもっている。尚社会的，

結論された事項

A 基本方針

1. 3狂(予に職をつけ，心ゆたかに，健康に)

2.生活に必要なことを具体的に指導する。経験の総合・抽象・新経験への応用は期待できない放

に必要な行動を徹底的に指導する

3.高度に個別イちされた生活カリキュラムでなければならない

4.作業錦育栽培等情主主的指導内容が重視されなければならない

5.芸能的指導内容の重量殺により情操，社会伎の育成が重視されなければならない

B カワキュラム全体計磁

1.小学校において中心となるもの(・日常生活の処理各自の能力を高度に伸ばす，・社会性を

育てる)

2.中学校において中心となるもの(・磯業教育，・社会性を脊てる)

C 具体的内容

(倒々人の興味・能力に郎した生活の流れにのった
個別カリキュラム{

l生活力リキェラムか望ましい
1.教科{ 、

グループ別カリキュラム(共通)

芸能部留の重重視

2.作業(グループ，偶人)

濁定作業(清掃， ~誌，花澄のt世話，動物の世話等)

臨時作業(教室の模様替え，花壌の設澄)

3.生活指導 日常生活における自分の身のまわりの処王室

局留の人々とのある程度の交際協向

4.戦草案指導 個人の特性に郎した職業についての基礎の指導より始めて，卒業までに一定の職業

に就けるようにする

5. ホームルーム 一日の計磁を立てる。生活反省の話し合い，個別指導日誌

6.特別教育活動会校的な遠足・学芸会・体育会・クラブ活動等に出来るだけ参加させる

山下充郎の受講ノートには，講義内容(講義題・講師名・講義日等)は記されていない。整

理上見出し番号を約したほか，一部メモ誉きの箇所は筆者が文章化したく括弧内〉。

イ 山下充郎「東北・北海道地区特殊教育研究研究集会受講ノーれから



北海道の知的隊害児教育実践史研究

開催期日 昭和25if. 6月18B -27自の 10B間

開催地・大学仙台市・東北大学

研究班蕩教育琉・塾教育斑・精神遅滞児教育の三斑

講師文部省*富乾峰宮部正夫井村行男小宮山栄一北原一敏猪股成弥

CIE ホーリングス・ヘッド オズボン ミス・アンプローズユアーズ ジャドリン

開催大学専門家

111 

日程 6/16 4持 12分札幌発向行者4名(菊池，堀井，衣笠，tlJ下) 6/17仙台着1柊50分県立ろう

学校寄宿舎に泊する。悶綴者(斉藤，務凶ー滝川1，小野木一鴻河，菊池，問中，坂井，tlJ下) 6/18 

晩顔合わせ会 集まるもの 12名(菊池，堀井，衣笠，岩田，小野木，斉藤，開中， E草木，中華革，橋本，

藤巻，山下) 6/19 第2日El 6/20 3日目 後半施設と学校に分かれる 6.21 藤崎デパート

4階で中毒事寺宝物展示会 6/22 あそび学習作業の一元化 6/23 北海道班全部の懇親会 6/24 

学校法規，児家福祉法の講義 6/25 修養学溺見今袋まで亀亭国修道院 ラサー/し養護施設見学

6/26 ユアーズ氏評僚についての講義午後レポート 6/27 発表劇客観テスト 関議式

1.特殊教育の施設

特殊学級の性格学級編成には，知的能力より社会伎を主とすべきである。〈能力は〉低いながらもまと

まった一つの築関でbあるから，間じような仲間の内に震いてやれば自分らの世界を見え出すくことができ

る〉

普通学級での遅滞児の問題居残りさせて勉強させるのはだめである。遊んでやるのはよい。何か役割

を与えてやること

2.特殊教育の内容方法

特殊教育のカリキュラムは，傍人カリキュラムではない。学校教育は，学潔集団の教育作潟を基礎とし

ている。カリキュラムの中心をなすものは，その集Bflに対してどのような教育的雰風気をつくり，そのや

でバラバラな方向をもっ子供らをどのような方向に向け，将来の生活設計をいかに考えるかということで

ある。学校での模式的学習が笑生活における問題解決にどれだけ役立つか，遅滞児の場合「学校ごっこJ

l主役に立たない。学校ごつこと笑生活との結びつけを見え出すくことが〉生活教育くである入学校教育の

枠内で，できるだけ現実度の高い生活教育(ができるかが関われるのであり)，単な

である

3.生活教脊

だめ

彼等自身が相応の社会生活をおこなっていくために必要な方法を学ぶことくである〉。家庭は，過保護くに

なりやすく>，施設は然刺激くである〉。く社会生活に必婆な内容と方法は次のようなことである〉

(1) 個人的生活の基本〈身のまわりの処理，基本的習慣，食事，睡眠，排便，務衣，清潔，簡単な宮司脊・

栽培・工作，無為な待問を無くする，過剰なエネルギーの処理〉

(2) 人間関係の理解(自分の能力の限界を知り，他人の恩慈に感謝くする〉。近所とのつきあい， 日常の資

い物くができる>)

社会的に適応の仕方を学習していくことが社会化である。くそのためには，>朝から晩まで生活に必要な

事柄，生計を立てる職業についての修業，生活を皇室かにする音楽絵磁等，

とくである〉。社会生活を学ぶことによって伺人生活も皇室かになる

4.読み苦手き算数の教育

コ くであり，効来的な指導には〉遊戯化や教材教具の工

夫くが大切になる〉。誉棄・文字・数の指導には，集団のカを利用し，対人関係を調整して，そうしたもの

の必婆な場面を作るのが大切である

5.職業教育

〈織業教育としは，>職業に関する技能知識の教育は第ニの問題である。高度の技能知識は必要としない。

〈けれどもJ 鈎育・栽培・木工・工作などの「おままごと教育」であってはいけない。特殊な才能くをも

っ精神選滞児は，>極めてまれであるくし，あっても〉生活に無関係くなものである〉

(1) 遅滞児の職業教脊は，職業生活教育でなければならない。具体的な労作教育を通して， <次のようなこ

とを身につけることである〉
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間僚上E司とのつきあい，人に好惑を与える返率を良くする，職場の規律をそFる，骨惜しみをしない，

進んでh人のために奉仕する，職場の雰函気になじむ，主喜んでb手足制動かせる，消費生活の面での主主活的

規正，無駄遣いをしない，劣等感の克服，能力は劣っていても不支はしない

(2) 社会主主j芸能力を考慮しなければならない。中学程度では，小学校4，5年級である。 18歳乃至は 20歳

位の善寺期〈高等学校時代〉は，職業教育の絡に就く最も途切な持期くであるから， >具体約職場教育くを

おこなう〉

6.特殊教育

特殊教育は，特殊な教育ではなく教育会般の中の一分野として佼霞づけられる。近来の考え方では，教

育の自擦として「それぞれの児童の能カに応じて，そのカを伸ばし，その個人が幸福に生活できると共に，

社会の発展に対して寄与し得る機な人間をつくる」くが普及している〉

特殊性とは，1.機能的欠総の保握手， 2.医療との協力， 3.異常児J心理の理解くのことである〉。精神薄弱児

の精神機能の薄弱さは，蚤的差異であるが，質的な室長異をもたらすかくどうかは検討課題である〉。

特殊教育は，異常児の救済ではない。異常児に低劣という意味はない。〈特殊教育の理主念は， >偶人の尊

重，個人差の認識，教育の機会の均等という近代教育の思恕の流れに沿って，いかにすれば，彼等を社会

の成長として適切な位置を与えることができるかという惑にある。

学級編成について く知能〉程度くは， IQ> 50~75， <人〉数くは>15く名〉

カリキュラムは，身のまわりくの処理を身につける内容〉とせまい分野で努熱させる社会的機主主的教育くを

主とする〉

4.4.1.2. r1951年度特殊教育研究集会」の概要

1951年度特殊教育研究集会に関しては，文部省の西野簡の資料「昭和二十六年度特殊教育研

究集会についてJ (~初等教育資料~12. pp.35-36 .1951. 5.)・「昭和二十六年度特殊教育研究集会

後記J (~初等教育資料~ 2l. p.36 .1952.2.) ，川村正男(網走市網走小学校特別学級担校)の資料

~195l. 8. 2l. -8.30.東北・北海道地区特殊教育研究集会聴講レポ-r~，木元締三郎(美幌市

美唄栄小学校特別学級担任)・杉本正一(新得町新得小学校特別学級担任)・ )11村正~(網走市

網走小学校特別学級担任)・滝i上士(琴似町琴似小学校特別学級担任)の資料 f東北・北海道地

区(昭和26年度)1951.8.2l. -8.30.仙台市 特殊教育研究集会に於けるG斑一一幼小校部特

殊学校(学級)精神遅滞一ーの斑別研究報告~，山下充郎『特殊教育研究集会受講ノ-h があ

る。これらの史資料から， 1951年度の研究集会の全容にせまるよう描き出すことにする。

この研究集会の紹介記事は，文部省の西野間の名でその概要が記載されているので，次に要

点を転記する。

(1) r昭和二十六年度特殊教育研究集会についてJ

r1951年度特芸家教育研究集会閣僚要項」

本年度も昨年度の五会場において五月下旬から実施されることになったので以下其の大絡を筏単に記する

一笑施上の方針

地方の自主性を尊重し，文部省としては昨年度に比し最小限の要項を示すに止め集会の企樹運営につい

ては，各地方のきた情に即した計磁の立案されるよう，各会場共通の資料を提出し協議に応ずるということ

にした

ニ経費の各府県分殺

会場が毎年間ーである関係上，会場燥のみが経費の金額負担の不合濯が考えられるので，その地区の各

府燥が各各分担されることを希望し，細部は1也区別企画委員会の協議によることとした

三笑施要項

(一)主催 文部省，会場都府県教脊委員会及び開催子丸五大学(東北・東京教脊・大阪学芸・広島・福間

学芸)

(二)期間十日間



ブロック別

1北海道東北

2-5 (筆者省略)

( IZY)参加会長及び選定義準

北海道の知民!際空手児教育主主践史研究

参加地方

北海道・福島・宮城・岩手・

岩手・青森・秋回・ LIJ形，新潟

(四)笑施期日案

集会の参加者は，特殊学校・特殊学級の教長を後先するが一般の小学校・中学校の教諭等でも，
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弱，性格異常，身体虚弱，肢体不自由，脅務障害等の児童生徒に関する教育に関心ある人々の参加を希望

する。それ以外にも保健所，教護院，療湾施設，児笈福祉河，少年鑑別所害事の職員iこも参加してもらう予

定である。参加人数は，各府県の経済状況等から参加希笠通り参加し難いかも知れないが，特殊教育の現

状と重重要性からその認識を深めるためにできるだけ多数の参加を希望する。尚，本省主催の研究集会には

(五)訪問Ij編成

講義等は，小学部・中学部斑に二分して必こなう。斑別研究は，資・弱視，ろう・襲撃聴，精神遅滞，普

通学級における特殊生徒により構成する

(六)講義 できるだけ会員の希望をもとにして，問題の解決に役立つ講義にする

(七)笑淡授業一日日程から日数を増やす

(八)日程の内容

取り上げられる演目 ・講義及び質疑応答 ・突淡授業及ぴその説明や評側 ・波別研究 ・特定問題

の討議(婆望または研究の経過に伴って生じた特定問題) ・レクワェーション ・地域見学(但し党会な

計闘が立案される場合のみ実施可能) ・その他

問地区別企爾委員会

研究会のすべての金額は，各地区の金関委員会で窃下進捗中である。本省は，各地区の変化のある笑の

作成を期待しているので，各府県の意図を充分に凝られるよう協力されたい

関じく文部省の商野間は，研究集会のまとめと反省として「特殊教宵研究集会後記」を掲載

しているので，そのなかから会閣の開催状況と主な研究内容について，次に摘記する。

(2) r昭和二十六年度特殊教管研究集会後記J より

本省主催の小学校・幼稚園，中等教育研究集会と比較して，簡単に震え尽くせない複雑な点が少なくな

干高絢や仙台会場は，][期休E援を利用して小学校の校舎を当てたので好都合であった

ー参加人員は総計約ニ千人，一会場約四百人(内開催県が約半数)

四 班別及ぴその研究問題地方の自主伎の趣旨が生かされた。研究班は， 1言及び弱視，議及ぴ難聴，精神

薄弱の三者は前会場で構成した。その他，絡衿簿弱特殊学級攻， n支体不自由破，性格異常班，事例研究液
など昨年にみられない班が構成され，現在の特殊教育が広範簡の問題を含んできた-00も伺えた。

破別研究の問題の一部

1.普通学校の特殊学級耳元扱五fE(小学部)

〈主特殊児童の識別と事例研究(広島)， ci:特殊児童指導の機会と具体的方法(広島)， cr特殊児童のため
のカリキュラム(広島)， @:餓人差に郎した能力B目指導(広島)，⑤普通学校における特殊児童の取扱を

どうしたらよいか(仙台・福岡)，⑤精神遊滞児の鑑別と学級編成(大阪)，⑦精神遅滞児のカリキュラ

ム(大阪)， a:精神遅滞児の指導上の問題(大阪)， @~宮ましい学習環境の総設(大絞)，⑬学習不振児に

対する学務指導の効条約方法はどうしたらよいか(福i淘)， @社会的・情緒的不適応児に対する指導の効

巣的方法(福岡)，⑫精神遅滞児の学習のための教材と教具(その事例と使用法) (東京)， @特殊学級に

おいてはどのような調整が必要か(東京)，⑬その他(省略)

2.絞体不自由主任(筆者省略)

五 笑淡授業及ぴ実演授業校 昨年度は会期中一日間であったが，今年度は三8関充当した。毒事前指導は，
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各市の指導主導主がつきっきりてい懇切周到な指導を継続された会場があって，望ましいことである

六 講義やE刻化された研究方法などの工夫が課題である。戦後この特殊教育がいよいよ重要性が強調される

事実にもかんがみ，其の振興の期待される方法を考慮、して昭和27年度の計磁を立案したい。

川村正男は， 1951年度の東北・北海道地註特殊教育研修会に参加した。川村は，初日の日程

とアンプローズとホー 1)ングス・ヘッドの講義内容について，罫紙(北海ノート社納日本標準

規格 B5 版 r睦箪~)にメそしている。山下充郎は w特殊教育研修会受講ノート』に仙台への

旅程と集会の日程を記している。山下の日程メモと)11村の講義の要点とをニつ合わせて，次に

摘記する。

(3) JII村正男 r東北・北海道地区特殊教育研究集会聴講レポート J. 山下克郎「特殊教育研修

会受講ノート J より

1.集会の概要主催文部省・東北大学 '8減県教育委員会・仙台市教脊委員会，焚助 CIE 

会場 仙台市連坊小路小学校，宮城県商・ろう学校，仙台市東芸春中学校，仙台市六郷小学

校，槻木町槻木小学校

参加者悶B名

2.旅程・日程

8/20 8待8分仙台着

8/21 第一日目

関会式挨拶(文部省初等教育課長大島，東北大学高橋学長，仙台市，東北民間情報局，宮城県知事，

仙台市長)

日程説明 初等部「班別研究のあり方」アンプローズ身体障碍についてJホーリング・ヘッド，班

別研究，オザエンテーション，報告書のこと， 単位附与のこと，問時より斑別研ー究の司会

者打合せ

-旅費のf牛(日当宿泊七百円 後日支払う) ・世話係(連絡委員)長町総(市丸)， 1吉?学校(新
野先生)，森Z量級(杉本先生)

「かつら学級の経営」を読む(さ費者註]山下光郎は，網走小学校JJI村正男の発表資料を読んだの主主で

あろう)

8/22 講義ばかり凶つ 8/24 大概村行き 8/26 亀亭園児学 8/27 iE木正さんの講義 少年院

見学 8/28 森援に宿泊しているもの一向の懇親会あり(本郷一啓明，菅原一みかは，入江一条深，石

崎一去をljU，古回一静内，邸中一北見，滅琴lt1-， 杉本一新得，大谷木一窓ヶ見山下計10名) 8/29 大

谷木さん遂くまでかかってレポート議き，山下は H寺くまで>，滝さんと話す 8/30 報告会，院議式

3. r班ljU研究について」アンプローズ女史

人間は一人一人「人権の平等J の権利を持っている。機会均等とは，個々の能力に応じて学務すること

不幸な子どもであっても，社会に出てから，自分の職場に立って，生活していけるだけの機会が

ある。そのためには，学潔の門を開いて，できるだけ普通の児家が経験することをそのまま授けてやりた

し、。

皆さんの研究問題は，問題の内容を呉体的にはっきりつかんで、，その問題を中心に研究してください。

盟主書館を利用し， リーダーに呼びかけ，仲間同士での知識経験を交換し， もちょった資料を中心に考える

ことが大切です。問題を解決するのに必要な施設を見学することも良いと思う。

勉強のテクニックのーっとしては，読んだり議いたりすることてす。常に，子ども中心に考え指導して

ください。

実地授業の評備では，①子どもは伺を学び取ったのかを明らかにする。

教材を使ったのか，その適否について評価してください。③また， ;尽差是たちはその場で安定!援をもってい

たか，認められたか，指導の機会が与えられていたかを考えてみてください。決して，そのき定地授業の詳
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備には教育浬論などというものを取り上げて欲しくない。それは他の時間にやって欲しい。

4. r身体障碍について」ホーワングス・ヘッド女史(繁華雪省略)

北海道の精神遅滞児の特別学級技任となった木元網三郎ら西名は，幼稚園・小学校部特殊学

校(学級)精神遅滞G班で班別研究を行い，その報告書としてまとめたものと思われる。報告

B4斑の更紙に横書き孔版印尉した全10ページからなるもので，発行は琴似小学校と

なっている。専門用語など未消化のまま使用されているものの， 1951年当時，特別学級を開設

当初の教師遠の報告書として貴重であることから，その内容を次に摘記する。

(4) r特殊教育研究集会に於ける G班の班別研究報告J

1.精神遅滞兇を鋭部しこれをいかに研究するか G涯の 1 (第一小売庄の主主か)

Oこの子は精神薄弱児ではないだろうか (第一段階)

(1)学習の場において (2)行動を通じて (3)身体の状況 (各内容室長者省略)

Oこの児愛の生活歴はどうであるか (第二段階)

(1)児童に関する履疑 問家庭状況及び家族の履膝 (各内容筆者省盟各)

。その児主主とどのように面接し，その児童をどのように綴察するか

(1)知能テストにはどんなものがあるか (2)笑施と結果 (各内容筆者省絡)

0この児家の学カはどのようにして知るか

(討論査のねらい (2)学力調査の穏類と方法 (各内容さ表者省略)

Oその児童の性格適応性を知るにはどうしたらよいか

。結ぴ

以上の過程を通じ全体的・総合的に診断され，指導方針により，教育活動に移っていく。主主の教育は，

鑑別と指導とが繰り返きれて，その児童の全体的な人格の向上発展を念願するものである。この原理は，

普遜児の指導においても強識さるべきことなのであるカミ問題を有する児主主には殊更に必要である o

記録様式新得小学校

「生活援に於ける家庭状況誠J，r生活感に於ける発育・健康務J (B 4に::tr.kiニ閣 内容筆者省略)

2.特殊学級を構成するには，どのような条件を必要とし，どのような考慮がなされなければならないか G 

班第二小班

(1) 特殊学級編成の手順はいかにすべきや

ア 学校経営の立場から(校伎の積極性，学習指導方法の研究4笑綴により鉦明する)

イ 会磯良の理解(職員会での徹底的討議)

ウ 父兄の承認を得る

エ 開設前に予備訓練をする(一学期間一過二日約ニ時間，グループ約訓練と援が必要)

オ 社会的施設を利用する(児童委奥，児家福祉司，児主主相談所，警察との連絡，新開，ラジオに迷絡)

(2) 特殊学級を構成するには，どんな考慮がいるか

ア 構成のまま準(IQ.50-75

学習進歩の将米性)

イ 人数 (15名，程度が言語い場合は 18…20名)

体力・既習の蚤・

ウ 学級の組織(促進学級は，単級が望ましいが2，3学年の複3えでも良い。補助学級は，学年を関わず

収容する)

エ 始期(王手ければよい。 2年生位から)

オ グループ編成(急激に，しばしばの変更はいけない。適応性の程度・性格・身体条件・興味の程度・

学習ヨ能力者事によって考慮する)

(3) 教胸はどのような条件を必要とするか

ア 教闘としての必姿な条件(人格パーソナリティ 特殊児支への関心・暖かい理解と深い愛情の持ち

主，健康・明朗・奉仕的，注意深い観察力と指導力，教師や児支からの信頼性，特殊学級担任として
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のイ言念と誇り・気長な指導態度)

イ 如何なる知識及び経験の持主でなければならないか(心理・発達心還を研究しその知識を有する，

健康についての十分な知識，多くの事例研究をもっている，普通学級践任の絞験を持ち特殊学級の笑

習を経たもの)

ウ 如何なる技能を必要とするか(反日:・音楽の芸能的知識及び技能の持主)

エ 教官事の待遇(教育行政官Zは特殊学級の仕事を環解していること，盲饗学校同様普通教員より二号俸

増俸)

(4) 特殊学級を経営するための施設並びに経費はどうあるべきか

ア 設備の問題(教室は校内て設も静かで通風・採光の良い場所，学資釜・調交家・食主主・手洗所・保

養室)

イ 経費の問題(アメリカでは普通学級の1.5倍，経費の裏づけが必要，大綴の補助と義務教育の立場

から法的基準による効成金の交付，教員の研究費)

(5) 学校職員児支の協力はどうあるべきか(筆者省略)

(6) 保護者の啓蒙を如何にしたらよいか(筆者省略)

的地域社会の協力はいかにあるべきか(特殊教育研究会の設濠，他は象者省略)

3.特殊学級(学校)のプログラムにはどんな考慮が必要か G斑第三小波

(幻想定(学級人数15名，学年混合学級， IQ. 50-75，担任1名，多種ブ。ログラムの中から適当なカリキュ

ラムを選んで研究する)

(2) 教育の臼襟としてどんなことがあるか(普通児家の段擦と異なるものではない。ハンデキャッブ・生

活環境・生活様式の特徴から次の様な有、が強言尽きれなければならない)

ア 特殊な或はその子の有する特徴的な才能を培う教育

イ 健康であり，職業上・経済生活上できるだけ自立出来るような教育

ウ 社会の一良として実践的な方面に活きるようにする教育

(3) 精神遂j欝児のためのカリキュラムのもつべき務婆室長はなにか

ア 成功の姿ぴが持てる，学級の子どもが全員参加できる憾のある内容

イ 子どもが自由に解決できる道を選択できるよう課題を撰べる融通J生をもっ

ウ 子どもの変化に応じて修正変更が容易

エ 精神衛生・健康保健上治療復元的な点が配慮されていること

(4) カワキュラム設定j二の手順にどんなことがあるか

教科を基準とした系統的学習内容を頭に入れて，児童設が解決を必要とする生活問題を取り上げ，又は

予想して土手元を設定し，その単元で予想される学習指導の展開を計簡しなければならない。

情緒的な商，精神年齢，身体的条件，獄習経験範囲等を考慮して，個人にふさわしい内容が選べるよう

にしておく。社会的要求の最低基準を前提として，現在何をなし得るか，将来何をなし得るか，混在与

え得る生活経験は何かを常に考慮しなければならない

(5) 学習目標設定基準要素表(精神遅滞児に予想される3iU遼点，学カの日襟)

絞殺領域 教科 学資自標設定2審議安室長表(内容室表者省略)

隠語
道(用)兵学潔

開くこと(1.人の話を主主意して開こうとする 2.話と絵を結びつける)

算数 かぞえ，よみ，かき方(1.すうじのよみかき012345，2.すうかんじのよみかき 〕二三四五)

社会 1.人と接することをはずかしがらない， 2.身のまわりのことを段分でする
問題解決学潔

濠科 1.色々な動物の名前がわかる， 2.役に立つ動物の使い途がわかる

音楽 1.ネしの和彦に注意する， 2. 合図によって:ïT.~g .感憶の姿勢がとれる

創造表現学習 図工 1.描くことに興味をもっ， 2.遊びのようすを窓、い出して描く

家庭 1.簡単な遂針ができる， 2.言寄贈iな基礎縫ができる

健康学習
健康
1.戸外遂動iこ興味をもっ， 2.簡単な徒手体操ができる

体育
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。次のことがらは，職業的碁礎として特に重視しなければならない

(1.やさしい用事がたせる， 2.来容の取次ぎができる， 3.持ち物のしまつができる， 4.留守番ができる，

5.はきものの整理や簡単な手入れができる，… 10.簡単なおつかいができる， 15.荷物をはこぶこ

とができる，…， 20.簡単な木工や金こにができる， 23.牛馬に思IItL扱うことができるようになる)

(6) 日課表作成に当たって如何なる考慮がはらわなければならないか

ア児差是の経験の釣り合いがとれる学習日課，イ道具学習の題材は日常のあそびの中から選択し， 1ま礎

的な内答は遊びの彩で反復練習できる題材がよい，ウ:長類潤毎日一定の時刻に学習する予定がよい，

エ道兵学部ま段階を級かく区切り，1fG裏金堕壁l三金主主主之主ニ三三倒人mの過程を総み合わせるよう
にする，オ知的学習は午前中にする，力一日の日語表の中に熟練の持!習を浴主主する，キ臼言車の終わりに

は「今日一日が楽しいくらしであったJ と感じさせるような計画が望ましい

(7) 指導にあたってはどんな点にE留意すればよいか

時間

8: 40 

9: 05 

10: 00 

10: 30 

11 : 00 

11 : 20 

12 : 00 

1: 00 

1: 30 

2 : 00 

ア常に児支の笑態を見つめながら指導しその発援をたすける，イ

ク劇化・動作化等あらゆる身体感覚機能に訴えて反復

ケ視線党教具の活用，コ健燦勤勉について習慣化するまで努カする(よい姿

勢，身体的適応動作，健康の習慣)，サ欠点をあげることより長所を認めてやる，シ家庭との連絡を密

にして，温かい協力体制をつくる，ス学習の好結果を急速に望まずに進む

r 日課表の伊~J

日課表(例一) 日課表(例ー)

学習 学童の生活内容
時刻l 学留

月火水木金二色

-車号の清掃，挨拶，昨日の家庭生活反省話 内容

合い -朝の挨拶，個人的諮合

準備 -楽しい学級の歌歌総 1，2番，今8一日の じゅんび
し、

生活についての話合い(言誘動作，態度， -事丹の清掃 -仕事の諮

同情親切) 8: 30 
合い，計随一準傍

-主主活反省記録 ー図警の素読 (中心学留)・社会科中心

道具教材 国語X~ 指導 一斉，グループ，倒別 しごと
として社会的な問題を学

算数 2 研究… 自習，共同，念体 習するー活動一反省一身

フジオ 音楽童話等穂耳元と話合い 10: 00 
につける

レクリェ -フジオ体操 ・ソフトボール ・ドッチ あそび
休怠遊戯

ンョン ボ:ール '71)っき -なわとび -おに -休怠坊遊技場
、

-かごめ -わなげ . tごるまお (技能の線醤)」つ」

とし おけいこ
-算数の計算国語の読

遂呉教材 関言吾 妻手数(主として研究，教邸 ι知臨幸子 み芸書き， ・王室科音楽，

録務理) 12: 00 
-図二仁，・体育

言葉庭 休息、，健康，衛生(会所の整潔)家事手伝 -食事の衛生(食別后)

針の使い方ボタンつけ雑巾っくり 編 しょくじ
-食事の作法，食事の準

物，洗濯 備・食事のあとかたづ

関ヱ 自由樹粘土線工紙級I 1 : 00 
tt.童話，レコード鑑賞

食毒事 食事に対する作法 給食についての知識
(楽しい時間の工夫)

ー田和司令W信静物州内酔榊噌脚内

ラジオ体操 自由あそび
-紙しばい，人形劇，幻

レクリェ
ーション なかよし

灯・音楽会話会

作業 校内外の液婦畑作物の手入れ
-継続観察， 日記指導
-帰りの清掃，学園手入

(護請動作態度爽任協力的な勤労後始米) れ・動物の世話
経験表現 花，野菜，主義笑しらべ，木琴， オルガン，

其の他

レクリェ 紙芝居幻灯主主話遊戯
2 : 30ーション 楽しい学級の歌歌唱3番(下校の歌)下校

(8) 昭和 26年度北海道ブ、ロック小学校，幼稚関研究集会主回Ij研究の報告精神速滞兇の教育抜粋(さ筆者

省略)
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4.4.1.3. r1952年度特殊教育研究集会Jの概要

1952年度の特殊教育研究集会に関しては，文部省・広島大学・広島県教育委員会・広島市教

r中国四国地底特殊教育研究集会実施要項』と山下充部 r特殊教育研究集会受講ノー

ト』により概括する O 前者の資料では，他地底との比較資料として，集会の日程と講義項目に

ついて概観し，後者の資料からは講義内容を葉描する。

(1) 1952年度「中盤四国地区特殊教育研究集会実施要項」より

会期 自昭和二十七年九月十五EI (月)至同九月二十日(土)六B間

会場広烏大学東雲三分校

主催 文部省・広島大学・広島県教育委員会・広島市教脊委員会

後援 隠山・島根・愛媛・香川・徳島・高知各県教育委員会，広島県

一日程笑

9 : 00 10 : 00 11: 00 12: 00 1: 00 2 : 00 3 : 00 4 : 00 5: 00 

日
一
月

口
M

一
口
u

a
A崎
一

F
h
d

T
Bム
}

宅

E
ム

日
川
一
阿
凡

ハ
ヨ
…
ハ
汐 昼食

湾王別研究
日19月16EI 1火

レク
々

第三日 19月17日|水 々 |班l.HJ研究

第四日 19月18EI I J!三 々 |斑}jlj研究

第五日 19月19EI 1金i授業説明|笑演 i授業研究会 i 々 |主任別研究
と協議

第六日 19月18臼|土|講義(四) I報告会 |閉会式

註)ー 「レク」はレクリェーションの略。「テスト?シン」はテストマシン研究の略で襲五庄のみ対象
講義内容と会場(会場は録者省略)

1.重量児の生涯とその教育(大山信郎東京教育大学教授)
2. ろう児の生理とその教育(藤悶馨東京教育大学講師)

講義(一)は i3.精ち児の鑑別とその指導(杉EB椅東京教育大学講師)
4. 身体虚弱児及び身体障害児の保健衛生(文部省新井英夫保健課長)
5.性格異常児の診断とその指導(近藤敏行広島大学助教授)
( 6.別教育活動について(佐藤正夫広島大学助教授)
I 7.職業指導について(石堂広島大学助教授)
1 8.視聴覚教育の原理と指導法(新堀通也広島大学助教授)

講義(ニ)は{
1 9.能力差に応ずる学習指導法(上代晃広島大学助教授)
110.事例研究，間デモンストレーション(会浦一部広島大学助教授，杉岡次郎広島
L 中央児童相談所長)

講義(三)は 11.精神衛生(小沼十寸稼広島医科大学教授)
講義(問)は 12. EI立後の日本教育

ニ~五(筆者省略)

六 研究班およぴ研究問題(盲，慈の129班霊祭者省略)

5.特別学級務ち縫(1.精ち児の銭}jljと構成をどのようにしたらよいか， 2.精ち児にたいしてどのような

カリキュラムを用意するのがきぎましいか筆者設]r精ち児」とは精遅児，郎ち精神遜滞児の意と恩

われる)

6.特別学級身体障害班(筆者省略)

7.普通学級学業不振小学校縫(1.学業不振児の])j(因究明方法にはどんなものがあるか， 2.閏語。算数の

不振児を向上せしめる有効で能率的な指導方法にはどんなものがあるか)

8.普通学級学業不娠中学・高校斑(1.学業不振生徒の特別指導をどのように進めたらよいか， 2.能力)jJj

グループ学習の指導を有効ならしめるにはどうしたらよいか)
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9.普i議学級性格呉常小学班(1.性格奥常児の鑑別と原留の究明はどうしたらよいか， 2.社会不適応児童

の有効でしかも呉休約方法にはどんなものがあるか)

10.普通学級性格臭常中学・高校班(1.性格異常生徒指導の有効でしかも手近な具体的方法にはどんなも

のがあるか， 2.問題行動生徒の指導上社会との協力はどのようにしたらよいか)

七， 八(室長老省略)

山下は， 1950年度から連続三回研究集会に参加して能筆に受講メモをとっている。しかし，

講義題，各斑別研究の課題，ま妊:5JU研究構成者名などを明記したものは少なしメモから講義内

容や斑別研究の全体は推測されるが，講義者が述べたであろう結論的内容などは読みとれない。

従って，便重量22枚に記録されたメモの中から比較的内容が明らかなものを取り上げて次に摘記

する。メモに筆者が加筆した簡所は，く括弧内〉で示した。

(2) 山下克郎「特殊教育研究集会受講ノートJ から

昭和 27年 11月10羽くから> 68関，福島市くで開催された〉特殊教育研究集会くに〉山下教諭 <1ま〉出席

くした〉

11月10日自午前10時30分至 12待10分

講演「教育一般 臼本教育の課題」東京教育大学教授 UJEE栄先生

日本独自の民主主義の推進，現下の教育上の問題(教育制度上の問題， 基礎学

教育方法の問題)，道徳教育(家族道徳から市民・公民道徳へ，そして民主的生活道徳までの掘

り下げ， 1蓬徳教育のカザキi ラム)

11月10日午後 班別研究第 5班くになる〉。自己紹介くがあり，それぞれ研究テー?の確認がなされた>0<研

究テー?として話し合ったことは， >研究法の検討，地域社会の理解の方法，性格奥常児について，適正‘

の発見と職業指導，性格検杢，てんかん，職業指導，普通学級との関係等である

11月118自午前9時5分議午前lOa寺5分講演「特殊教脊と心理学」東北大学教授松本金霧先生
アベロンの野生児などの疲例の紹介

11月11日自午前日時玉三午前 講演「返進党の心理と指導」福島大学教授 田口孝之先生

1，)精神薄弱児の智能， 2.精神薄弱児と社会的圧力， 3.精神薄弱児の心潔， 4.仮性精神薄弱， 5.精神薄

弱児の指導

11月11日午後 El 1時 10分奈研究テー?i精神遅滞児の指導をどの様にかいぜんしたらよいか」

基礎的学習の適切な指導計翻くについては，次のようなことが話題となった〉中間児を対象としない，

より進歩が見える， EI擦は低く設定する，偶人目標の設定，到達制禁の設定， 3Hに

3Rをとけ込むようにするためには経験生活や感覚訓練によるのがよい

11月12日自午後1時30分至 〈研究テーマは〉生活指導，教員の問題，心身の健康安全の教育， SQ につい

て，算数の指導，家庭との連絡，就職についてく等である〉

く講演>i個人笈に応ずる教育」福島大学 習)11幸雄先生

1.教育官学(偶人差に応ずる教賓と俄牲を三重んずる教育，個性の意味)， 2. <教脊〉制度， 3.く教育〉組

1953年度特殊教育研究集会に関する史資料としては，文部省・北海道大学・北海道教脊委員

会・札幌市教育委員会・琴似町教育委員会・東北六県教育委員会 F東北・北海道地底特殊教育

研究集会実施要項 昭和二十八年度ぉ北海道教育委員会 f北海道教育月報特集・東北北海道

地区特殊教育研究会の記~ 26.1953.6.，文部省・東京教育大学・東京都教育委員会『昭和28

度関東甲信越静地区特殊教育研究集会研究集録』がある。その中から w東北・北海道地区特殊
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教育研究集会実施要項 昭和ニ十八年度』から研究集会の大要を昭和 28年度関東甲信越静

地区特殊教育研究集会研究集録』から研究内容を摘記する。

4.4.1.4. r1953年度特殊教育研究集会Jの概要

(1) r東北・北海道地区特殊教育研究集会実施要項 昭和二十八年度Jから

「東北・北海道地区特殊教育研究集会実施婆項 昭和二十八年度 (B5版孔版印刷縦書，全30ページ)J

g次開催地婆図巻頭

1.目的， 2.主題， 3.主催， 4.期日， 5.会場， 6.会員， 7.研究(1)日程， (2)講義， (3)班!5!J研究A主題， B組

織， c研究発表， D実演授業， (4)シンポージアム討議， (5)其の他， 8.単位， 9.遂営， 10.事務
llfJ録 1.参加者名簿， 2.役員名簿， 3.係員名簿， 4.研究予引き， 5.本会場案内

昭和二十八年度東北北海道特殊教育研究集会笑施要項

目的(…)東北北海道の特殊教育の各分野の現場において，教職員がさき顕している最も主主要な課題を研

究解明し，その成男さを相互に活用して，この教育の改善事充実と共に，教職員の変質の向上を

限る。

(ニ)特殊教育に対する一般の理解を深める。

一 主題特殊教育の対象になる児窓生徒をどのように理解し，指導したらよいか。

主催(筆者省略)

凶 期 B 昭和二十八年七月六日(月)から十一日(土)までの六日間

近会場本会場札幌市美空手保中学校

分会場札幌資学校札繰ろう学校大通小学校琴似小学校山葬小学校啓明中学校

六会員東北 123名北海道132名計255名(名簿別記)

七研究(ー)日程

順百~ーも時 8: 30 9 : 00 12 : 00 

目Jj日 5 日

第一日 6 月 受付|閥会式 講義(城戸二木)
B程説明

第二日 7 火 講義(奥田留向)

第三日 8 7]( 手丁 班!5U研究発表 昼食

第四日 9 木 lJヱ口台〉ミ、、 授業説明|笑j賞授業|授業反省

第五日 10 金 シンポージアム 班!5!J研究
討議

第六日 11 ごヒ 斑別研究 報血口ムヱミ

閉会式

(第四日 7月9日(木)には各班関係分会場に分散して研究する)

(ニ)講義

日時 題 日 言語

6 B 10 : 30 -11 : 10 特殊教育の務総題 北大教育学部長

6臼11: 20-12 : 00 精神返j帯児の教育 東京大学助教授

自車

6 B 13 : 00-13 : 40 音教育について 国立liI誇研究所部長

6日13:50-14 : 30 ろう教育について 東京教育大講締

7日 9:00-9: 40 虚弱児教育について 北大教授

7臼 9:50-10:30 問題児教育について 北大教授

13 : 00 114 : 00 15 : 00 16 : 00 

運営委E司会 座長打合会

講義 班別研究
(主主島 鳥居)

班別研究

班!5!J研究 地域見学

班別研究

班!5!J研究

機要

城戸幡太郎 講義はすべて全体
講義としてそれぞ、れ

三木安工E の研究指針を与える

主主島 時介 一 講義後は若二千質疑

鳥居英夫
をおこなう

奥田三郎

潟悶 j育~
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(三)斑別研究

A 主題 (18時間討議)

第一斑(盲学校主任)，第二班(ろう学校班)，第三斑(養護学級車圧筆者省略)

第四斑(特別学級吸)

(必特別家級に編入すべき精神遅滞児をどのように選んだらよいか。

(B) 精神遅滞児の生活指導はどのようにしてらよいか。

(C) 特別学級を学校経営にどのように位澄つrttたらよいか。

第五班

ω 学主主不振児と精神遅滞児とをどのようにI2DjJjしたらよいか。
倒普通学級におる精神遅滞児をどのように指導したらよいか。

第六班

(必 問題児を早期に発見するにはどのようにしたらよいか。

働問題児の指導をどのようにしたらよいか。

B 組織(一，ニ，三班筆者省略)

指導者 可会:J{j 記録者

北大教育学長 城戸機太郎 美香保中学校

全体 東京大学助教授 三木安工E 北進中学校

道教脊研究所長 手塚六郎

北大劾教授 木村謙二

問 臨雲寺講師 小杉 長王子 宮城県教育委員会 内海 疋 琴似小学校

四 福島県大笹史学関長 長沼率一 琴似小学校

道教委指導主挙 斉藤三男 函館港小学校 山本宇一郎 白石小学校

市教委指導主事 長井 '申u、

東大助教授 三木安正 続束中学校

五
北大助手 山本 普 秋E野県教育庁 渡辺忠治 幌束中学校

岩手県仁王小学校長 依藤正忠 信機中学校

道教委指導主事 能登 E司 石狩王子岸小学校長 生産 光夫

北大教授 留悶 j育男 山形 啓明中学校

~ 道教脊研究所長 手塚六郎 柏中等主校
ノ、
秋開県増田高校長 小林イ雲行 鳩山教委拳務局 武郎茂友 柏中学校

市教委指導主導主 高橋警敬

C 研究発表 (90分) (一，ニ，三斑 室長者省略)

D Eミ演授業(3時間) (一，ニ，三破筆者省略)

班 会場 学年 教科 授業者 司会者 イ{蕗考

琴似小学校 混成 生活指導 滝 11:士 平井孝手努

総合学習 大島あや子
四
美宅害保中学校 主詳級 職業家庭科 育問悦子 豊島佐市

菅原馬安

五 LlJ鼻小学校 小五 算数 城本 日青時 源 政一

-ノL、草年明中学校 中二 特別教育活動 本郷俊夫 関根幸男

(授業計画の大要は別紙とする)
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内E耳 等

JIi又弘文

広沢秀雄

井上 博

熊谷 裕

内田武自

相馬 E語

有)11 定良

花岡 晃

自江平勢

桜井議夫
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(四)シンポージアム討議 (90分)

主題 「特殊児童量の社会的予后の問題」

司会 北海道大学教育学部長城戸機太郎

出席者各琉代表一名出席

指導者，会員，全員参加

(五)禁他

A 地域見学(市内 日本ビール株式会社雪印乳業株式会社)

B レクリエーション 会場を出来るだけ自然に楽しく研究できるように留意することとし，特別な行事

はもたぬ

C 報告会 特に形式なものとせず閉会式に併せて，この集会についての反省を感想発表程度で完王子名述

べる。

D なお峡爾等の活用により笑質的研究成果をおさめるように努める。

八 単位研究集録，出席状況苦手を勘案し，iE会員に対して友記の科闘の中の希望する科gにつき一単位を

授与する。

首心滋学， 1奇数脊学，点字の理論及笑際 ろう心理学，ろう教育学，言語指導

異常児心理学及精神衛生，異常児の健康問題，教育心理，教育lJA理

九 運営， -0 毒事務， r御室主 (雲表者省略)

昭和28年度関東甲信越静地底特殊教育研究集会は，昭和28年7丹20日から 6臼間にわたっ

て，新潟・長野・静岡の三県を加えてた一都十県から約 368名の参加者を得て開催された。本

研究集録は，筆者が入手した唯一のf特殊教育研究集会研究集録』である。研究集録は， 120ペー

ジに及ぶものである。ここでは，研究集録の中から集会実施要項，第1部会(特殊教脊一般)， 

第2部会(特殊教育ー殻)，第7部会(精薄)，第8部会(精簿)について，主内容を選んで摘

記する O

(2) r昭和28年度関東甲信越静地震特殊教育研究集会研究集録(B5版活版印脱横書，全120

ページ)Jから

昭和28年度特殊教育研究集会笑施要項

1.目的 特殊教育の分野で，教職員の研修を通し，現場でさき衡する諮隠題を総合的に研究し，格互に研

究の成采を交換し，特殊教育の改善と教職員の質的向上をはかる。

2.主催 3.参加府祭 4.会期 5.会場 6.金郎委員会の機成(筆者省略)

7. 日平呈

8:30 9:00 10:00 11:00 12:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 

7月19日(日) (会場準備) (遂営委全体会議)

7月20日(月) 受付 開会式 日稜説明[講演(石山 昼食休 講演(畑)教科樹呈|醐研究

7月21臼(火) 連絡打合 対象別講義(畜，ろう， J陥落，問題児， 昼食休 部別研究
肢体不自白・身体虚弱)

7月22日(Jk) 笑演授業(説明会) (授業) (研究会) 設食休 (笑演授業校において)部別研究

7月23日(木) 連絡打合 音s2l1J研究 主主食 特殊教育関係施設見学
移動

7月24日(金) 連絡打合 言葉演 (榊原) 昼食休 部別研究 |単位認定
特殊教育 奥常児J心理 テスト

7月25日(土) 連絡打合 ノマネル「特殊学校の職業教育JI閉会式

8.笑演授業実筋校(筆者省略)
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9.講演・講義

教育一般 「最近の社会情勢と教育問題」 東京教育大学教授 ;n山修王子

教科課程 「道徳教育課程についてJ 東京教育大学教授 山田栄

特殊教育一般 「特殊教育の方法」 東京教脊大学助教授榊原清

特殊教育心理 「特異児童心理学の諸問題」 東京教育大学教授 鳥島碩心

対象別講義 iJf青薄教脊」 東京教育大学講締 杉田裕

横浜市立大学教授 小林大作

「濁題児教育」 東京教育大学識締 岩井弘議室

東京教育大学助教授井坂行男

第1部会(特殊教育一般) i特殊児童のやj別法と普通学級における特殊児笈のとりあっかい方」研究成来

特殊児童の判別表主主幹(文部省「波別基準の解説J，実施上の諮問題)

普通学級における特殊児童のとりあっかい方(特殊児童は特殊学級において教背すべきである。学主主遅

滞児の教育一一個人室長を考慮した指導・能力別指導・劣等感の除去。精薄児のとりあっかい

性格異常児の教育一一社会不適応児なの

で普通学級に入れるべきでない)

第 2部会(特殊教育一般) i特殊学級の管理及ぴ経営」研究成巣

1.特殊学級編成に歪iるまでの諮問題 2.特殊学級編成後のさ当節する問題(教育課程・教育行政など学

校経営の中における位置づけ，担当教員のE盗難度，児童生徒の到遠目標の設定，法制イじされていない

問題)3.特殊学級設援の推進の方途(特殊学級の教育効果は普通学級教育に利用きれなければならな

い，担当教良は普通教育の経験が主主震なものを現職教育して養成する，研究組織の確立，科学的実態

調査に基づく特殊学級担当教員の自己震と学級設還義準の設定)， 4.都立青鳥中学校の笑淡授業の参観

(精神医学的分類，職業指導の問題，通学と全寮告uの可否，バザ一挙5f;について)
第7部会(精華事)研究成果

1.感覚訓練の効果(幼稚鴎から小学校低学年級を対象とする)

2.生活力をつけるための具体的方法(小学校を主対象とする，人間性に結ぴついた感覚訓練そして運

動機能の訓練は生活力へと発展する。生活力とは.人間として最下層の生き方をするための体力・社

会性・学カの最低線をいう。そしてこれは教科と対立する生活力ではなしすべてを含めての主主であ

る。その生活力の鐙援には，最低生活の程度を一人一人探求してみて，卒業生が突事士会に出て成功失

敗するのを分析して具体的に理解することである。小学校では生活訓練・性格陶冶を強調し，中学校

で職業指導を主として教育目標にする。 ドルの「生活能力尺度」の翻訳内容，

い子のカリキュラムJ による指導の具体例が紹介された)

3.機業指導の具体例(生活力とは職業と不離のものである。ワクチン式教脊法:抵抗を感ずることを

徐々にやらせる。かわいがる預のみ多くなりがちな特殊学級では大いに反省すべきである。家庭人の

4.特殊学級に応じるカリキュラムの修正方針(カリキュラムは)，大人になって腹部する彼等の生活を

考えそれに必要なものを組織化することである。主手元について。生活学習とドリルは二本立てがよい，

総合は中学でやる。 ドリル.i楽しむ」段階から「出来る」段階までにするには系統学潔が必要。単元

の構成は地域や学級により異なるので原笑は出せない。境界線児と遅滞児境界線兇は教科学習で仲

ぴたが，低IQ.児は能力が下がった。

低 IQ児には①身体の欠陥を除去し衛生に気をつける，<i:作業教育に徹底する，@社会性を陶冶をす

る，④ドリルは精神衛生的な蔚でとりあつかう，⑤父兄の啓蒙という点からカリキュラムを組んでみ

た。アメザカとの比較 アメリカの精簿教干著者は事務屋で日本のそれはあくまでも教育者である。コ

アの5f;:ベルギーのドクロサーが三年間精薄教育でコアの原理を発見し，これを普通児に応用したの

が伝搬された。5f;々精事事教育から発しているので，特殊学級で検証されねばならない。カリキュラム

の効果:先鋭と生徒の結びつきがしっかりとし，人間関係がつきつめれれた後にこそ効果が問題にな

る

第8部会(Jf毒事事) i肉親との逮絡J，卒業生の笑態から考えた教育効果の判定と改妻子点J，iアフターケアの呉
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体例とその効果J，r医学的な調査・診断・治療の方法と学校教脊上の効果J (裁者省略)

4.4.2.文部省「研究集会資料特殊教育」

文部省は， 1950年度の特殊教育研究集会，通称「ワークショッブコの開催にあたり，初等中

特教育局編『資料特殊教育(以下「特殊教育資料」と略称)~を急越作成した。その資料作成

の意留は， 1951 (昭和26)年5月発行の間資料の「はしがきJによれば r斑別研究の討議の参

考資料として，何等かの手がかりを文部省が準備したい」ということであった。伺資料のもつ

性格については r手引き書ではなく資料の提示であることから，斑5:J1j研究の問題や講義の問題

の進行過程や結論，又討議の直接的な手がかりになるものとして安易な拠り所としてほしくな

い(傍点は筆者)Jと断っている o そのJJR典は， CI&Eの「好意によるJとあることから，作成

の意図と原典の使用には文部省と CI&Eの簡に出典引用上の合意があったと推察される。文部

省は，出典について明らかにしていないが， 1951年度版の「第二編精神遅滞児に関する内容」

は， 1936年にアメリカで出版さエリーズ.H・マーテンスE.H. Martens の ~Curríc1umAdjus-

ments for the班entallyRetarded~ の邦訳である。特殊教育資料の内容は，次表に要約した

ように発行年度により変化しているが，基本的には年次ごとに加除修正され， 1953年度には定

本『特殊教育の研究』として出版社から公刊した。 1950年度版は，文体・訳語などに翻訳調が

強く，表記されている項目的文言のみでは理解し難い内容となっている。 1951年度版は，体裁

も活版印APUとなり読み易〈整えられているものの，儲々の文献の寄せ集めであることは 1950

度版と変わらず，全体の整合性には課題があった。用資料は，視力・聴力などの身体時害児教

育用と精神遅滞児教育用「特殊教育研究集会資料(続)Jのニ冊に分冊されていたが，後に前者

を第一様，後者を第二編として合本している。 1952年度版は， 1952年8月初等中等教育局に特

殊教育室が設置された判1こともあり，それまでの内容構成を大幡に修正され，和書のみである

が参考文献もあげるなど，書籍本としての体裁を整えて牧書房から発行した。 1953年度版は，

1952年度版の内容構成を主に改訂したものであるが，文体・用語・解説内容の整合性を高める

までには吏っていない。

特殊教育資料は，上述のように文部省が椀曲な表現による作成の意囲と活用の留意事墳を示

したにもかかわらず，その意閣とから離れて使用されている。特殊教育資料は，研究集会参加

者等にとっては，国から特殊教育に関して体系的かっ最新的に編集されたパ千ブルとして強い

影響を与えたことは，研究集会記録などから明らかである。そのことは，次節の「特殊養育研

究集会における精神遅滞児教育論の特質」で検討する O

4.4.3.特殊教育研究集会における精神遅滞児教育識の特質

4.4.3.1.教育の理念ないは教育思想

特殊教育の教育の理念という用語とその内容は， 1950年度の研究集会において初めて出てき

ている。そして，特殊教育の民主的哲学の基本として民主化・社会化・個別化の原尉をあげて

いる。民主化とは，児童を貴重な存在と認め，その基本的人権の尊重，人格の平等，児童の必

要に応える支援教育権に基づく教育機会の均等など「対等の生活原理」を意味している。社会

化とは，児童の将来像を民主的社会に寄与する社会の成員として育成することと，社会的要請

に応える教育を意味している。個別化の原則は，児童を一人一人の倒性や特性並ぴに学習や生

活の要求など多彩な独自性をもっ人格的存在であることを前提にした個性と個別性の尊重を意
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「文部省特殊教育研究集会資料[特殊教育]の概要J (市津)

料資 行刊 刊行の
主に精神発達遂滞児教育の内容(尽次) 的言日 体裁

名 年 意図

特殊党議の生徒の教脊概要

第一知的発途の返れている児童の教育における目的・方法・

評価技術の概括

第二知的に遅れている児童の教育における一般的方法と活動

第三 クラスの作り方

第四 ~Él (課程?) 

日召 第五知的に遅れている生徒の教育法

和 第六精神発途不完全児のための特別指導法
昭 第七保健計図

十 和 第八 精神発達不完全児を受け持つ教的の訓練と資格
ヨ王

年度
十 ワーク

第一家教育的遅滞児，精神遜滞児および学習不振児 CI& B5綴
五
ショッフロ

A 精神遅滞兇の定義・原因・類型 Eの特別
研 年 B 遅滞児の教育 な好意に 孔版印

会究集
の研究討

C 精神遅滞児に対する教育計樹 より提供 局目縦組

初等中
議資料と

p 織ま業教脊と指導 されたも

資
して使用

E 学欝不振児 のを翻訳 会 146
料 等 する 第二章 特殊児童量の教育(筆者一部省略) した。 ページ

特 教育局 (一)r特殊児主主」とは何ぞ、や?

殊教
(二)特殊児童はどんな裂に分類するのを便利とするか?

(八)特殊児童量に対しては，如何なる稜類の教育機関を企図す
育 べきか?

(二二)特殊児童量の教育プログラムは如何に統合調獲さるべき

か?

(ニ119)特殊児玄関係の立法と規則について，どんな必要がある
カミ?

第三議 肉体的不呉者と特殊な健康上の陪題を有する兇主主の教育

第119章寝入および弱視者の教育
第五章幾児と難聴児

第一編

はしがき

一学校組織に於ける弱視児童の教育

二 児童が視力を保護するものに役立つ務提案

三 カリキュラム

四聴力に滋警のある子供

五ろうと難聴児

六 青年のまま本的要求

七毒事例史 (CaseHistory)について
手引き

八 特殊児童生徒の識別とその教育法(そのー)
議ではな

日召 九 特殊児童生徒の識別とその教育法(その二)
く資料の

和 和日夜 -0 特殊児章生徒の識別とその教育法(その三)
提示を試 A5版

十
一一 特殊児主主の識別基準

みること
-ノZ、ぷ 十 昭和26 一二特殊教育のカリキュラムの基礎

を主眼と 活版印

年度
ムノ、年度の特 一三 身体滋苦手の濠防と矯正に必要なま十樹

する。 樹齢2総王手 殊教育研 一回 特殊児重量生徒のレクリェーションについて
五 究集会の F投銭 実演授業に於て考察さるべき諸望書点

第一編特 月
斑lJlj研究 第二線

CI&E 
殊 提供の資 170 
教 宇B の討議参 もくじ

料の翻訳 ページ育= 等 考資料と 一，精神遅滞児のためのカリキュラムの誠務
である。研

ぜT中Y して使用 1 本冊子の混的と計画
究

する 2 精神遅滞児とはどんな者か
第二編

会集
教育局

第一編 64 3 教育の限的
の鮒録は J、向ζ…ーシ、J。

宝安 4 iF-語告と能力の水準にr.r;じたカワキュラムの分化
料 二，カリキュラム構成の根底としての経験

広島操教

-経験の単元・経験の単元の例・時間割と日言葉表・要約
育委員会

三，身体的及び精神的健康
の綴成。
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四，社会的経験と市民的経験

-家庭，学校， コミュニティ ・州，富家，世界・重要約

五，さま礎教科における経験

-読む・数・習字・婆約

六，科学における経験

-教材の必要条件・要約

七，芸能の経験

-音楽・遊ぴ .1)ズミカルなゲーム・マネごと遊び

-劇・夕、ンス・形と色・手芸・要約

八，工作としての職業的経験

-カリキュラムの於ける位置・食物と家庭科学・木工・聖書約

(1) 

特殊児童主の教育

特殊児童とは何ぞ、や

特殊児童はどんな裂に分類するものを便利とするか (26年度に
同じ)
青年の築本的要求(新)

事例史について(新)

(2) 
視覚的に障害のある児主主 25，26 
1lf児の鑑別の基準 年度頒布

主任JjJj研 盲人及び弱視者の識別と教予守的取扱い方 の特殊教

究におけ 資入の教育視覚殴難の兆候のある子供 育研究集

る討議に 弱視教育 会資料を

際し，そ 弱視児童の教育指導が視力を保護するのに役立つ諸提案 力日除訂工E
昭 の素材を (3) して分類
手自 提供し， ろう児の識別 整理した。

十
あわせて 難聴児の教育 新資料

七 各種の照 重量児及び、難聴児とは も附力日し
A5版

特 年 題解決の 聴力に欠陥のある生徒 た。

殊教育
八 一効にす ろう児教育 各室詳の

全211月 る。 ろう児の教育的取扱い方 中には
ページ

料資 初等
手目i議: ろう兇のための教育課程 CI & E 
とは異な (4) の許可を

牧勢湾

喜育局

るもの'{" 精神薄弱児の銭JjJj 得て抄訳

あるカミ 精神遅滞児教育のカリキュラムの基礎 転戦して
特殊教育 教育的遅滞児，精神返滞児 いるもの

の諸間題 精神遅滞児の教育 も含まれ

を解明す 遅滞児のカリキュラム るので，

る媒介的 精神遂滞兇の教科指導 他の民的

役割を采 (5) に無断転

たす 肢体不自由児の識別とその教育約取扱い方 裁は遠慮

肢体不自由な子供 された

心織障害の子供 し、。

肢体不自由児と特殊な健康上の問題を有する児童の教育

性格上問題のある子供

言語障害をもっ子供，話し方に欠協のある児主主

天才児

特殊教育に於けるレクリエーション

附録

笑淡授業に於いて考察さるべき諸聖書点

公隠授業を評価するためのさま準

レクリエーション計甑に対する一般的援案

はしがき 文部省初等中等教育局特殊教脊室長辻村泰男

特殊児童の教育

特殊児童とは(ニ以下室経者省略)

十九特殊児童関係の立法と規則

毒事例研究について

精神薄弱児の判別について
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活版印

席目縦組

全 277
"-、ーン

牧芸書房

A4版

本参考

資の智子

は， CIE 
から提供

された参

考書， IJ、
清子葉の

他の印刷

物からの

抄訳が主

であった

が，研究

集会に指

導者の協

力をf尋て
内容を加

徐訂正さ

れてきた。

従前通

り手引委

ではなく

参考資料

である。

内容が

並列的・

一葉して

いない・

精選され

ていない・

矛盾撞着

の箇所が

あり，方

法論的に

も必ずし

も指導的

立場が明

瞭でない

憾もある。

北海道の知的障答児教育笑践史研究

一判別基準

l 二 判別資料としての児童の心身の調主主
特殊教|
l精神遅滞児教育のカリキュラムの基獲

育研究集 l
人 | 一教育課程
会の波別 l

| ニ カリキュラム構成の原則
研究の討|
! 三 カリキュラム構成の留意点

議の参考 ii 間 生活指導と教科指導の計願
資料とし i

!精神遅滞児
て，編集 i

| 一定義・原因・類型
配布して|

| 二遅滞児の教育そのー
きた。 I

| 三職業教脊と指導
本年度 li 四精神遅滞児の教育その二
は，従前 i1)援j常児の力 1)キュラム そのー
の資料を iI - 原理
全般にわ i

| ニ教え方
たってZ今|
一| 三特別指導計画

味し，新|l 四健康のための計甑
資料を加|

| 五教師の訓練と資格
全体!i遅滞児のカリキュラム そのー

の自己列に i1:天才児
も，体用|

|視覚的に隊察のある児童(以下の小項沼筆者省略)
穏などで|

|首児の鑑別の基準
整理した|

。|盲人及ぴ弱視者の識別と教育的取扱い方
ょうや l
ノ i 盲人の教育

〈定本に i
i視覚凶難の兆候のある子供

近づきつ i
i弱視教育

つあるこ|
|弱視児主主の教脊

とから子社|
l 児童が視カを保護するために役立つ言者援案

行ーして， I 
1ろう児の識別

特殊教育[I襲児及び難聴児とは
関係者の i

|難聴児の教脊
研究のー|

|聡カに欠織のある生徒
礎おを与|

|ろう児教育
えてその|
、 |ろう児の教育的取扱い方

婆撃に応!
iろうのための教科課程、ょうと i

ノ i難聴学級の補聴施設
するもの i

| 肢体不自由児の識別とその教育的取扱い方
である。 I

l肢体不自由な子供

心臓障答の子供

肢体不自由児と特殊な健康上の問題を有する児童量の教育

性格上問題のある子供，言語隊等をもっ子供

話し方に欠陥のある子供

肢体不自由の子供について

身体滋弱児主主主主徒の指導について

隊録

笑主主授業に於いて考祭さるべき諸要点

公開授業を評価するための基準

参考図謬

昭
和
ニ
十
八
年

文
部
省

特
殊
教
脊
暗
殺
意
百
第
二
号

特
殊
教
育
の
研
究

味している。

このように，新憲法や教育基本法の理念にもとづく教育思想や特殊教育の教育原理を通常教

育に応用するといった特殊教育思想に留意したい。しかし，一方には児童の障害桂度により，

学校教育対象と養護・保護など社会福祉対象に選別する思想が鮮明に現出していたのである。

(1) 特殊教育研究集会資料

児愛は，識でも各自の必要とするところに沿い得るような教育を受ける権利をもっということは，生活に
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って，各自のためにも社会のためにも，

のである。社会は全員の奉仕と才能を重要求する。

来は，社会そのものを，それだけそこなうわけである (1950年度版， p.51.1952年度版， p.3.)これらの児童

を独立自治に必要さな知識技能を与え，その'性格的欠陥を補い，出来るだけ幸福な生活が出来るよう， (イ)教

(ロ)楽しい生活への機会を与える， (ハ)社会人としての性格をつくる， (ニ)出来るだけ職

こと (1952年度版， p.127.)。

(2) 研究集会における草花別研究の結果

精華草児を普通学級において取り扱うには，民主化・社会化・イ殴5l1J化の原則により考えることである。教育

の倒別化の要求に応える学習組織は，児主主の多彩な個性・特性に応じてその調和的な発達を図ることである

(1950年度東京会場報告書p.61.)。

特殊教育は，基本的人権の尊重・教育機会の均等の諸原則の笑現であり，人類愛に立つ教育である。教育

は，学校恥心・教師中心ではなく，児童の個人差・俄性の伸長・社会の育成になされるべき児童中心のそれ

主主主(1950年度東京会場報告書事pp.69-70.)。

ハンデキャップを背負わされた児童に対する教育現念は，

しミ

て適切な佼霞を与えることは社会の義務であり児童の権利である (1950年度仙台会場報告書p.59.，仙台会場

山下充郎受講ノート)。

不幸なこどもにも人格の平等」の権利があり，教育機会の均等とは倍々の能力に応じて学留することで

ある.アンプローズ (1951年度仙台会場， JlI村工E努ノート)。

主主の教育とは，児童の会体的な人格の向上発援を念願する教育である (1951年度琴似小学校班)。

精神簿弱児は，一般化，抽象化の能力も低<，ほとんど不可能，思考による学習不可能である。

特殊教育の場合であっても，教育の対象とならない手に負えない者は扱わない (1950年度f出会会場報告審

p.57.)。

特殊学級の教育効果は普通学級の教育に利用きれなければならない (1953年度関東甲信越静地区研究集

録 p.ll.)。

4.4.3.2.対象兜又は障害観

児童は，特殊児童と正常児童に区分しているが，基本的には両者間には差異はなく，程度の

問題であるとみる。そして，人間は，法律的には自由で平等であるが，身体的・精神的には大

きな不平等があるとする。生物学的・生理学的に不平等な児童が特殊児童である o この障害観

は，既に 1938年当時に奥田三郎によって主張されている判2。特殊児童の判別は，知能や学力等

を部分的に観るのではなく I一つの金一体」として捉えようとする全部発達論的視点と生態学

的視点の萌芽が伺える。

対象児童は，精神薄弱児，精神遅滞児，教育遅滞児(境界線児・学業不振児)に分類してお

り，韓答観においては精神薄弱と精神遅滞を異なる概念として同列的に扱うなど概念規定が未

成熟で駿味さと揖乱がみられる。

(1) 特殊教育研究集会資料

-高度の精j略的欠陥があり教育の可能性はほとんど無し永久的に収容施設に入所させる養護

対象である。I.Q.50以下の児童

社会での位還を十分得ることができ，教育対象である。I.Qーは 50から 75(80)佼の児笈

(境界線児教育遅滞兇}:知能や能力は正常，正常以上であっても誤った指導・穏絡的な不安

定・病気・適切な環境条件の欠如などのために教育的に非常に遅れたもの。I.Q.は80から 90f立の児支 (1950
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年度版， PP.25-26.)。

特殊教育の必要きな者の割合は，米国では約2%が遅滞兇で特殊学級に編入されなければならない (1950年

度版， P.27.) 

精神薄弱は，約0.5%で収容所に収容される。精神遅滞!町立，言書鈍，痴愚， a痴に分類される。魯鈍は，特

殊学級に最も向いており， I.Q.は50(60)から 70(75)にあたる。痴愚は， I.Q.で30(40)から 50(65)位

てう軽度で安定した者は特殊学級で進歩するが，高度の者は学校教育では効かないので収容施設で永久的な

養護を受けるのがよい。白痴は，学校教育の可能性はない。収容施設の保護を必要とする(1950年度版，pp.29ザ

30.)。

精神返i精児は，1.適当な本能， 2.適応カ， 3.聯想力， 4.系統立てるカ， 5.言利回カがかけている。返滞児は，

1.身体的状況， 2.社会的適応及び3.職業的能力に限界がある (1950年度版， pp.36-40.)。

特殊児笈と正常児童との隠に基本的な遂兵は無い。両者の室長異は，主として程度の総題であって，欠陥又

は偏差の度の強さによる。特殊児童量も工E常児主主と河様な必要， I奇様な発展形態をもっ。従って，特殊教育は

一般児童と離れた異穏のものとか，無関係のものとは考えてはいけない。

主立主主主と (1950年度叛， pp.52.l。
人間は，法律的に自由と平等であるが，身体的・精神的には大きな不平等がある。それは，生物争的・心

理学的事実である。しかし，精神遅滞児を智能，人格，健康，家庭の状況，社会成熟等の「一つの会一体」

として魂解することである (1951年度版第二編， pp.3-6.l。

精神滋j帯児又l'青葉事児の呉体的な特徴 1.どんな問いに対しでも決まり切った常問的な答えを繰り返す，

2.自己批判の欠如， 3.聯想カの貧弱， 4.変わった事は憶えられない， 5.自分の言っていることや日常生活で

の誤りや矛盾がわからない， 6.捻瑛カや抽象的なものを具体化する能力に乏しい。作業検査では，言語を使

用する検交と比べて正常児に近い得点とる。性格的社会的不適応は， I.Q却のものはI.Q.60以上ある適応カ

の弱いものより，良い成績をあげることが出来る (1952年度版， pp.128-129.)。

(2) 研究集会におけるm:別研究結果
精神薄弱児は，表現が適当でないので精神遅滞兇(知能的に社会的に遅れているもの)の名称が現れてい

るo 際審lま，単一の現象としての安芸長を考えるのではなく，連続休としての「知的欠陥，特に知能欠賂，生

活能力の薄弱」と捉える (1950年度東京会場報告審p.66.)。

4.4.3.3.教育の形態

教育の形態については，障害の緯度をあらわす概念であるかどうかは明らかでないが，

の特殊性の軽重・強弱により 6形態に区分している。すなわち，学校教育としては，1.通常の

学級， 2.特別の学級， 3.特殊寄宿舎学校， 4.金時特殊学級， 5.全時に近い特殊学級の5形態で

ある。その他に，社会福祉の形態として 6.病院と家庭における養護・保護の形態である。

また，特別学級と特殊学級の相違は明らかでないが，この形態には吋足進学級」と「補助学

級j が想定され，実際に開設されているo それぞれの学級対象児童は，促進学級には教育遅進

児が，補助学級には精神遅滞児と軽度の精神薄弱児が想定されて展開されている O

ここで髄意したいことの一つに，教育形態とカリキュラムをセットにした教育論である。す

なわち，特別なカリキュラムによる教育形態が特別学級であるとする視点は新鮮である。

(1) 特殊教育研究集会資料

特殊寄宿舎学校，特殊昼間学校(生徒は家庭にいる)，普通学校の特殊学級 (1950年度版p.31.)
一一一一一一寸一切…ω…… t 

第一群 i通常の学校の通常な学級 |軽微な特殊性

通常の学校に設けられた特別の学級 !一株より強い特殊性
t---------1 (1950年度絞

特殊な寄宿学校， J通常の学校内での金持特殊学級 I JI，.+'l:Jl.-t:6::.........;:JAhll -J- _I r.:t~.::JI.4. 1 
|特殊度の強烈な児主主群 Ipp.5-6.， 1952 

又は金持に近い特殊学級，病院又は家庭 11.-JF/ I...f____." .，I......''''o- JU~'1'I 1 I年度版.5-6.) 
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彼等の要求は，普通学校内で，その一部として切り離されていない特殊学級にあって最も良く充たされる。

学業不振兇は，普通教室で取り扱うのがよりよい結果をもたらす (1952年度版p.31.)。

(2) 研究集会における班別研究の綴果

特別カリキュラムによる特別学級。普通学級の児童を能力別に編成して，それぞれに対応したカリキュラ

ムによる教育。特別学級は， 1.足進学級から補助学級に移行するのが自然でよい。学級規模は，織助学級は 15

名，促進学級は 30名程度で編成し，対象学年は2年から 5年生までが望ましい。学級担当数は，担任が一名

に毒事務補助者が一名が滋想、でらある (1950年度東京会場報告番pp.65…69.)。

特殊児童は特別学級に，性格異常児(社会不適応児)は普通学級で教育する (1953年度関東甲信越静地区

研究集録pふ)。

4.4.3.4.教賓の翻的ないしは教育像

教育目的と教育自擦は，本研究集会では整理して使用されていないので，同一に扱う。教育

目的は，基本的には正常児と共通で、，根本原理は異ならない。従って，教育目的・目標は，教

育基本法の教育の目的並びに 1947年度の学習指導要領の 示された盟大主要目標と補

助目様である。学習指導要領に示された四大主要目標については， 1950年度版『特殊教育資料』

には説明されていないが，第一章の「教育の一般目標」のことを指しており，補助呂襟とは一

般目標の内容である具体目標を指していると考えられるo 四大主要目標とは，1.摺人生活につ

いて(具体目標7項目)， 2.家庭生活について(具体目標3項目)， 3.社会生活について(具体

目標9項自)， 4.経済生活および、職業生活について(具体目標6項目)である。しかし，補助目

標は，一般目襟を1.自己実現， 2.人間関係， 3.経済的有効性， 4.公民としての責任の四項目に

整理したものなのか，この四項目を一般呂標と関連づけて論じているものなのかは明らかでな

し、。

精神遅滞児の教育目標の設定は，社会的要求の最低基準を前提とする。精神遅滞児は，特性

の欠焔によって正常児とは異なり限定されることか，具体的目擦は保護と指導の両面を含んだ

内容となる。具体的なキーワードとしてあげられている目襟は，個人的発達，社会的市民的発

達および職業的経済的発達を国る教育である。

教育像としては，公民として民主主義に寄与する社会人像，健康で余暇活動など生活を楽し

み幸福を追求できる偶人像， 自分を中心とした狭い地域社会で生活できる経済的に自立した職

業人像カf描かれているo

これらの教育目標や教育像は i実践的生活能力者」の育成として統括され，経験カリキュラ

ムにより達成可能なのである。

(1) 特殊教育研究集会資料

(1950年度版， p.37.)。

共向社会の生活のどこかに自分の適所を占めることを学ぶ (1950年度版， p.4U。

1947年編纂の文部省学習指導望書館には，教育の四大主聖書混擦を掲げ，その下に，幾多の補効約百機を載せ

ている。これらが，特殊児童を含む会児童に対する教育目標である。

その補助El擦は次の問点である。

1.自己笑茨 恭本的沼擦とは，各自の能力を出来得る限り最高の到着点に遼せしめるよう，補導に努め

ることである。特殊児童の有する手段を最極度まで利用させるとともに，的重量なときには俄

のものの代わりを与えることである。

2.人間関係 立派な人間関係を築き持続するように指導することぞある。友情と協力は社会関係のさま礎
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的要素である。同僚に発する窓、窓的又は弁解的方法は排斥される o

3.経済的有効性 すべての生徒に対する教脊の一主要皆様である。このg襟には，俊秀な技能，賢明な

職業の選択，実い物における適切な判断，偶人的経済等を含む。

4 社会的活動，社会的卒業，寛容，公民としての政治性，民主主義への寄与等を含

む (1950年度版， pp.52ω54. ，1952年度版。 pp.3-5.)。

教脊の混的の根本原理は，普通児と異ならない。側々人がよりよく生活出来るように，彼のもっている能

力のすべてが活用できるよう，社会の一員として有能な人物となるように教えることである。社会的に役立

つには， 自己表現と自己統制jが最も重要号な午守役となる。それぞれの能力と興味に応じて，個人的な或いは集

団的な活動において自分自身を表現することが幸裕で役に立つ最大要件である。しかし，その行動において

t陸間放みに自分自身を統制できることは更に重要である。

一般的な目的は，知識の世界，職業生活，社会関係及び余椴生活のための学習である。

特別な自擦は，1.生活を最大限に楽しむため，健康を保つための知識と処澄， 2.近隣の人と友達になり社

会的公民的経験に参加する， 3.余椴活動を賢明に選ぴ計額する能力， 4.家庭や近燐における有為な一員とし

て生活する能力と更に家庭の交として一家を支える能力，出来るだけ多く生活の必要を満たす能力， 6.得た

俸給を賢明に使う知識と能カ (1951年度版， pp.6-9.， 1952年度版， pp.124-125.)。

精神遅滞児教育の自襟は，一般教育局擦となんら別偲のものでなく，あく迄教育蒸本法によった教育目的，

一般教育尽擦を追求すべきである。具体的な社会の適応に必要な知識水準，アカデミックな教義獲得は真の

ミニュマムエッセンシャルに止めて，学び得る程度に引き下げるべきである。社会要求の最低基準を前提と

して彼等の社会的経済的自立を主娘とすべきである。

要約すれば，精神遅滞児の教育右目標は，一殺教育沼擦をその特殊の欠焔によって絞定し， Jヨマ体的目標l土保

護と指導の雨宿を有している。この事笑を原則としてカリキュラムは構成されを (1952年度版， pp.123 

(2) 研究集会における波別研究の結果

1.自分の身のまわりの処震ができる， 2.自分を中心としたせまい地域で社会

生活が出来る， 3.生活に資する技能を身につけることである (1950年度東京会場報告霊祭精薄小学校斑p.62.)。

精神薄弱児の教育の目標は，その特性から，最低限度の身のまわりの処震と社会主主治の訓練，職業教育の

徹底にある o 1.精神遅滞のJJJ!:闘を出米るだけ除去し，医学的治療を考慮する， 2.自己中心的で的要産性が強い

ので，あらゆる活動を過して人務院を発達させ社会生活に参与し得るようにする， 3.生徒の有する知的能力

を伸ばせるだけ伸ばす， 4.職業教干ぎの徹底 (1950年度東京会場報告審精薄中学校破p.70.)。

特殊教育の目標は，それぞれの児童の能力に応じて，そのカを伸ばし，その個人が幸福に生活できると共

に，社会の発展に対して寄与し得る人簡をつくることにある。呉体的には，身のまわりを処理する能力と狭

い分野で習熟させる社会的職業的教脊である (1950年度仙台会場山下充郎受講ノート)。

教育の目標は，普通児の目標と変わることはないが，児家の湾寄や生活環境の特徴から，その子の有する

特徴的な才能を伸ばす，健康であること，職業上・経済生活上の自立を目指す教脊である。

指導目標としては，1.安定!訟のある社会的適応， 2.築BlJにおける自分に適した佼昆 3.日常生活に必要な

最小限の能力(基礎的習慣の自立，文字及ひ簡単な計算，常識)等があげられる(1951年度〉仙台会場G斑

の主任耳目研究報告)。

4.4.3.5.教育の内容・方法ないしは教育計臨(カリキュラム)

実践的生活能力者とは，身辺生活・社会生活・職業生活の実捺における問題を解決する能力

を身につけた者であり，それは自立的人間である。従って，各分野の生活自立者を育成する教

育は，学力中心、の教育観から脱却して，特別カリキュラムの原理による生括経験中心のカリキュ

ラムによらなければならない。生活経験中心のカリキュラムは r経験の単元」として構成され，

展開される。経験単元は，児童の家庭生活と社会生活，その中で特に衣食住と遊ぴを主内容と

して構成される。
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そのためには，実生活や現実度の高い学習環境を設定して学習させることでみり，生活や作

業から離れた「学校ごっこ」や「おままことJ

いと指摘する。

は生活経験カリキュラムによるとは言えな

1950 年度，仙台会場の中学校斑では r学力の低下Jが課題となり，経験重視の教育カリキュ

ラムへの批判と修正案が提示されている。修正案とは，教育内容・方法を生活中心カリキュラ

ムと科学的基礎教科カリキュラムにより調和的に編成するというものであるが，具体的な教育

計画の作成までに到った提案や検討はなされていない。

指導形態については，個別性と集団性のn:り方が論議され，基礎的教科や単元は個別的カリ

キュラムを構成して展開し，生活・芸能・職業的教科や単元の展開は共通カリキュラムにより

構成して展開するとの調和的ニ形態論が出ている。教科名として r生活科」が出ている。

1950年度の仙台会場では，学校教育の学習集屈による相互作用の側商を理由とした「特殊教

育のカリキュラムは，倒人カリキュラムではない」論が出されていることに留意したい。 1980

年代には，千葉大学附属養護学校から発信された「教脊の倒2iU化と集団化」論や日本教職員組

合欝答児教育部からの主張である「集団主義教育論」等は，その論点の所在に関係する教育学

的課題である O

(1) 特殊教育研究集会資料

指導土手元は，児3量が有用な社会生活が準備できるように，各自の能力に従って各自の要求と興味を発迭さ

せるように系統立てられなければならない。系統立てられた簡単な経験単元とは，最良の進路は家庭を作る

準備，人間関係，健康・身体の発途等の内容で構成される O

年長生徒に対するカリキュラムは，基礎的主藤，社会的訓練，職業的予備訓練をさらに発達させることに

重点がおかれる。

-特別カリキュラムの際環

l.児童量の精神的標準における経験の授与， 2.興味ある活動の選択を援助する， 3.抽象的でbなく具体的に，

4.指導の補充として反復化練習を， 5.精神的心象のあらゆる君主を用意する， 6.正式な指導期簡を短期間に限

定する， 7.特別な能力と成就を原価計上して児童俄々人に動機を与える， 8.遊戯と劇化を用いて興味を主主じ

させる， 9.言語表現をすすめる， 10.能力に注意し，直きれない欠陥を矯正しようとしない， 1l.自分自身の

勉強を評価するよう助力する， 12.多くのグループ。計磁を与える。

職業教育と指導 低;爵鈍，潟痴態にも職業教育の可能性があるので訓練を与える資f壬がある o 青年期にお

いては，遅滞した智能の湾年と正常な智能を持った青年逮との接触が重視される。共同社会の職業約機会は，

学校が捻供する職業的型により決定される(1950年度版， pp.36-42.)。

年齢と能カの水準によって分化するカリキュラム

カリキュラムの内容を決定する上で，精神年齢，知能指数と同様に生活年齢が方向を与える因子となる。

カリキュラムは，前思L春期 (6-12歳)と思春期 (13-18歳)のこ群に分けて編成するのがよい。各群は更

に精神年齢により次のように分けられる(作表は筆者)。

対象群 精神年齢 カリキュフムの内容

6歳以下
読み養きの前段階運動機能，感覚訓練，偶人衛生の習僚の訓練，話し主主要芝の改
事芸，感情統語1]， リズム，描魁，学校や家庭における単純な仕事

1.前忍春期群
読むこと，番くこと，数えることが出米るようになっている。社会的に価値の

6-9歳
あるものを経験させる段階

市民として，労働者として，親として，よりよい生活を営み得るために必婆な

2.，思春期群 9歳以上
実際的な諸経験を持つ計題。いかなる年齢でも-1閣の人格として，その健康・生
i舌・習慣・性格・他人との協力について考慮されるべきである。生活に直接つな
がる公民的・社会的・職業的諸活動に重点がおかれる段総

(1951年度版， p.10.) 
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-カリキュラム構成の根底としての経験

子供達の絞験を教護に引き入れ，カリキュラムをつくる根底にすることである。子供迭は， 日々の衣食住

や遊びが重要である世界に住んでいるのであるから，

きる。

経験単元の価値を発事事させるための三つの根本的特質

1.経験や活動を実際的なものにし，人為的なマネゴトにしないこと

とがで

2.経験は協同的な生活を考慮すること。他人と共に働く感情を理解させ，全体に関連した組織の一部と

なることを理解する体験であること

3.給条は，情緒的・身体的・精神的に子供を満足させるようなものであること

経験単元の聖書約

1.適切な基礎は，子供の日々の経験に関返して沼々の生活自体の中で計幽されたカリキュラムである

2.経験の単元は，笑際の生活について学級作業を統合する手段を提供する

3.経験単元は，子供達の生活する社会の特色，子供年齢，能力7kt終に応じて採用される

4.家居室や社会に関する経験単5tは，精神遅滞児がうまく生活するために必要な習懐や態度や技術の発展

のための多くの機会を提供する

5.諸活動の一日或いは一週間の区分は，柔軟性をもったものであり，児童の要求にもとづき充分に計画

されたものである (1951年度版， pp.14-20.) 

-身体的及ひ味毒神的健康

1.身体的精神的健康は，幸福と有用さを打ち立てるための礎石であり，すべての教科活動の器本である

2.健康的教育の内容は知的正常児に対するものと隠じであるが，授業法を簡潔化する必要きは認めなけれ

ばならない

にどの経験単元も心身の発途のために利用し得る活動面を含んでいる

4.子供をよく評{織選解して，その予の性質や要求に仕事を適合させてやるべきである

5.精神的健康や適応について模範的な教師は，最もよく子供等を指導できる (1951年度版。 pp.29-30.) 

.社会約経験と市民的経験

1.家庭，学校，コミュニティに共通な経験は，コミュニティに対する健全な判断を発達させるとともに，

コミュニティの生活に主主献する能カを与える

2.最も明らかな州及び国家的問題は，年長の少年少女にとって適切な絞験となる

3.経験で生起する特殊な情況は日々望ましい態度や行動を強める。抽象的一般化よりも呉体的応用が大

切である

4.どんな活動でも，それが偶人に究極の社会的効果を与える場合のみ正当化される (1951年度版， pp 

36-37.) 

1.精神遅滞児のハンデキャップの性質は，彼に役立つべき教科の最と穣類の調方を制限している。しか

し，子供が参加できる限りアカデミックな経験の内容を制限すべきではない

2.アカデミックな教材の選択の基準は，一般生活における必婆と子供の生活に賞献するということに

よって決められる

3.教科内容が身につくには，倒人の社会的関心、の水準にあった経験を通じ，呉体的な理念と対象の操作

によって実現きれなければならない

4.教科内容の選択は，子供の側の必要と興味に応じて，特別の事態にさ当商させ，又は特別な問題の解決

によってなされるべきである

5.言葉の表，綴りの表，加算.i.成算の表などは役立つ教材となろう (1951年度版， pp.46-47.) 

・科学における経験，芸能の経験，ヱ作と職業的経験も大切な経験として考慮される (1951年度版， pp. 

47-64. ) 

精神遅滞児に対する教育翻呈

児童は経験によってのみ学習する。

ラムは r経験系列であり，しかもそれは教育的系列である。
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的に用意された教育的経験の総体を意味する。そのカリキュラムは，教育の目標を笑現させるために必要な

経験を準備する学校の計画」であると定義できる。

教育課程は，生徒一人一人の笑態を基調として次のような基本的態度により編成される o

1.学カ中心の教育観を脱却し実践的な生活能力者の形成郎ち社会的経済的良立を教育の中心筏擦とす

(小学校課穏においては職業人としての望ましい態度潔憤，司王ヱ的実科訓練，中学校課程においては

職業人としての技術習得を特に重視すること)

2.生活指導を中心として行動的訓練の反復習慣づけによる望ましい怒皮の形成，偶人生活の保全につい

ての生活のましい形態の形成(小学校課程で重視)

3.教科カリキュラムを排して，生活カリキュラムにより社会遊応に必婆な知識の獲得，乃玉三は最低学び

得る程度に引き下げた内容

4.ネ尉恋党その他の感覚器官を動員し

5. 1殴人差を重視して個別指導を保障し，個人の問題を具体的笑際的に解決する時間を設け，適応障害の

芽をメせるようにする

6.継続的，発展約(卒業後を考慮して)立つ融通性のあるものにする

7.比較的良質のものには正常児の中に溶け込めるように段階的に扱うこと

8.精神的，身体的健康をZ重視する

9.余椴の利用について十分に指導する

10.小単元主義をとり，しかも反復して取扱うこと

(2) 研究集会における波別研究の結果

基礎能力の修練を図る国語・算数等は，能力に応じた俄別カリキュラムにより指導し，その他は共通カサ

キュラムで指導する。指導の笑際にさ当たっては，能力・興味・欲求・早急心に応じて十分考慮すること。カサ

キュラム構成は，教科カリキュラムよりは経験カワキュラムとする (195心年度東京会場結簿小学校班報告審，

P.62.)。

精神薄弱児のカリキェラム構成

1.教締は*青簿児の生活経験を分析し生徒の興味・関心・要求・能力をつかみ，その中から指導計画の機

会と資料を求めることである

にその発展は発達段階としても考えられるが，場合によってはある程度迄の経験の憾の中における劉jじ

とするのもある

に身のまわりの処置， J!Dち日常生活，最小限の社会生活訓練と職業教育が主たる内容となる

4.一般のカリキュラムとは立場が異なる。それは協定的なものでなく幅のある弾力性を有するものでな

くてはならない (1950年度東京会場精華事中学校液報告審， PP.70-71.) 

特殊児童量のカリキュラムは，生活科(日常生活の指導と情緒の指導で，社会・国語・算数・理科書事の教科

を含む)，立能設(感覚の訓練と手投・特技の指導で，図工・習字・手先の感覚訓練等を含む)，盤鰻担(健

康・運動能力の増進)によって構成する (1950年度仙台会場精薄小学校況報告審， P.55.)。

生徒の学カ低下の問題には，カリキュラム構成の立場から見た場合に，生徒の経験E重視の反衛，基礎的能

力指導の軽視があげられる o

教育課程の編成は，数学等の論理的立場を重視してこれを縦戦に，生徒の生活経験の要素を横車告にしてバ

ランスのとれた構成と指導が肝要である。

特殊教育の車設業指導では，1.生徒の持つ特徴を見えだして伸ばし将来の職業に結びつける， 2.彼等の特徴

である単純で践を使わない反復する仕事に馬111れさせる， 3.勤労の潔僚をつける機会を与えることである。

務事事児に対する学習指導では， 1. B 常生活を規律イじする(習慣づける)， 2. 

与える， 3.それぞれ興味ある遊びに習熟させる， 4.いかなる隠違いをしてもむやみに叱らない

精神薄弱児のカリキュラム

A基本方針 1. 3 H (手に職をつけ，心議かに，健康に)， 2.生活に必要なことを呉体的に指導する，

度にイ閲別fじされた生活カリキュラム， 4.作業総育栽培等の情意的指導内容のE重視， 5.情操・

社会性の育成を図るための芸能的指導内容の重重視

Bカリキュラムの全体計額 小学校では主として日常生活の処理，各自の能力を高度に伸ばす，社会牲を
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脊てる内容を，中学校では主として職業教育と社会l生を脊てる内容

C具体的内容 1.教科は，個別カザキュラムとグループJJIJ共通カリキュラムにより指導する， 2.作業は，

グループと個人指導による， 3.生活指導は， 日常生活における身のまわりの処理，局間の人

との交際と協同を内容とする， 4.職業教育は各人の特性に応じて職業的基礎から始め，卒業

までに一定の職業に就き得るようにする， 5.ホームルームでは Bの計額と反省の話し合

いやイ閤JJlj指導日誌をつける活動， 6.特別教育活動は，学校行事やクラブP活動への参加がある

(1950年度仙台会場機簿中学校五圧報告審， PP.56-60.l。

特殊教官のカリキュラムは，億人カリキュラムではない。教育は，学習集尽の教育作用を基礎としているD

生活教育は，模式的学習すなわち「学校ごっご」ではない。笑生活における問題解決に役立つように，実

生活と結びつけた現実度の高い学習環境を構成して，偶人生活のまま本と人間関係の理解を学ばせるのが生活

教育である。職業教脊も又 rおままごと」教育であってはならなず，職業生活教育である。

コア学習とは別に読み餐き算数」の練習が必要さであり，集団や対人関係の中で必要場面を設けて身につ

けさせる指導が大切である (1950年度仙台会場，山下光郎受講ノート)。

3Hに3Rをとけ込むようにするためは経済生活や感覚訓練によるのがよい (1952年度仙台会場，山下充

郎受講ノート)0

単元の構成は，児童が解決を必要とする生活問題をとりあげて，系統的学管内容との関連づけを考慮しな

がら設定する。具体的には，本人の能カ・特l生等をふまえて社会的要求の最低基準と将来像により学習内容

を選択する (1951年度仙台会場G班の斑別研究報告)。

第4章註

1.市j撃墜「教育改革期における特殊教育論J r戦後北海道の精神遅滞児教育成立郊における特殊教育論一一北

海道大学教育学部[特殊教育議皮]の成立過程の検討と城戸構想試論-Jpp.43-94 .1998 .11.北海道大学大

学院教育学研究科修士論文

2.特殊教育条項とは学校教育法J (昭和22王子3月31日法律第26号)の然6章特殊教育[盲学校，重量学校，

養護学校の目的]第 71条から第75条までの規定内容を指す。この特殊教育条項の成立過程に隠しては，上

記註1.[首論文の pp.71-79.を参照されたい。

3.詮 l向論文のpp.75-78.を参照されたい。

4.特殊教育の義務市j施行に関する論議は，先ず「教脊刷新委員会」において， 1956年 10月18日の第7回総

会から論議が開始され，第2特別委員会第8回会議などを緩て， 1947年11月21臼第2特別委員会第21回会

議における盲重量破義務制確認までなされている。また，それぞ、れ1946年6月からの日本国完憲法， 1946年11

月からの教脊基本法， 1947年3尽からの学校教育法の間会審議においてなされている。その主内容は，設1.

同論文のpp.49-75に詳述した。

丸山本普については，第2業の註4，5を参照されたい。所蔵資料は，明治学綴大学の倉療に保管されていた。

6.三木安正が恥心となって結成した「精神遅滞教育研究連盟」の成立に関しては，三木安工E(1979.7.)，山

本普 (1985.5.)，山口議 (1997.4.)，松矢勝宏 (2002.8.)らの説がある。

市i暴登lま精神遅滞IJG教育研究連援の総成と特殊教育論Jr戦後北海道の精神遅滞児教育成立期における特

殊教脊論一一北海道大学教育学部[特殊教育議滋]の成立過穏の検討と城戸檎怒試論一一Jpp.87-89 .1998 .11. 

北海道大学大学院教育学研究科修士論文において成立過程を明らかにした。

各者の説を次lこ再掲する o

企画推進の当事者三木安立は全特逮誕生の時はいつかということはかならずしもさだかではない。昭和

22年8月に[精神薄弱教育研究会]が発足した(全日本特殊教育研究連盟『日本の精衿薄弱教育 戦後初

年一一第三巻教脊の研究・動向Jp.170.日本文化科学社)J と述べている。

参加者の一人で、ある山本普は r昭和22年7月14日から 8月16日まで特殊教育指導者議官ま会が潤かれ，

精神薄弱部門の参加者は 13名であった。本講習会終了直前(8月14日)には，三木先生を会長として， [精

神薄弱児教育研究会]が参加メンバーを中心に結成され，のちに[全日本特殊教育研究迷盤]が設立される

基礎となった(全日本特殊教育研究連惣三木安正先生を偲ぶ会綴『三木安疋と日本の精神薄弱教育Jpp. 
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166-167. ) J と述べている。山本説は，議務会の名称及び研究会の名称に誤認がある。

UJ口言葉は全日本特殊教育研究逮箆(全特連)が設立された正維な耳耳目は必ずしも定かで、はないが， 1949 

年(昭和24年)に，三*安lE，小杉長王JZ，杉田裕らが中心、になって，会図の特殊学級の中から後れた者を選

ぴ，その笑践報告をまとめて r精神遅滞児教育に実際~ (6月26日発行)という表題で出版した際，その本

の編者としてはじめて[特殊教育研究逮盟]という名称を用いたことから，会特速の30周年毒事業を百十麟する

にあたって，この年，すなわち， 1949 (昭和24)年を会特迷都立の年とすることが決定された (8本精神簿

弱者福祉連盟『発達障害白書事 戦後 50 年史~ p.425.臼本文化科学社)Jと述べている。

渡主蓬健治は，上述の先行研究があるにもかかわらず教育実践でつづる知的罪事答教育方法史一一教育方法

の展開と探求一つの中で次のように述べている。すなわち連合憲総E司令部氏冊情報教育局 (CIE)の協

力で1947年に首・饗・知的降客児教育の教員を対象とした6遜関の合宿講習会が隠かれた(杉E8， 1976，57 

頁)(pふ)J， r1947 年 7 月 14 日~ 8 Y'!16日に CIEの後援を受け，文部省主催で特殊教育講習会が開催され

たことはすでに述べた。この講習会に参加していた者たちより，講習会後も研究会を結成し，知的隊率教育

の振興をはかることを意図され， [精神薄弱教育研究会]が作られた (p.12.)J e 0 1947年の講習会の正式名

称は r特殊教育教員蒋教育講習会」で郷軍永は液港が使用した「合宿講習会」である。間講習会における CI&

Eの関僚の立場は資効J であるが，波遜l土協力と後援として粗相違する用語を使用している。

7.参加者数には諸説があるが， 13名が特定できる。 4.2.1.r特殊教育教員再教育講習会の実際」参照されたい。

8.詮6.市簿登同論文の2.10.2.3. r精神退滞児教育Z研究連盟結成趣意審~ p.88参照。

9. rむi謬登・高村法{采・量三橋春光・言者言言隆「北海道の知的障答児教育実践史研究一一戦後初の雄武小学校〔特別

学級]の成立と教育笑践一一J r日本特殊教育学会第39図大会発表論文集』発表F付帯資料p.7.2001. 9. 

10. 市~害豊「劣等児等の教育笑践J r~ti毎遂の知的障害教育笑践史研究一一第二次大戦前における劣等兇等の特

別教育 (m)一一J r北海道大学大学院教育学研究科紀要~ 90. pp.113-119. 2003.6. 

11.文部省初等中等育教育局特殊教脊室の設立童 特殊教育に関する事務は， 1947年5Y'!学校教育法の焔行に伴

い文部省の事務組織改編が行われ，初等教育c課が新設されその所管となった。ついで， 1949 if. 5月には，文

部省設言霊法の公布とともに文部省組織規定が制定され特殊教育は初等中等教育局の各課が主管した。 1948年

度から盲護学校の小学部の義務iliUが学年遂行により施行きれ1953年度に会学年に及ぶこと，統合的施策の統

一的事務推進が求められることなどから， 1952年8月に文部省組織令の制定lこ伴い，初等中等教育教育局に

「守寺殊教育皇室」が設けられた。

12.奥回三郎は，精神遅滞児の鑑別・治療に関して「生物学的必然性としての欠陥」と捉える治療教育学的人

間論を主張している。奥田三郎「i会療教育法」岩波 f教育学降典~ III pp.1629-1631.1938.岩波警腐

市j翠皇室・室橋春光・諸E喜隆「北海道の知的燈主害児教育史研究序説ーーその源流:奥悶三郎 (1903-1983)と

小金井治療教育所(小金井学園)一-J 北海道大学大学院教育学研究科紀要~ 83. pp.25-116. 2001. 6. 

第5重量 指導主事教科民連絡協議会「特殊教宵J!gI 

指導主事教科別連絡協議会は，第 1章1.2. 2. の D.~こ既述したように初等中等教育の改善を目

的に，地方指導事務に関する連絡調繋及び教育委員会の初等・中等教育各部門担当指導主事に

よる研究協議をおこなう場として， 1953年から東京で隠催された。 1953年度の研究部門は，小

学校・中学校・高等学校における各教科部会，教科外部会，幼児教育・へき地教育・特殊教育

など 10部会により構成されている。特殊教育部会は，第五班「特殊教育」として，雷語障害児，

精神薄弱児のこつの分科会に分けられて研究協議がおこなわれているが， 1955年には教育課程

13部会に， 1956年には菌語科等12部会に，それぞれ変更している。

本連絡協議会に関する資料は発掘できず，唯一の史資料である f文部省初等中等教育局『昭和

27年度指導主事教科別連絡協議会記録(下)~ (昭和 28年4月)により，その概要を摘記する。
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「昭和 27年度 指導主事教科別連絡協議会記録J

I 各都道府県における特殊教育の笑状報告，情報交換
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各都道府県におけ音教育，ろう教育，精神薄弱児教育，肢体不自由児教育，行動問題児教育等の現状を

報告し，情報の交換を行った。研究協議事項は，実情報告・交換の結果をもとに，特殊教育の振興の条件・

不振の条件を抜き出して，先に参加者から文部省宛に報告した協議事項と併せて設定された。

II 協議事境

1.特殊児童の判耳目はいかなる基準よることが妥当であるか。

特殊教育不振の原闘の一つは，半IJ別基準が漠然としていることによる。辻村泰男特殊教脊室長は，次の

ように指導している。

文部省は教育上特別な取扱いを聖書する児童生徒の宇Ij別暴挙」を設定し，解決のー効にする方針である。

このまま準を速やかに各都道府県に通牒する予定であるが，関係官庁とのお合せもあるので新学期早々には

間に合わないで、あろう。内容は， 1. @， 2.ろう， 3.性格異常， 4.精神薄弱， 5.言言語障害， 6.肢体不自由児

のそれぞれについて基準及ぴ教脊的措震が示され，具体的な判別法，教脊法は別の解説察(手引番)に訴

されている。これが出されることにより，特殊児主主の誤診，言呉れる指導は除去されるのみならず，無駄な

努力や不合理な運営が排除され合理的，能率的指導カミ行われ，効巣が期待される。

2.特殊学級の運営指導において，いかなることが問題とされているか，これをどう打開するか

A 設讃について

特殊教育振興の条件(1.文部省王侯の研究集会の実施による現職教育と詩家など，七墳の条件がまと

められている)

B 運営について

特殊児童の知的，社会的成熟度をどう把握し，どのように指導の限界を規定し運労するかについて配

慮する o

特に中学校として協意すべきこと(1.特殊学級は全校の支持を受けて運営すべきである等，三つの留

意事項をあげている)

C 指導の内容について

特殊児重まの就職指導，あるいは将来の生活の設計と深〈関連させた教育課税を編成する。

1.教科の指導は，生活指導，人格性の指導を重視する

2.特殊児議の務能カよりみた最少必要客室主の内容を系統的に綴成する(普通児の教育課程は，小・中・

高・大学と一連の関係の上に編成されているが，特殊児童量の場合は，社会に出て自立するに必要な最

低限を，生活経験を通して児童の興味をひきだしながら指導する)

3.特殊児童が就職し得る職穫を潟査し，その織種ではいかなる能力が必婆とされているかを研究する

4.特殊児童のためのドリルは精神衛生的立場から行った方がよい(以上三木安志氏の指導)

*精神薄弱児の国語教育

1.言葉の緩皮を下げるだけでムなく，話し言葉を指導し考えるカを養成する

2.発達段階を考慮する。具体的には，ここの児童の精神年齢，生活年齢を抱援し，これに応じた指導

法を工夫する(以上平井島夫氏の指導)

3.普通学級内の特殊児童はどのように指導したらよいか(筆者省略)

4.行動問題の指導はどのようにしたらよいか(筆者省略)

5.教員養成と現職教育はどのようにしたらよいか(筆者省略)

6.特殊教脊行政はどのようにしたらよいか(室筆者省略)

以上のことから，文部省は，予め各都道府県における特殊教育の実情と意向について報告を

求めて，全国の特殊教育実施の現状と問題について把握していることが分かる。そして，現状

と課題認識に立って，指導主事による協議事項を決めたのであるo 特に，特殊教育振興上の条

件を分析検討することにより，特殊教育に関する行政施策の手掛かりを得ょうとする意図が見

えている。従って，指導主事教科別連絡協議会は，特殊教育施策の中で，1.入級判別基準の公
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示とその理解， 2.特殊学級の設還と管理運営の全国共通原則に関する指導，及び、3.通常学級に

おける障害児等の取扱いについて，文部省の意図を徹底伝達することにあったと理解される。

第 6準教育指導者講習における教育課程論

前述の第1章から第4意においては，史資料を基に特殊教育に関する講習内容と研究内容に

ついて検討した。しかし，特殊教育関連講習会の講習内容は，教育課程に関する内容が簡略に

扱われており，主に指導計岡，指導法，教育評価，児童理解・判別等にかかわるものであり，

しかも，実際的で具体的な内容となっている。そこで，初期に開寵された「教育指導者講習J

における教育諜程論を概括して，その特質を明らかにする o すなわち，指導計画・指導法・教

育評価等は教育課程編成の具体的構成内容であることから，教育課程編成の根底となる教育課

程論を明らかにして，特殊教育関連講習会における教育課程論を補うことが求められるo その

ために，文部省が主催し CI&Eが賛助・後援した，教職員再教育講習会等のなかで，最も

時期に，周到に計間開催された「教育指導者講習J における教育課程論を取りあげることにし

た。そこで扱われた教育課程論は，記録集録から体系的で総合的な論述であることが判明され

る。本主きでは，文部省と CI&Eが占領期において教育課程について計閥的・組織的に講習した

中核的内容について，開催時期の)1僚に検討するo

6.1.中等教育における教育課程論

ドクター・ベッカムベ梅根惜は r中等学校の学習指導JW中等学校指導主事言葉潔会資料u948

年の中で，教育課穏に関して次のように述べている(摘記)。

「教育課緩についいて」

これまでの中等教育は，進学準備，エリートのための教育であり，学ぶ中味はバラバラの孤立した教科自

に分散したもので，教科番中心であった。このことへの反省に立って，民主的な社会主主活の出来る人間育成

して，審物学校にならない活動学校 activityschool，生活経験の学校をつくることである。ここで

は，すべての教材がお互いに関聯させる生活経験をカリキュラムの中核に据えて，学校が村や由Iの学習セン

ターとなる。生活経験の学校は，実際の生活，経験をやりながら学習する。先ず，生活し，そして，その生

活上の主主きた問題に触れながら学習していくことである。生活経験のカリキュラムは，生徒の生活経験を中

核として教材を統合して構成する。 (fよい学習環境をつくり出そう Jp.l.) 

カサキュラム援には，伝統的カリキュラム，統合課程(融合課程)，総合的コア・カリキュラムの三つがあ

る。共通の学潔指導法としては f生活を通じ，経験を通じての学留する Learning through livingJ経験

単::iGexperience unitにより指導する。 (fカリキュラムの三つの裂Jp.16.) 

ヴ?アージニア・プランは，社会科のような一教科のカリキュラムではなくて，学科目組織を棄ててしまっ

て，それに代わるものとして作られた全教脊課程を一つの経験カリキュラムで覆わんとする意図のものであ

る。 (p.18.)

次いで，新カリキュラムとして， N. E. A.プラン，ヴァージニア・プラン，サンタ・パーパラ・

プランについて，それぞれ詳述している。そして，ユニット(単元:Unit)について次のよう

な説明がある(摘記)0 

ユニットは，カリキュラム構成の単位であり，カサキュラムは多くのユニットの系列である。単元の起源

は，ヘルバルトの教授理論にあり，主幹元l土学留の「まとまり」である。単元には，t是主手元，大主手元，経験単

元，活動単元，作業単元，教材単元等の名称と性格がある。 (P.31…33.)
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続いて Iよい単元例」や「資料単元sourceunit， resource unitJ及び「望ましい資料単元

条件j 並ぴに「作業単元の評価」について解説している。次に，単元の設計・展開・生徒の活

動・スコープとシーケンスにまで言及している o 第二十議「学習の個7JU化と学習の補修Jでは，

近代学校における教授形態について，個別的教育形態から社会的協同教育形態(一斉学習によ

る協同形態)の変遷，すなわち，その系列として，ベル・ランカスター法belllancastersystem， 

ドルトン・プラン daltonplanやウイネトカ法winnetkasystemについて説明している。そし

て，ユニット・プランの実践に関して次のように提案している。(摘記)

「ユニット・プランの実践」

われわれの考えているユニット・プランは，その内容と展開方式は極めて社会的である o コア・カリキュ

ラムのユニットは社会生活のユニットであり，その展開法は社会的協同による共同談窓の達成という形をと

る。

しかし，単元学習による学習指導は万能ではないとして，ユニット学習の展開過程において，

浅薄なうわすべりな学習指導とならないように，能力別グループや個人への細心でしかも撤底

した「補強的学習」の設定を求めていることに留意したい。この視点は，今日までの通常教育，

特別教育を陪わず，学校教育現場における生活単元学習や作業学習の設計と展開上の留意点と

してふまえられていなかったと指摘されよう。また，ユニット学習の個別化の方法としてとし

ての「補修学習」について次のように紹介している。(摘記)

r[ユニット学習]における個別化法としての祷修学習J

学習指導の儲別化と特に適応不十分な生徒のための補修指導の仕事は，今後の教師がカを注ぐべきZ重点の

新しい中学校は，すべての青年逮が一緒に仲よく生活する場所である。従って，そこにはあら

ゆる程度の能カと必要をもった雑多な生徒が一堂に会している。この様な雑多な生徒に対して適切に適応す

る教育を行うことは，デモクラシーの本質に触れた問題である。教育の民主化とは，ただ学校をすべての青

年に開放することではない。開放によって生ずる劉難を克服することによってのみ民主化は完成されるので

ある。 (P.147ω148.)

ここに述べられている真の教育の民主化とは，あらゆる程度の能力と必要をもった雑多な生

徒への学習保障だとする理念に溺意したい。我が閣の民主主義は， 21世紀に入った今日もなお

未成熟である。この現実は， 1948年当時の学習の個別化や中学校教育のあり方を志向する視点

からすれば，主体的に教育の民主化を志向する教育実践の取り組みの脆弱性の証左であるとい

えよう。

次いで，参考資料として「教科中心カリキュラムと経験カリキュラムの差叫」を引用して再掲

する。

中等教育を担当する指導主事に対して，新電Jj中学校における教育課程論が生活経験主義に

立って組織的に伝達されているo このように教育学的に組織された教育課程論は，概述の「特

殊教育」講座では確定的にはなされていないことから，教育課程論は指導主事・教員養成大学

教官など，新たな教育指導者に対して， T.ホブキンス *3の経験主義教育課程の立場を意図的に
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「教科中心カリキュラムと経験カリキュラムの差J

教科中心カリキュラム

1.教科を中心とする

2.毒事ら教科を教えることに重点がおかれる

3.教授に先立って教へるべき知識は選択され構成さ
れてゐる

4.教邸その他の権威の代表者によって支配統率され
てf子〈
5.学校を知識をさずけるための機関とみなし知識の
笑生活に対する有用性などといふことは少しも考

慮、することなく只その知識自身のために現象，事

情を学ぶ

6.生徒の学習に考慮せずに或る事項や技能を教へる
事に重点をおく

7.定まった一定量の知識を教へこむ方法にE重点をお

8.学習の方法を出来るだけ一定し一定の学習の結果
を期待する

9.一定の教科案によって一定のひながたをつくり出
ザず

10.教官とは，学校できずける教育であると考へる

と見なすことができょう。

6.2.初等教育における教育課程論

経験中心カリキュラム

1.生活が中心となる

2.学習者の円満なる成長を促進することに重点がお
かれる

3.学滋の過程において学務の対象が学資者によって
選択され構成されて行く

4.学ぶ者全体(長日ち生徒ふ教師，前線，校長その他
をさす)が協力により統率され指導されて行く

5.笑生活の進歩向上に直ちに役立つところの理解に
'Aきをおく

6.態度や技能をつちかう事より偉大な普通の関係あ
る一つの部分として強調する

7.学留の過程を3重要干兎しながら理解に重点をおく

8.学習の方法を出来るだけ多種多様にしその成綴，
成果変化に富むものを期待する

9.俄々の子供に個性をもっ独自のものとして発展せ

しめる プロセス

10.絶えぎ、る成長の過程とし教育を定義づける

次に， 1950年3月から 5月にかけて東京大学において開催された教育指導者講習の関係者が

編集した『第4回IFEL研究要録(初等科りから，初等教育関係者対象の教育課程論を概観す

る。本研究要録の内容は，第一編「現代日本の社会における課題の検討j，第二嬬「カリキュラ

ムJから構成されている。第二編「カリキュラムJの構成は，第一章「新しい教育観j，

「新しいカリキュラムj，第三章「基礎的教科の学習指導」などからなり，教育課程理論と具体

的な展開の方法について教育学的に体系づけられた論述となっている。本節では，その中の第

第二章から教育課程論に関する主要点について以下に摘記する。

「教育諜程論J

日本の教育は，全体主義の教育体制!の下で，皇道主義の教育忠i朝に支配され，知識注入主義の教育傾向で

あった。特に，知識注入主義教育は，立身出世ゐのための学問であり，それは欧米学問技術模倣の詰め込み教

授，反復練習努力によって多議の知識の望号待記憶をもとめる係知的傾向を助長させるものであった。わずか

に，大正時代に新教育の試みがなされていたが，全般的には教締中心、の教科警による教育，模倣と記'憶と格

言語の教育であった。現在の教育・教育学は，コベルニクス的転換， RPち，主体と客体との転換を図らなけれ
人間は，成長発達の可能性があり，同時に成長発途しなければならない要求を含んでいる。こ

の聖書求を r経験によって学ぶ」カとして，その霞かれた環境に結びついて生活活動を展開し，その過程を通

じて自己を皇室かにし，形成し，笑現してゆく， R日ち成長発達していく存在である o 児童は知識の受容器では

なし知識の創造者である。従って，教育は，児童の「興味J，r自発性J，都主主」の尊重を，その教育忍怒

を中核とする児童中心の教育観，生活中心、の教育綴により計画され笑施される。

生活中心の教育は，有為有能な社会的実践入を脊成するための教育である。過去の教脊は，学校で学んだ

知識が日常生活とは遊離して少しも笑社会に役立たない「学校的知識」であったことを反省しなければなら

ないG そして，一斉闘一教育を改めて，

を伸ばす教育へ転換しなければならない。また，学校は，児主主の「生活地域社会」化 r地域社会の学校」化
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を図らなければならない。 (p.1-8.)

「児童は成長発達の可能性があり，陪時に成長発達の要求をもっているJという視点に注目し

たい。既に 1950年当時に r児童の成長・発達のニーズに応える教育こそが真の民主主義であ

るJ とする視点が現出していた。しかも，この視点は，全ての児童を意識したものであり，決

して障害をもっ児童に特定していないことに深〈留意しなければならない。このことは，現今

の「特別な教育的ニーズ論」を超える教脊学的普通性があると指摘されよう。

学校教育の生活化とカリキュラムの生活化に対する意見として，以下のニつに分けて論述し

ている。この学校教育の生活化とカリキュラムの生活佑の相違に関する意見には留意したい。

荷故なら，今日までの知的障害児教育における「生活教育課程」論のなかでは，この相違論に

関しては理論的にも教育実践的にも深められていない課題であることによる。(摘記)

F学校の生活イととカリキュラムの生活化」

それは，学校教育は，実社会の生活に対する準備教育であるとして，単

lこ「生活による」教育を求める立場である。生活の具体的要素的な道具として知識や技術を授ける。生活の

道主主としての知識を授けることが図的であって，生活がいわば手段として利用される立場である。

2.生活による教育 それは生活を通して」の教脊の意義を認めながらも，むしろ「生活のためのJ教

育を重視する立場である o つまり r生活による」教育であると同時に生活のための」教脊であることを

主主に意識する。そして，生活のための教育とは，生活を教管のg的原理として，実践的な生活者を養成しよ

うとする。しかし，生活による教育は異国産の美しい花の縫」であったため，混乱した世相に影響されて，

現状では罪者中模索と行きづまりに焔っている。 (p.l0-11.) 

1950年当時，我が国の初等教育学校における生活主義教育は，文部省と CI&Eによる行政指

もかかわらず，教育現場では暗中模索の状態であり，その実施に行き詰まりを見せていた

ことが分かる。そして，その行き詰まりは実践的にも理論的にも解決に至っていない。

次に，第二章の「望ましいカリキュラム」から，教育指導者講習において講義されたカリキュ

ラム類型論とその批判について概観する o (摘記)

「カリキュラム類型論とその批判J

現行カリキュラムの類援には，教科尊重量怒と生活経験尊重主君主がある。前者には教科カワキュラム，相関カ

リキュラム，融合カリキュラムがあり，後者には広域カリキュラム，コア・カリキュラム，経験カリキュラ

ムがあり，それぞれには長所と短所がある。

向であり，内容は生活プログラムとして計画されることが望ましい。

コア・カリキュラム(経験を中心としたコア・カリキュラム)

長所 イ 児童の興味・望号求に密接につながり，現実的な直接経験を中心とした力ワキュラムが編成され

る

ロ 社会的}直接的環境を利用し，特に地域社会についての学習や活動に参加し，生きた学滋をする

ことが出来る

ハ 民主主義についての環解とそれを体得するのに容易なグループによる問題解決，討議法，単元

の協力的な計額等民主教育の在り方にふさわしい

ニ 社会と学校との結びつきが容易である

ホ 新しい学習の心理と一致する。新しい教育の目標に近い人間の育成を期待することが出来る

短所 イ 主主接経験と個人の学習の場において学習された毒事項は，新しい生活にうまく i慶応しないといわ

れる。経験が客観的に，知的に，凡ての経験を上手に網羅していないと，活動のための活動，経

験のための絞験におわってしまって，人間生活に役立つ正しい意味でおの経験の詩編成にはならな

し、
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ロ 現;(Eの学校又は教師は，このカリキュラムを笑施するだけの準備がない。従って，計磁のため

のカリキュラムであり，計磁はあっても，実際の学欝には適用せず，机上プラントとなり易い

ハ 一般社会がこうしたカリキュラムに対する認識が足らず，したがって，社会の協カが求めがた

し、

ニ 系統的知識の潔得が不十分で、あり，いわゆる学カの低下が心配される

教科カリキュラム

長所 イ 知識の体系が論理的に整然と，比較的単純化されている o 教授者も被教授者も便利で学習が毛筆

易である

ロ 学習の時間と労カが節約される

ハ 教授者も商綴も一般社会も，この方法に充分なれているので凡ての函で辛さがない

ニ 現在の学校の内容組織主主の他全般が此の方法の実施に便利である

短所 千 心理的に考慮された留が少ない。児玄の興味や発遼段階に縁遠く，経験の簡に生き主主きとして

f製J<留が少ない

ロ 新しい教育が目標としている民主的でト翠かな人間性と笑践カある社会人を造るというねらいか

らは遠い

ハ 系統的に組織された知識のみをカリキュラムと見る見解はせまい。系統的知識は絶えず変化す

る。それ放に，教科としての系統知識を考える時も，常にそれが変化する衝において捉えられ，

現笑の防長室を中心として系統的知識を組織するよう工夫さるべきである

ニ 系統的知識の領域をカリキュラムの唯一の材料とみることは，現実の社会主主治との結びつきは

少ない。現実の生活意欲，生活感情，活動実践カ等は，単なる知識の体系からは与えられないで

あろう

ホ 生活とのつながりがないため，笑生活の応用が閤難である。過去のB本の教育の最も大きな欠

陥である

望ましいカリキュラム

1.カリキュラムの意義

教育観や教育問襟は，社会の理想・{廊値・要求と児童の要求とを一元的に抱援して規定される。カリ

キュラムの定義は次のようなものがある ο

① カリキュラムは，子供の成長発逮を効けるために(IlPち教育目標の為に)学校で組織的に汚意され

た教育経験の総体である。(1)カリキュラムは，総織的な教育的経験である経験カリキュラムである。

(2)学校における経験の全体である。単なる教科課程ではなく教育の全課程である。 (r小学校経営の手

引き~)

② カリキュラムは，各偶人が学校の指導のもとに行う生活そのものである。学校内外の広い生活領域

にわたる生活カリキュラムである o (r新号制中学・高校管理のそ子引き~)

③ カリキュラムは，主主徒の成長発達を効f更するために選ばれ，整えられ，提供された生徒の環境(行

動的環境)である。カリキュラムは，従来の教科活動及び教科外活動のすべてを含む教育の全体計簡

である。 (r新電Jj高校の教科課程概説~)

2.カリキュラムの性格

リー， C.cによれば，民主社会にふさわしい円満な人間を育てるためには，次のような絞草案をつけてや
ることが必要である。1.社会的経験(人聞の学習)， 2.言言語の経験(ことばを用いる学習)， 3.数蚤の絞

重量(量的思考を伸ばす)， 4.科学的経験(科学的概念を得させる)， 5.健康の絞験(健康的絞験を与える)，

6.創作的経験(美の観賞と表現)の六つである o これらの経験を教育的に組み立てるのがカリキュラム

である。これらの経験が，時間的に，連続性をもち，内容的に総合性をもたねばならない。

小学校て込用意すべき経験のlZ9領域は，1.身体の健全な発遼に必婆なもの， 2.社会生活に必要なもの，

3.いろいろな学習の為の主基礎的技能として必要なもの(読む，望書く，話す，数量ま等)， 4.生活を受かにす

るために必要なもの(音楽図工等)である。中学校は，小学校の閉鎖域に次のこ領域を加えたものであ

る。すなわち， 5.職業的経験， 6.課外活動としての社会生活経験である。 (p.12-20.) 
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3.望ましいカワキュラム

1.生活カリキュラムの立場をとるべきである

2.教育自襟から考え，生活課題解決の学習領域を設定すべきである

3 IしつttJ， r訓練J，r課外活動J，r行事教育」な

域を日常生活課穏として設ける必要きがある

4.教科的課程は，要言葉経験の系統的発展を図るものである

a 生活課程(日常生活課程を含む)

b 教科的課稼

c 似多言腕主

c' :選択蓄量程

カリキュラム構成の基本的立場

カリキュラム構成計樹

「カリキュラムの構造J

1.カリキュラム構成の主体は各教郎である。学校ではその地域と子供に即して構成する
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2.計爾は，中央計画，地方計調，学校計磁の各段階において， ~圭準的にカ動的に構成する。しか

し，その各段階は，

3.郡市に教育委員会を整備して，そこが中心になって構成する

カリキュラム構成の一般的手続き

構成の基本的立場と段階

-教育観の確立 教脊根本目擦の確立，教育方法，方向性の確立

る

-カリキュラムの根本的性格の確立

.構成の根本的立場についての検討

構成上の根本的立場

カリキュラムの本質についての諸問題の整理，

考慮した織成である。現行諸法規・学習指導要領等を充分研究し，生かし，捕らわれない立場

で構成する。カワキュラムは，永遠の構成の迷統である。改訂は，構成一実験一言平側 改喜多の

永遠の連続であり，決して濁主主的なものではない。

掛かりとなる「基準カリキュラムJの構成を主体とし，その実施細案は現場の各教師の主体的

文部省と CI&Eが選任した初等教育講習の講師連も，学校教育現場においては，経験を中心

としたコア・カリキュラムを計画しても，実銭し展開する条件は繋っていないという認識であ

る。その条件とは，コア・カリキュラムについての教師の実強力と一般社会の理解と協力に関

してである。すなわち，経験主義教育論に基づいて編成されたカリキュラムは，机上プランと

なり，実探の「教授ニ学習」において実践される事例は少ないという現状にあったことになる。

また，カリキュラムの意義に関しては，普遍的な教育理念がもりこまれている。すなわち，

社会の理念や価値を含めた「社会的要求」と児童の「成長・発達の要求」の一元化である。こ

こにも，今日的なニーズ教育思想の朕型が現出していることに留意したい。更に，

ムは，児童の成長・発達のために提供される「行動的環境」であるとする視点も新鮮である。

そして，カリキュラム構成の基本的立場に明示されているニつの「一貫性」の観点及び「基底

単元」に基づく現場教師の主体的・創造的活動を求める姿勢も今日的な教育価値をおびた重要

な教育実践の調点である。
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6.3.教育指導者講習における教育課程識の特繋

6.3.1.教育の理念ないしは教育思想

教育思想は，戦前の日本における教育について， ["" [学校的知]の住入主義による一斉画一教

(中等教育指導主事講習)j， [""全体主義教育体制・皇道主義教育思想下における知識投入主義

教育(初等教育指導主事講習)jと批判し，それを改革することに新教育思想の根源があった。

そこで，新教育の理念ないしは教育思想は[""人間は，成長発達の可能性があり，成長発達への

要求を持つ存在(初等教育指導主事講習)jであり[""児童中心の教育観，生活中心の教育観(中

Jである。従って，戦後の新しい教育課程は，民主主義の教育理念ないし

は教育思想にに基づいて編成され実施されるのである。この見童の成長・発達の要求に応える

教育理念ないしは教育思想は， とりもなおさず，今日の全ての「児童・生徒の成長・発達のニー

ズJ に応える教育の原型の出現にはかならない。

6.3.2.教育の目的ないしは教育像

新教育の理念ないしは教育思想を実現するために意識された教育目的ないしは教育像は[""民

主的社会生活の出来る人間(初等教育Z指導主事講習)Jの育成であり[""生活中心、の教育は，有

為有能な社会的実践人(中等教育指導主事講習)jの育成である O 共通する教育像は[""民主主

義国家を築き上げる社会的実践人」におかれている。

教育観や教育自標の設定については[""社会の理想・価値・要求と児童の要求との一元的把擢

(初等教育指導主事講習)jをあげている。

具体的な目標としては[""児童一人一人の能力・興味・経験に応じて，それぞれの性格と天分

を伸ばす(初等教育指導主事講習)j教育であり[""児童は知識の受容者でなく翻造者である。

生活教育は，理想的人間像を自立・自律的な生活者とみなし，生活において，生活のため

ぶ(中等教育指導者講習)J教育を進めることである。ここに通底する目標は[""一人一人が生

活の自立を目指し，その能力・興味・経験等に応じた自律的な生活者j である。この教育目的

ないしは教育像は，障害者基本法の第 3条に謡われている基本理念や目的概念と同根であると

いえる。

6.3.3.教育の内容・方法ないしは教育計画

初等教育姐当指導主事を対象とした講習においては[""児童は，成長・発達の要求を〔経験に

よって学ぶカ]とし，その置かれた環境と結びついて， [生活活動]を展開し，その過程を通じ

て， [自己を豊にし，自己を形成して，自己を実現してゆく]存在である。すなわち，成長発達

してゆく存在」であるとの教育観にたった講習を徹底している。児童の学習は，経験によって

護持した「学ぶ力Jにより，児童の生活環境を取り込んで活動する過程である。従って，教育

課程は[""学校の生活化」と「カリキュラムの生活化」の二つの観点から組識・編成きれなけれ

ばならないのである。それは[""児童の生活地域社会佑」の視点と「地域社会の学校化」の視点

による統合を意味する。本講習においては，カリキュラムのモデルとしてヴアージニア・プラ

ンが例示されているo 以上のことを要約すれば，次のように整理される。教育課程は[""生活の

ための教育」を目的的概念として[""生活を通じて，生活による教育」を方法的概念として，学

校の生活化とカリキュラムの生活化により編成・実地・評価される学校の教育計画である。

これまでの，生活主義教育の実賎においては， 1935年代に展開された生活学校運動*3を別に
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すれば，カリキュラムの生活化に視点がおかれ，学校の生活化の調点，すなわち，生活学校づ

くりを基盤としたカリキュラムの生活北の取り組みが欠落していたといえよう。

中等教育担当指導主事を対象とした講習においては，講義「学習の個別化と学習の補修」の

なかで，次のような教育課程編成・実施上の重要な視点から講義がなされている。それは，コ

ア・カリキュラム料のユニットプランの利点と限界及びその対応についての説明である。単元

は，その展開法として「社会的協同による共通課題の達成」という形態をとる。しかし I社会

別イ七の要求に合致する」が I学習指導の個別化や学務適応に不十分な生徒のためには，教師は

補修指導の仕事に力を注がねばならない」のである。この指摘は，生活単元学習の実施方法に

おける集団的指導形態の限界伎と偶別的配慮としての「能力別クソレーブρや個剖への細心でしか

も徹底した[補修的学習JJの取り組みの必然性について示唆したものである。

望ましいカリキュラムとは，組織的・教育的経験により構成された「経験カリキュラムJで

あり，それは，単なる教科課税にとどまらない学校生活の全体計画である。カリキュラムは，

各人が学校の指導のもとに行う生活そのものであり，学校内外の生活領域にわたる「生活カリ

キュラムJが望ましい。そのカリキュラムは，生徒の成長発達を助長するために選ばれ，整え

られ，提供された生徒の環境(行動的環境)である(中等教育指導主事講習)。

教育指導者講習は，高橋寛人 (1999.12.叫が指摘したように， 'IFELのアメ 1)カ教育学は，

戦後日本の教育学の原典である」という史観は肯定されるが，更なる詳細な資料の分析・検討

が課題である。特に，指導主事対象の講習では，発足期の指導主事に対して明確な意図を持っ

て，アメリカの経験主義教育学を理解させるにとどまらず，経験カリキュラムの構成と実施の

実際についてワークショップにより学ばせることにより，各地域における経験カリキュラム編

成・実施のへルパーとしての役割を期待していたことになる(高橋寛人1991.10.刊。

第B章註

1.ベッカム Peckham， Earl K. 1 & II Sessions Visiting Experts Supervisino in Secondary School 

Dir巴cterof Curriculum， Sequoia Union High School， Redwood City ，California.文部省 f教育指導者講習

小史~ p.34 .1953. 

第一，二期の中等指導主事講習会の米関人議附「教育課程と教授法J，rワークショッブ」 担当。佐藤広美

編・解説f史料日本の戦後教育改事一一松本喜子美子史料一一第 I巻 IFEL'GHQ教育指導編 1~ p.414 .1998.2. 

緑蔭若手茂

2. ホプキン Hopkins， T. ，土，教育課程を教科中心教育制呈と経験中心教育課程の二類型に分けて，その特

徴的な松逢を比較表示したの本講習に資料として配付されたものは， rlnteractionJ wThe democrtic Proc-

εSSJ， 1941， p.20.の翻訳であろう。この警は，金子敏により『教育課程の新研究』として翻訳されて 1969年

に学芸図警から出版された。 P.218

教育言葉穏は，その構造の相違やその組織・編成原理の違いなどにより，分類・類型主化されて論じられるこ

とがある。一般的には，教科相互の関連をどう図るといった観点から「分化型」と「統合型」に類型化し，

教育内容の中味をどのようなものとして捉えるかといった観点からは「教科・教材型」と「経験型」に分け

られる。更に，統合の方式によって，1.教科並列型， 2.相関恕， 3.融合型， 4.広域型， 5.コア濯などに分類

される。教科・教材裂の典主主は，教科中心、教育課程(教科中心カリキュラム)であり，経験裂の典主主は経験

中心教育課程(経験中心カリキュラム)と呼ばれている。前者は，その名のとおり，教科という枠総により

教育内容を組織・配列して，教科として緩まりのある教材に編成された教育課程の形態である o 後者は B

常生活や社会主主治における様々な問題解決に必要な内容を選ひ、出して，その生活・経験内容の枠組みにより
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分類・自己列して，経験内容として緩まりのある教材に構成された教脊制史である。ホプキンによる両者の特

徴の比較表示は，学校の教育課ぷ呈は古い伝統的な教科中心型から必然的に経験中心型に変わっていくべきだ

とする経験中心教育課程の優佼性を主張する立場で整理されている。

3.生活学校遼動は，生活教育の理解により二つの解釈がなされてい払一つには，学校を生活教育の場，す

なわち，生活学校に改造しようとする新教育運動をさす広義の解釈である。我が悶では，雑誌『主主治学校』

を中心とした 1935年過ぎに展開された新教育運動を揺す狭義の解釈が多い。『生活学校』誌は， 1935年池袋

児主主の村小学校生活教育研究会の機関誌として発刊され， 1938年まで統干せされた。遂動のf旦いそrlこは，生活

綴方遼動・教育科学研究会・!日ブロレタワア教育運動の参加者などであった。

機関誌は， E当時の待代背景にあるファシズム状況に対する問題捻起である，生産主義教脊・主主治会部の科

学的訓練・児童文化問題などが多〈掲載されており，経験主義的生活教育とは異質の観があった。

4. コア・カリキュラム 第2家註7.参照

5.高橋寛人編 f(IFEL)占領期教育指導者講潔基本資料集成』第3私 p.33，1999.12，すずきわ書感

6.高橋覚人「発足郊の指導主主事と経験カリキュラム一一占領裁における指導主事養成の検討から一一J W日本

教育行政学会£開設J17，pp.173-177，1991.10. 

第7章 教育職員再教育講習会等における特殊教育講座と北海道の知的障害児教育

7.1.教育職員再教育講留会等の関連性とその特殊教育講座内容の特質

占領期における教育職員再教育講習会等における特殊教育議鹿に関して，第1章から第6

において史資料により検討した。その結果から，教育職員再教育講習会等は，それぞれの講習

会の開催目的，主催・共鑓形態，講習対象者，専任講師，開催時期・場所等により，言葉鹿内容

や研究協議の方法には変遷と多少の相違はあるが，それぞれの講習会が関連なく那個に実施さ

れたとは見なし難い。文部省と CI&Eは，新教育の理念・教育原理・教育内容・方法等を体系

的に，しかも組織的に臼本の教育界に浸透するように，周到に金調して実施したと評価される。

先ず，教育指導者講習において，新教育の根本理念と目的及ぴ教育課程論並びに教育方法の原

理と実際について教育指導者層に講脅し，研究協議させた。次いで、，小学校・幼稚園教員，中

等教育教員，特殊教育関係教員の各研究集会において，幼稚園・小学校・中学校・高等学校・

特別学級・特別学校の指導的立場にある者を対象にして，生活カリキュラム論とその実際及び

特別学級の設寵と管理運営について講習し，研究協議させている。更に，指導主事教科別連結

協議会を開催して，教育課程行政を担当する指導主事を対象に，各都道府県における

等の趣旨の浸透状況について報告させ，それをもとに情報交換と研究協議により，特殊教育振

興・充実の条件の把握，及び関連施策の徹底を図っている。

このように，教育職員再教脊講習等は I教育指導者講習Jから「各学校関係者講習会・研究

集会」へ，そして「指導主事教科別連絡協議会」へと体系的な一本の太い道筋がつけられてい

た。そして，各講習会は，それぞれ都道府県単位の伝達講習会が組織されれていたことから，

その太い道筋から多数の枝道となって全国隅々まで達するように系統化されていたことにな

る。

この教育職員蒋教育講習会等による上からの道筋を補強するかのような教育現場と教育学者

による教育運動があった。それは， 1947年公示の「学習指導要領*lJを貫く経験主義教育の立

場を徹底する役割を担ったとされる，カリキュラム改革運動である。このカリキュラム改家運

動は， 1948年に発足したコア・カリキュラム連盟 (1953年に日本生活教育連盟と改組した叫)

による教育英践の活動である。
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ここで，教育職員再教育講習等における特殊教育講座内容を整理して，その特質について検

討する。

7.1.1.教育の現念ないは教育思想

基本理念は，人類愛・児童福祉愛・教育愛並びに基本的人権の尊重・教育機会の均等があげ

られている。教育の基本涼理は，民主主義社会の実現をめざし，その民主社会の形成者の育成

にある。特殊教育の民主的哲学の基本原則は，民主化・社会イ七・個別化にある。個別化の慕本

原知とは，忘れられた子・劣等児であろうとも，全ての児童は多様な独自性を持つ人格的存在

であり，教育はその傭性と個別性などに応じて，全体的な社会性と人間性を培う教育である o

特殊教育は，あらゆる揮害を除去して環境を整える個人差教育である。

ここには，知的な轄害を持つ児童・生徒を含めた全ての克童・生徒への教育という普遍的な

教育理念ないしは教育思想が現出している。また，障害を持つ児童・生徒と環境との関係を

視する教育観・障害観が伺える。

7.1.2.対象見ないしは樟寄観

特殊教育の対象者とその名称は多様で、統合されていない。文部科学者の「今後の特別支援教

育の在り方について叫」による分類をもとに整理すると，盲・聾・肢体不自由(不具児童)・身

体歳弱等の身体障害群，精神遅滞児・精神簿弱児・学業遅進児(出来ない子・学業不振児・遅

進児・境界線児)等の知的障害判及び社会不適応、児・不良行為児・情緒不安定児・性格異常克

等の発達障害群三群に分けられる。知的障害児に関係する名称としては各講習会により奥なる

が，精神薄弱児，精神遅滞克，教育的遅進党等とE訪日して使用されている。 1950年代の時点で

は，精神薄弱児と精神遅滞児とは明らかに異なる概念として用いられているo教育的遅進児は，

境界線見や学業不振兇を意味している。

酷客観は，障害を単一の現象としての要素を考えるのではなく連続体として捉える「全体性」

の原理が現出している。最も特徴的なのは，障害のある児童・生徒について教育対象と社会福

祉対象に区別していることで，教育の対象とならない手に負えない者は学校教育では扱わない

とする差別的な障害観が現出している。障害を持つ児童・生徒について，教育可能と訓練可能

及び保護・収容に峻別するアメリカの障害児教育観が議資会において講義されている。

7.1.3.教育形欝

文部省は，我が国の戦前にける「特加学級」形態の再興を目襟に掲げているが，学校現場で

は福祉学級や保護学級など，戦後の児童福祉法の影響によるとみられる名称も使用している。

戦前の再興形態としては，促進学級と補助学級の二形態がある。促進学級は，教育的普通見，

すなわち教脊的遅進児などが対象の特別学級であり，補助学級は精神遅滞児と軽度の精神薄弱

見を対象とした特別学級の形態である。韓答のある児童・生徒に対する教育・福祉は，教育形

態としての通常の学級・特別の学級・特殊寄宿舎学校(寄宿舎制特殊学校)・金時特殊学級・

時に近い特殊学級及び社会福祉形態(家庭・病院・施設における養護・保護対象)が想定され

ている。特別の学級とは，通常学級に在籍している特殊'性の強い児章が週数時間通級して指導

される学級で，今日の通級指導学級のことである。全時に近い特殊学級とは，特殊性の極めて

強い児童，すなわち障害児のための教育形態である。
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教育職員再教育講習会等 (1947-1955若手)

ぷ¥寸竺 A:特殊教育教気持教育講習会(特得)，綴字申遅滞教育言葉溜会(精)，特殊教脊研究集会(特)

. ~憲法の機会均等(繍)
-教育愛，児童福祉愛(精)
-俄人の尊震，人格の尊議，不平等の否定(精)
-特殊な教育の民主的な哲学のまま本原則(民主化，社会化， 1鴎別化) (特)
主主主化 基本的人権の毒事主主，人格の平等，児童主の必要に応える支援的教育機にもとづく教育機

1.教育の理念，教
会の均等

脊忍、想、
社会化 将来像=民主的社会iこ寄与する社会成長の育成
倒別化 多彩な独自性をもっ人格的存在であることから倒牲と倒別性の尊重
-基本的人権の尊重，教育機会の均等，人類愛に立つ教育(特)
-教締中心・学習中J(."教育から児主義中心、の教育へ(特)
-忘れられた子ら，劣等児の救淡，忘れられぬ子らへ(精)
. 1翻人三塁の認識。全体的な人格の向上(特)
-特殊学級の教育効果を普通学級の教育lこ応用する(特)

-不呉の!尽重量，特殊児童 1言・ろう者(特再)
-身体虚弱・教育遅進児(境界線，学業不振児) (特)
-精神遂滞児，特異児，精神若草弱児，出来ない子，劣等児(精)

2.対象児，降客観 -忘れられた子ら，伸びゆく子ら，可憐な椅衿簿弱児，全面的生長(務)
-教育対象と社会福祉対象(養幾，保護) (特)
-教育の対象とならない手に負えない者は扱わない(特)
-特殊児童と正常児とは基本的な羨奥はなく稜皮の関長室である(特)

-降答は，単一の現象としての要素を考えるのではなく逮統体と捉える。一つの金一体(精)
-戦前の「特別学級」の再興，特殊学級，福?止学級，イ采言護学級(中古)

3.教育形態 -促進学級(教育普通兇対象)，機助学級(絡神遂i帯児，軽度の精神簿弱児対象) (精)
. 6形態(通常の学級，特別の学級，特殊寄宿学校，金時特殊学級，金持に近い特殊学級，社会福
社形態く施設・病院・家庭における養護・係幾分(特)

-一人一人に応じた会初的な生授を目指す教育，イ総性の最大阪の発揮， 1関伎の伸長(精)
-社会性を霊童い，天賦の俄伎を最大に発f撃させる。社会主主治に必婆な最小限の基礎教育(精)
-実践的な主主汚，独立した生活，爽践的活動的人!簡を育てる(絡)
-イ個人的発達，社会市民的発達，職業的経済的発達(特)

4教育の図的，教 -独立自治，民主社会の成長の養成，社会人の脊日記(特)
予言像 -職業的自立，笑践的生活能力者(社会的・経済的自立) (特)

-教育基本法の目的・艮擦を基本とする(特)
-学潔指導要害領第一家の回大自擦と補助目標(特)
回大自標 個人生活，家縫生活，全士会主主治，経済生活
補助民襟.自己実現，人間関係，絞済的有効性，公民としての寅任

-能力に沿った，程度を下げた教科内容の指導(精)
-教科書季によらない按導，イ閑人差を考慮した倒別指導(精)
-基礎学習は倒別指導・反復練習，生活学望号は共i渇学資(精)
-社会科中心、単元学習(合科教育法，統合法の構成理論) (精)
'1!主観的・労作約・具体的学努活動:単Jt学習(精)
-経験土手Jt(家庭生活，社会生活) (特)
-教科中心主義から生活経験カリキュラムへ(精)
• I学カ低下」問題→経験;重視カリキュラム批判(特)
修工E議室(生活中心カリキュラムと科学的基礎的教科カリキュラムの調和的機成)

5.教脊の内幸子・;町 -ニード(要求)の問麹(特)

法， 教育言十爵
-指導形態の個別姓(基礎教科の偲別約カリキュラム)と集間性(生活・基礎・職業的教科の共通
カリキュラム)による指導(特)
-カリキュラムの構成は，生活年齢，知能指数，精神年紛の能力水準によって分化する(特)
-経験学資領域(身体的・絡神的健康，社会的絞験と市民的経験，基礎学習による経験，科学的経
験，主芸能・工作・職業的経験) (特)
-児童は経験によってのみ学習する。カリキュラムは経験系列であり，それは教育約系列であり，
組織的に用意、された教育約経験の総体を意味する(特)
-能力に応じた俄}jIJカリキュラムは，一人一人の笑態を基識として編成される。それは倒人差の譲
械であり，個別指導を基本とする(特)
-行動的訓練の反復練習(特)
-合科教科(生滋科，保健科，芸能科) (特)

6.教育成果， 言平織

7.教締{象

(特再)・文部省主催， CI&E後援
-特殊教育の根本的慾直し，自己研修，教員免許状取得(特有子)

8.立三俄・目的 (精) -文部省主催， CI&E焚効
-精神遅滞児教育の普及徹底，指導教員の養成，免許状取得

(特) -開催都道府県・市教育委員会，関係大学，文部省主催， CI&E霊安幼
-教育全体の改善事充笑，重要雲間懇の共同研究解決，指導者の育成，教員の資笈の向上
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における特殊教管講座内容の特質

B:小学校・幼税関教民，中等教育研究集会 C:教育指導者講習

-特殊教育における民主的教育のあり方 -教育機会の均等:~ま本的人様の尊重，基本的人権の逮
-社会性と人関伎を縫う教脊 成，個性の伸長，一人一人を生かす，通常教育との双方
-偶人差教育 性
-学習の改著書，学習の救済 . f己主社会の笑現:個人は社会のー形成者として成長発
-兇主主の華客求にtr;える計画的教育 展する葱本的華客求をもっ，社会形成者の育成，所主君社
-あらゆる際主蓄を除去して環境を霊長える教育 会・国家の進展向上に十分寄与する職業人の育成
-学習活動の罪者碍を救済する -個性に応じた指導:一人一人の能力に応じて長責務を尽
-正常でない行動を矯正して正浄 (77)にする教育 くす教育，個人差に郎応した教育

-適応、教育

-特殊児童・生徒，照霊童児，異常児 -学業不振児，精神薄弱児(欠縮罪主主喜，劣等性，劣弱性，
-精神薄弱児， J援滞児，学習不振児・精神遅滞児 病的発達)
-社会不i箆応児，不良行為!忍・情緒不安定児，性核異常児 -精神i翠滞児の特性の把援(精神方程在，身体方]lii，行動方
-精神返i務児 ]lii) 

I能.Q力.4に0応7、0通常学級における通常の指導では，その
じた指導は殴重量な殺で，通常学校における

特殊教育の対象児

-特殊学級(小学1， 2年生)， 3年生以上は通常学級に -特殊学級
おいて能力別指導・特殊学校

.iE常児に近づける教育 -教育目標(自己笑現，社会的素任，経済的有効俊，その
-学習活動の救済，矯工巨教育 告患=金銭的生活能力者，社会的経済的自活)
-職業教育，よく働く指導 -自己笑王見，人i湾関係，経済保隊，市民的資後(海後，米
-キ士会のためになることを喜んでする 関教育使節間報告著書，アメリカデモクラシー教育目標

やベーカー， A.の特殊教育等のあげた共通する目標)
-一般的教育局擦と兵体的教脊呂様(特殊百機:傍人生
I舌z 自己主主主晃へ，社会主主活ニ社会的笑王見へ，職業生活:
経済的有効性へ)

-特殊教育カリキュラム -経験カザキュラムの!京理
-障害特性宅事の言者タイプに対応する教授法 図的涼理経験の再構成による生活の更新
-学資能カ別学事~f，庄の編成 方法原理行動による学習
-個別指導 -社会科の主幹1古学習コア・カリキュラム
-機業指導 中心深夜(生活課程)
-地域社会の理主解と協力による教育 賂辺蓄財呈(日常生活制呈，基礎蓄財漫)
-単元学潔(大単元，作業単元) 学習形態名(けいこ，あそぴ，しごと，せいかっ，け
. ~ま本的生活の室主視と社会生活適応能力の養成 んこう)
-各教科との生活とかかわる葱礎的内容の指導 -心身の発達とその能力に応じた独自のカワキュラム
-教材の作業11:;.行動化・遊戯化・生活化 . 3 R'sから 3H's (インスキーフ。)
-ドリル学習 -体験に給ぴついた直観教育(ベーカー， A.) 
-優秀児の補効教授市IJ 実物・主主観教育，反復練習

生活訓練，iEしい生活習慣，芸能・情操，地域社会の
理解とE主治，職業指導(単純なものを繰り返す指導，
特授の発揮)
-職業指導職業は良い市民としての基本である
-計算応力を身につける
-能力に応じた指導
-呉体より抽象へ
-生活主幹元， 作業主幹j(;
-共通カワキュラムと矧別カリキュラム

-能力別自様の絶対評価 -ケース・ファインテ"ング
-発達活様J3IJ評価 -鑑別(障害理解のための精神検変)

-勤勉，非凡の忍総力，同情的環解，心身健康の持ち主
-円満な常識，研究心，教育愛，献身的助カ，十分な経験

-関催都道府梁・市教育委長会，関係大学，文部省主儀 -文部省主f儀， CI&E焚助
-講習会でなく研究集会 -教育委員会制度施行のための教育長，指導主事の養成
-教育改善，教育問題の解決 -新教育伽j度と教員獲成大学教事喜劇韮の教官養成
-研究成果の普及徹底
-教員の質的向上
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7.1.4.教育のg的ないしは教育像

一般的教育目標は，教育基本法に掲げられている教育目的を基本とし，全ての児童・生徒に

共通する目標である。具体的教育目標は，ニつの視点から説明されており統合されていない。

その一つは，特殊教育に関する目標であり，他の一つは学習指導要領第一章に示されている回

大目標と補助目標についてである O 特殊教育に関する具体的教育目標は，自己実現(個人的発

達)，社会的資在(社会市民的発達)，経済的有効性(職業的経済的発達)におかれている。

体的には，一人一人に応じた全面的な成長・発達を目指すとしながらも，社会'1生を養い，天紙

の個性を最大限に発揮できる実践的活動的人聞の育成である。ここには，理念とは異質な「社

会のためになること でする人間J，すなわち，教育像が姿を現している。

7.1.5.教育の内容・方法ないしは教育計商

通常の教育は，経験主義の教育原理にたって，生活中心カリキュラムによる教育課程の編成・

実施が主流であった。特に社会科は，中心課程(生活課程)と閤辺課程(日常生活課程と基礎

課程)による典型的なコア・カリキュラムにより「単元学留」を構成して，実施する教育方法

がとられた。特殊教育のカリキュラムは，この通常の教育原理を基底におき，障害特性，心身

の発達とその能力に対応した教育内容・方法により編成・実施することが原則とされている o

近代学校教育が伝統的に保持していた教授=学習形態の「集団性」を前提としながらも，障

害の特性・心身の発達の程度・能力等に応じた「個別性」への配車も求められた。従って，

ましい教育課程は，共通カリキュラムと偶別カリキュラムの二本立てにより，調和のとれたカ

リキュラム構成を想定して論じられた。

教材は，作業化・行動化・遊戯化・生活化され，合科法・統合法による社会科の中心単元学

習や直観的・労作的・具体的学習の統合による経験単元学習並びに合科教科(生活科・保健科・

芸能科)や蒸礎的教科など多様な指導形態が提示されている。

児童の成長・発達のニード(要求)を考慮したカリキュラムの構成を教育実践課題として掲

げていることに留意したい。知的欝害児教育における教育諜程の涼理・原則である生活経験カ

リキュラム論は，既に 1950年代初期において，未整理ではあるが現出している。その教育理論

の原典として上げられているのは，アメリカデモクラシー教育目標の流れ，ベーカー， Aの特

殊教育論，インスキープの 3H's論及びE.H.マーテンスの『特殊教育の研究(邦訳)~等であ

る。

7.2.教育職員再教育講習会等への北海道の教育関係受講者

7.2.1.教育指導者講習

教育指導者講習は，戦前の教育思想と教育制度を改革して，民主主義社会をめざす新教育理

念・思想の浸透と，その実現のための新教育制度を早急、に実施する意国から，教育のリーダー

の養成を自的に開催された。

第1期から第9期までの教育指導者講習の受講者数は，受講修了者名簿によれば246名であ

る。その内訳は，教育長・指導主事など教育委員会関係者が164名で66.7%を占めている。次

に小・中・高校及ぴ幼稚留の関係者が31名で12.6%，大学教官等が27名の 11.0%，その他教

育研究所等関係者が24名で9.8%であった。

受講者は，受講希望者が多く，推薦・選抜により選び出された。高橋寛人 (1995.2.)によれ
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ば，第 1期から 4期までの全国の初等教育担当指導主事の平均競争率は 4.2倍であった。北海

道は，初等教育関係は会期により 3.2から 12.0倍の開きがあり，平均で5.5倍と高率になって

いる。このこともあって，受講者は，藤}IJ光夫(第二師範附属小学校教官)・戸島政雄(北海道

視学)・大矢根頼彦(北海道視学，元特別学級担任)・村上政雄(北海道札幌第ニ高等学校教諭)・

茂(北海道札幌女子高等学校教官)等，当時の北海道教育界のエ 1) トであり，多くの

者は受講後も北海道のリー夕、ーとして活躍した人びとである o この選抜されたリーダーを養成

する方針の特質は，第2期以降の修了者名を通覧しでも明らかであるが，会期を通じて変わる

ことはなつかった。

しかし，特殊教育関係者は，第5期教育指導者講習の「特殊教育」議患の受講者である北海

道立教育研究所員・地方教官木村謙二と第6期の北海道札幌富学校教諭佐藤文之進のわずかに

二名だけであった。木村謙二は，第6期のデレクター(科主任講師)として r精神遅滞児教育

の諸問題J・「鑑別の実際」・「研究協議とリポート・デレクション」等を踊当している。

北海道の受講者は， M.B.スタントン博士による民主主義教育を目指す教育原理，特に児童中

心の生活主義教育観に立つ教脊課程論の基本原理を学び，北海道の伝達講習会などを通じて学

校教育関係者に浸透させていったのである。特に，木村謙ニは， 1949年4月開校された北海道

大学教育学部特殊教育講座の助教授として，北海道の知的障害見教育の理論と実践の指導者と

なっていくことに留意しておきたい。また， 1951年当時に，全国七校の特別学級の実態調査結

果が報告されていることに投目したい。その実態の内容は，特別学級の教育課程の基本型であ

る教育の理念・教育思想，教育目的と教育像，教育内容・方法，単元構成実例などがほぼ出揃っ

ていた。この調査報告にある北海道A校の事例については，報告資料をもとにした追跡調交に

より史実を明らかにすることが課題である。

教育指導者講習の社会教育分野として r青少年指導者講習」が併講されており，現在

明らかにできる受講者数は 78名を数える。受講者の職・氏名に関する資料は整っていない。

7.2.2.小学校・幼稚顕教員，中等教育研究集会

小学校・幼稚閣教員，中等教脊研究集会は， 1947年から開鑑されており，北海道においても

度々開催されているo しかし，それらの間信要項・研究集録・参加者名簿等は発掘できなかっ

た。わずかに w昭和26年度年小学校・幼稚溜教員研究集会集銀班別研究集篇』があり，そ

のなかに，函館市で開催された「北海道地底集会第 11特殊教育斑」の記録が残されている。そ

の記銭で明らかにできる知的揮等教育関係の参加者は，王子津良助(北海道学芸大学講師)，佐藤

文之進(旭川市神楽中学校長)，山本宇一郎(酪舘市港小学校精神遅滞児特別学級担任)，杉本

正一(新得町新得小学校遅進児特殊学級摂佳)，藤谷震一郎(函館市千ヶw小学校長)，吉田茂
一，高橋重雄(渡島支庁)，岩岡信雄，青山，森，竹村正雄(函館市港小学校長)，三島，関(石

狩支庁遅進児特別学級担住筆者註]滝止士の誤りか)の 24名である。同記録には，函舘市港

小学校特別学級特設授業参観者30名とあることから，北海道内から多くの参加者があったと考

えられる。

指導者は， CI&Eのアンプローズ，文部省の西山干見学官，平j率良助，佐藤文之進，山本宇一

郎，杉本正ーであった。平漆良助と佐藤文之進は r教育指導者講習」の受講者で、あり，杉本正

ーは「特殊教育研究集会Jの常連参加者であった。山本宇一郎は，戦前の函館師範学校代用附

属亀田小学校の訓導として特別学級の経営をつぶさに観察できた継象者である。ここで1951年
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当時の北海道知的障害児教育界において留意しなければならない事実がニつある。一つは，既

に「教育指導者講習」において講習された新教育涼理，特に精神遅滞児教育の教育理念・目的

並びに教育方法・内容などが研究集会形態の中で伝達・浸透される状況にあったことである。

もう一つの興味ある事実は，北海道の戦前の特別教育の理念や方法論などの教育実践遺産が実

演授業や研究協議の内容として再現されていたことである o 特に，前者の新教育理論と後者の

教育実践論とは，研究会参加者にとって違和感もなく受け入れれれていることに投目しなけれ

ばならない。

7.2.3.特殊教育教員再教育講曹会・精神避滞児教育講習会・特殊教育研究集会

第一閣の特殊教脊教員再教育講習会は， 日本の特殊教育の根本的見直し，担当教員の養成な

どを目的として， 1947年の7丹から 8月にかけて東京で開催された。北海道からの関係者の参

加はなかった。しかし，本講習会においても，北海道の知的障害教育にとって，その存在と役

割について留意しなければならない三名の講習会指導者がいたのである。それは，城戸幡太郎

(文部省教育研修所長)，木村謙二(文部省教育研修所教育方法研究室所員)，山本普(品)11豆大

崎中学校分教場教員)である。城戸は，研究盛談会の講師を務めている。木村は，特殊教育史

を講義した。山本は，特設授業「数学」を担当し，小杉長王子と共に研究授業の指導者であった。

この三名は，その後，北海道大学教育学部の教官として赴任した。城戸は，教育学部初代学部

長として北海道の教育の理論的指導者となり，木村は前述のように，我が国で、最初に開校され

た「特殊教育議鹿Jの助教授として，山本は開講康の助手として北海道の特殊教育の指導的役

割を担ってゆくのである。北海道大学教育学部「特殊教育講座Jの成立とその役割については，

市津豊が「北海道大学教育学部[特殊教育議鹿]の成立J W戦後北海道の精神運滞児教育成立期

における特殊教育論~ pp.98-228 .1998 .12.に詳述している。

第一間精神遅滞児教育講習会は， 1948.1p 6月から大津市・新潟市・東京都・佐賀市の四地区

で関保された。第二田精神遅滞児教育講習会東北・新潟・北海道地底大会は， 1949年9月に仙

台市において開催された。この講習会の参加者は，吉村忠幸(北海道教育委員会指導主事)，藤

(札腕市一条中学校)，山下充郎(札醜執思学関養護学校長)，有賀愛忠(雄武町雄武小

学校特別学級担任)，大谷木康富・藤原健一(広島村富ヶ関学図職員)らであった。吉村と藤田

は，いずれも教育指導者講習の受講者であり，北海道の教育指導者として要職を務めている。

有賀は， 1949年4月に北海道で最初に特別学級・促進学級・通級指導学級を開設した。山下は，

我が留における戦後最初の精神薄弱養護学校を 1949年8月に創立している。 1949年の本講習

会には，北海道教育行政にかかわるリーダーと特別学級と養護学校の先駆的実践者が揃って参

加していることに留意したい。しかし，北海道の知的障害児教育の成立が1949年であったこと

から，三木安正・杉回裕・小杉長平が繍集して，牧書房から 1949王手6月に刊行された r精神遅

滞児教育の実際』にその教育英践が取りあげられなかったことが惜しまれる o

既に述べたように，特殊教育教員再教育講習会は，精神遅、滞児教育講習会に分佑し， 1950年

に「特殊教育研究集会」と名称を変更して改組された。第一回特殊教育研究集会は， 1950年か

ら仙台・東京・大阪・広島・福闘の五地区にわかれ，各地区の国立大学と文部省及ぴ関鑑育教

育委員会の共催で実施された。東北・北海道地区特殊教育研究集会は， 1950年6月に 10日間日

程で仙台市東北大学で開催された。

山下充郎の参加記録ノートによれば，参加者は次の人たちであった。
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菊池，坂井，衣笠，斉藤，岩間(滝川)，小野木(浦河)，問中(北見)，山下，斉藤，黒木，

藤巻，中藤，構本の 13名の氏名が記録されている。中藤武彦は， 1950年開設の岩内町岩内商小

学校の特別学級担鉦であった。橋本勝朗は，旭川市奇書小学校の特別学級開設準備に当たって

いた (1952年開級)。

1951年東北・北海道地区特殊教育研究集会(仙台会場)知的障害児教育関係参加者のうち氏

名が判明で、きるのは，古B3(静内)，田中(北見)，菅原馬吉(札競市美香保中学校特別学級の

開設準備中， 1952年間級)， t竜止士(琴似町琴鉱小学校特殊学級担任， 1951年間級)，杉本正一

(新得町新得小学校特別学級担任， 1950年間級)，大谷木(富ヶ同学園職員)，本郷(札隣市啓明

中学校)，入江(英深)，石崎(登別)，川村正男(網走市網走小学校特別学級担保， 1950年間級)， 

木元綱三郎(美唄市栄小学校特別学級担任， 1950年開級)，山下充郎(学校法入札暁報恩学園養

護学校長)の 12名である。他に，北海道教育委員会特殊教育担当職員佐藤英夫は，北海道斑連

絡会担当職員として参加している。この時期になると，北海道教育委員会の特別学級設量計画

により開設ないしは開設予定の特別学級関係者の受講が探立って多くなっている。

1952年東北・北海道地誌特殊教育研究集会は，福島市を会場に開催され，山下充部他の関係

者が参加したが，その詳細は不明である。

1953年東北・北海道地底特殊教育研究集会は，本L職市美香保中学校を主会場に開催された。

実施要項によれば，全参加者数は， 255名で，そのうち北海道関係者は 132名となっている。北

海道の参加者の内訳を見ると，地域別では，地元本し映が49名，地方が70名，福祉施設関係者

が13名となっている。学校種別では，富教育関係者が20名，聾教育関係者が25名，その他87

名は小中学校・描設・教育委員会関係者となる。この 78名の中に，特別学級関係者も含まれ，

その氏名・所属校も明らかである O

北海道関係の指導者には，城戸幡太郎(北大教育学部長「特殊教育の諸問題J)，奥出三郎(北

大教育学部特殊教育議康主任教授「虚弱児教育についてJ)，留岡清男(北大教育学部教授「問

題児教育についてJ，木村謙二(北大教育学部特殊教育講座劫教授)，手塚六郎(北海道立教育

研究所長)，高橋義敬(札輯市指導主事)，山本宇一郎，笹光夫(石狩平岸小学校長)，斉藤三男

(道教委指導主事)，長井忠(札脇市指導主事)，笹谷司(道教委指導主事)等の名がある。

研究会役員としては，内田等(美香保中学校)， )11又弘文(北進中学校)，広沢秀雄(琴似小

学校)，井上海(琴似小学校)，熊谷椅(白石小学校)，内田武自(腕束中学校入相馬勇(輯東

中学校)，有川定良(信濃中学校)，武田茂友(檎山教委事務局)，花関晃(啓明中学校)，白江

乎勢(柏中学校)，桜井議夫(柏中学校)，竹田健一等が担当した。

琉加に行われた研究協議では，竹間健一(網走小学校)，吉田茂一(キし暁東小学校)，石間彰

(罰芦別中学校)が発表している。

実演授業は，下表の者が授業を摂当した。

斑 会場 学年 教科 授業者 PJ会者

琴似小学校
間

混成 生活指導総合学習 j議 1上士太鳥あや子 王子井春努

美香保中学校 単級 職業家庭科 舌出悦子菅原馬育 豊島俊市

五 山察小学校 小五 算数 城本 日毒時 1原 政一

一L 早年明中学校 中ニ 特別教育活動 本郷俊夫 関根幸男ノ、
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1953王子の札輯大会は，全道からの参加者があり一気に知的樟害児教育への関心と特別学級設

置への気運を高める大会として，北海道の知的酷害児教育史上重要な研究集会となった。特に，

特別学級関係者は，特別学級の運営管理問題への対処法や教育内容・方法に関する理解を深め

る機会となった。

北海道の知的樟害児教脊実践史から一新面すれば，文部省と CI&Eが意園した新教育理念に基

づく障害児のための教育法制j及び生活中心による教育内容・方法論とその実践に関しては，ほ

ぽこの時期に北海道会域に浸透したと見なすことができょう。それは，北海道大学教育学特殊

教育講座のスタップによる理論研究と教育英践指導により一層撤底され，いわゆる「北海道の

知的障害児教育」と総称されるものが形成されていくのである。

北海道の知的樺害児教育の特質とは， 1.児童・生徒の「自己実現」を教育理念として， 2.呂

襟概念は「社会参加・自立j を目指すことにおき， 3.その呂襟を達成する教育内容・方法は「生

活・職業的教育」である。そして，北海道の知的障害見の教育実識は， 4.指導事例研究法と教

育評価法による科学化を目指す姿勢にあると仮定しておくことにする。

占領期における教育職員再教育講習等における特殊教育講座は，北海道における自己実現論

と生活・職業的教育論及び教育評価法により，教育実践の特質を創設していくことに大きくか

かわっていたのである。その教育英践との接続性についての検証は，戦後北海道の知的障害児

教育実践史を描き出すことによって実証されるとの研究仮説に立っており，そのことを今後の

研究により解明することが課題である。

第 7意註

1. 1947年「学習指導聖書領一般編(試案)Jの序章・第一家「教育の一般目的」・第二家「児童量の生活」・第三章

「教科課程」・第四主義「学習指導法の一般」の各内容には経験中心教育制呈の3工場て論述されている。

2. コア・カリキュラムi盗塁塁の成立 我が閣は，戦後の教育改革に伴って，小・中学校の教育課程が改められ

た。新設教科「社会科」のモデルとなったものは，ウ守アージニア・プランやカリフォルニア・プラン等の，

いわゆるコア・カワキュラムの中心謀総であった。教育現場教師や教育学者は，教育課程の構成，特にコア・

カリキュラムの編成・笑筋に関心が高まり，金協各地の学校や地域社会において盛んに試みられ，ぞれがカ

リキュラムの自主編成運動とも震なって行った。コア・カリキュラムの理論的・突践的研究の会図的動向は，

理論と笑践研究を交流し合う民間研究協議組織を必然的に生むこととなった。そして， 1948年10月に玉三って

コア・カリキュラム連盟が結成されたのである o

3.文部省「今後の特別支援教育のあり方について(最終報告)J2003.3.には，これまでの特殊教育対象の視

覚・糖、党・知的・言言語・情緒i濠裳・肢体不自由・病弱震[~~の七隆議に学習障害5 ・注意散没/多動性滋答・高

機能自閉症害事を加えている。これらを，身体障害と発達障害及び精神際警に三分類した。

4.知的障主警は隆容名であり，精神遅滞は診断名である。精衿遂滞は，発達降答群に入るが，ここでは繋濃の

ために区別した。

終意義 研究の成果と謀題

E.1.研究の結果

本研究は，現代北海道の知的障害児教育実践に影響を及ぼしたであろう第三の系譜である「占

領期における教育職員再教育講習における特殊教育関係議産」の全容を解明して，その関連性

を検討することが課題であった。また，これまでの先行研究では，我が留の戦後の知的障害児

教育の特質に関しては，特殊教育関係の講習会に限定しており，しかも，その講習会に関する
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史資料に依拠することなし現象的事項をもとにした伝間的操作による概括的論評であった。

その操作的な先行研究手法に疑開を持ち，その克服を鴎ることを課題に加えた。

研究の結果としては，上記の二つの課題を達成することが出来たと考える。特に，前者の諜

題の結巣を裏づけるための手法，すなわち，第三の系譜に関する史資料を蒐集して，その内容

を整理して描き出したことは，教育実践史研究方法の新たな地王子を開いたと総括したい。本研

究は，教育指導者講習，特殊教育関係教員講習会・研究集会，小学校・幼稚園教員研究講習会，

中等教育研究集会及び指導主事教科別連絡協議会に範間を広げて原史資料を蒐集し，整理して

検討した。更に，これらの講習会等の性格とその成立につでも明らかにすると共に，その発展

過程について検討した。これらの研究結果を基にして，戦後北海道の知的欝害児教育英践との

関連性・接続牲について検討した。この研究の結果は，戦後の北海道知的障害見教育英按史研

究を進めるうえでの基本的資料となるものである。

E.2.今後の課題

蒐集した史資料は，文部省の通達関係文書・開催要項・講習参考顕番・研究集録等であるが，

北海道に関する研究資料は散逸されており，多くは発揮できなかった。北海道に関する教育職

員再教育講習会等における特殊教育関係議鹿及び伝達議潔会の史資料の発掘は今後の課題であ

る。

本研究の結果は，筆者が執筆を準備している「戦後北海道における知的障害児教育実践史研

究」へ接続することにより，はじめて「北海道の知的障害児教育」の全容とその特質が笑証さ

れることになる。

このことは，今後の課題とい7よりも研究の麗望となるものである。

参考・引用文献

序章

1.市i謬愛「北海道の知的隊一審児教脊実践史研究一一第二次大戦前における劣等児等の特別教脊 J (I)， 

(江)， (III)o r北海道大学大学院教育学研究科紀要~ 86. pp.65-149. 2002.6. .87. pp.93-155. 2002 .12. .90. pp 

71-143.2003.6. 

2.市漆皇室・室橋春光・諸高際「北海道の知的際答児教育実践史研究序説ーーその源流:奥田三郎 (1903-1983)

と小金井治療教資所(小金井学園)-J r北海道大学大学院教育学研究科紀婆~ 83. pp.25-116. 2001. 6.3. 

3.仲新「教員養成の改率と教育職奥免許法Jr教脊学援護手1 日本現代教育史~pp.425-433 .1969 .11.第一法規

4.鈴木英一「占領教育管潔機構論J r戦後日本の教育改革 3.教育行政~ pp.26-49 .1970.3町東大出版会

5. 鈴木英一『日本占領と教育改革~ 1983.6.動禁議房

6.林三平「現職教育J r戦後日本の教育改革 8.教員養成~ pp.298-326 .1971. 9.東大出版会

7.林三平「新学需IJに対応する現職教育J r日本現代教育百年史6 学校教育(4)~ pp.619-628 .1974.3.国立教育

研究所

8. 山間昇「教員養成カリキュラムの展関J r戦後日本の教育改葱 8.教員養成~pp.209…221.1971.9.東大出版会

9.大出桑「教脊改革J r戦後日本教育史~ pp.99-163 .1978.6.-='.一番茂

10. g谷憲「現職教脊」篠田弘他『学校の歴史5 教員養成の康史~ pp.242-252 .1974.3.第一法規

11.児玉三夫訳 r 日本の教脊連合国群占領政策資料~ 1983.11.明星大学出版部

12.竹前栄治「複を播いた人びと 民間情報教育局JrGHQ B ;;js:占領史第 l 巻 GHQ 日本占領史序説~pp.42-

58.1996.2.日本教育図書センター

13. 久保義三 f対日占領政策と戦後教育改茶~ 1984.3三省主主

14.名古屋健彦「米国経験主義教育の流入J小出滋致イ|妻名古屋俊彦著 F知的惨害教育方法史生活中心教育・



156 

戦後 50 年~ pp.41-48 .1996 .11.大揚社

15.ニt持法一訳・解説 rGHQ日本占領史 第 20 巻教育~ 1996.12日本教育図警センター

16.大津一議「保健教育カリキュラム編成に演する研究ーーその 1.IFEL保健主任のカリキュラム形式案を中心

にして一一Jr順天主主大学保健体育紀要~ 20.19777. 

17. 中農紀子「対日占領期の教育指導者講習会 (IFEL)と家庭科教育 第1報，第2報Jr日本家庭科教育学会

言志、~ 25-2 .1982. ，30-2.1987. 

18.二宮主喜美子 'IFElに怠けるホームプロジェクト・家庭クラブJr東京学芸芸大学紀要』第6部門37.1987.

19. 問中治彦 'IFEL'青少年指導者言語賛会とその影響に関する研究 上・下Jr岡山大学教育学部研究集録』

95. ，96.1994. 

20. 3jZa宗史・トシ子「教育指導講習会(IFEL)の基礎的調査研究(一 研究序説)， (二福間学芸大学問議
のIFEL)Jr福岡教育大学紀婆』言語4分冊.教職科編.44.，45.1995，1996.

21.佐藤広美綴集・解説『資料・日本の戦後教育改革一一松本主喜美子資料 』会551量.1998.2.緑陰芸書房

22.高橋寛人 'CIEの戦後日本教脊民主化政策における IFELの位澄と機能」東北大学教育学部教育行政学・学

校管理・教育内容研究室「研究集録~ 15.pp.1…21.1984.8. 

23.高橋寛人「占領下の教職員現職教育におけるワークショップ」東北大学教育学部教育行政学・学校管理・

教育内容研究家『研究集録J16‘pp.17-32.1985.9. 

24.高橋寛人「発足期の指導主事と絞験カリキュラム一一占領下における指導主導主養成の検討から一一J r日本

教育行政学会年報~ 17.pp.173-177.1991.10. 

25. 高橋党人「教員養成」明星大学戦後教育史研究センター綴『戦後教育改箪通史~ pp.248-374.1993.10.明星

大学出版部

26.言語橋克人「占領下院本における教師教育改革と教育学教員手等教育J r横浜市立大学論議~ 45.人文科学系列

2.伊藤隊二教授退官記念号.pp.113-138 .1994.3検浜市立大学学術研究会

27. 高橋覚人 f戦後教管改革と指導主導主制度~ 1995.2.風間芸書房

28.高橋覚人編 f(IFEL)占領期教育指導者講習基本資料集成』全3巻， 1999.12.すずきわ苦手Ji5

29.大泉i等監修「教育指導者講習小史，第五回教育指導者講習研究集録J r文献選集教育zと保護の心濠学』専門

雑誌・研究紀要10巻.1998.12.クレス出版

30. g部正夫「精神遂滞児教育の沿革と施設の概要Jr精神遅滞児の教育~ pp.52…59.1950.6.時事通信社

31.特殊教育研究連盟座談会三木安立主司会「特殊学級の復興Jr児童乞心穣と精神衛生~24(小6) . pp.51-53 .1955.2. 

日本文化科学校

32.三木安iEr特殊教育資料第7号 戦後十年の特殊教育の歩み一一精神薄弱教育を中心に u956.11.文部

省初等中等教育局

33.三木安正「私の履援誉教育研修所およひ支部省夜任時代Jr私の精神薄弱者教育~ pp.18-19 .1976 .10幽日本

文化科学社

34.三木安正「文部省での佼毒事と全特速のこと」金日本特殊教育研究連製三木安工E先生を偲ぶ会編 F三木安工E

と日本の精神薄弱教育~ pp.54-61.1985. 5.私家本

35.杉田裕「戦後の精薄教育の復興Jr精神薄弱者問題白番J1967年度版.pp.2-25 .1967 .1.日本文化科学社

36.全日本特殊教育研究迷E量産談会山口護憲司会「戦後の精薄教育と杉田被Jr精神薄弱児研究166.pp.5叩

25.1972.7.日本文化科学社

37.杉関裕・小杉長平「文部省の講習会と特殊教育研究会J東京都立青烏養護学校『育潟二十年Jpp.16-18. 

1967.11. 

38.望月勝久「文部省筋策のはじまりJf戦後精神薄弱教育方法史~ pp.24-26 .1979.6圃繁明勢湾

39.小出進「米国経験主義教育の影響Jr日本の精神薄弱教育一一戦後30年一一J2 .pp.8-9 .1979.7.日本文化

科学社

40.篠原隆治「戦後特殊教育の出現と順応主義的[精神薄弱教育]観の形成過程J B本臨床心理学会編『戦後

特殊教育・その構造と理論の批判~ pp.152-186.1980.4.社会評論社

41.大庭伊兵衛「文部省・ CIE畿管会Jr精神薄弱児研究J166.p.10.1972.7. 

42.大庭伊兵衛「戦後初期における現職教育の研修Jr精神薄弱児研究~ 317.pp.1か19.1984.10.



北海道の知的際主害児教育実践史研究 157 

43.大腿伊兵衛「文部省・ CIE講習会」杉殴硲議行録刊行会『人間杉出裕精神薄弱教脊に生きるJpp.38-42. 

1984.3.私家本

44.木村謙二「現職教育と教員養成」北海道立教育研究所『北海遂教育史戦後編この二Jpp.315-318 .1979.3. 

45. ~言問途夫「特殊教脊教員蒋教育講習会J r東京の知的障害児教育概説(戦後創設期編)pp.56-59“2001.8.大

揚社

46.渡主義健治「特殊学級と知的際答教育」全日本特別支援教育研究連盟編『教育実践で、つつ守る知的障害教育方

法史.1pp.5-13.2002.8.JII島警1苫

47‘土本法一訳・解説「教脊指導者講習J rCHQ日本占領史第20各教育.1pp.55-56，103-105.1996.12.日本教

予守図童書センター

錦、久保義三 ra昭和教育長ミ 下.11994.12.三一番房
49.宮原誠一他『資料日本現代教育史.11945-1950.1974.3.三省堂

50.仲新監修『学校の墜史第五巻教員養成の歴史 1979.5.第一法規

第 1重量

1，近代日本教育制度史料綴築会石)11議長代表『近代日本教育制度史料品4.1957.12，25.1958.1.大a本雄弁会講
談社

2. r第一次米国教育使節回報告審J1946.3.3. 

3.文部省 f文部時報.11947 -1952 .1f 

4.文部省普通局地方連絡諜 r教育委員会月報.11949.7.-1950.9. 

5.文部省 r教育論調.11-50.1947.12. -1950.1 

6.文部省広報集編『文部広報J 1-20 (内 1-6号 r文部週報J).1951.11. -1958.1. 

7.文部省透報編纂室『文部省選報.121.-57.1953.2.-1953.7. (内 300から週報発行所編)

8.文部省大臣官房文芸参謀『終戦教育事務処理援要』第一~九輯(第五輯から f文部行政資料.1)1945.11.-

1954.12. 

9.文部省務査局統計課『文部省年報』第79年(昭和26年度)-第83年(昭和30年度).1954.3.-1957.9. 

10.文部省調疫課編 F教育要覧.11948.4.19505.1951.7.時事通信社

11.文部主苦言尽査普及局編『教育委覧J1949.3.帝国地方行政学会

12.学校教育研究所『新日本教育年記』第一巻 (1945-1949年)，第ニ巻(9)1950-1954年， 1966.4. 

第 2章

1.文部省 f教育指導者講習ノj、史.11953.3.学芸E話番

2.文部省教脊:長等言葉習実施本部(昭和24年度より文部省教育長等講習連絡室)各期『教育長，指導主事言葉習

修了者名簿』

3.文部省 f昭和25年度教育指導者講習要項』

4.長谷川署喜三郎 rrFEL講習の特殊教育講座に参加してJr究室主心理と精神衛生.11-5. pp.78-80 .1951. 2. 

5.昭和二十五年度教育指導者講習会編 r第六回教育指導者講習研究集録 XN特殊教育.11951-51954. 

6.文部省 F昭和37年度養護学校小学部・中学部学習指導要領精神薄弱教育編J1063，3.教育図書

7.高橋寛人編「教員養成のための研究集会参加者名簿j占宅蹴号における教育指導者講潔基本資料集成第I巻』

pp.250-256.1999.12.すずきわ審房

8.高橋寛人綴「昭和二十三年度第一期教育長指導主事講習会修了者名簿Jpp.シ62.向「昭和ニ十三年度第ニ期

教育長指導主事議議会修了者名簿Jpp.63-128.同「第三組教育長指導主事議官ヨ修了者名簿Jpp.129-181.向「第

四期教脊長指導主事言葉習修了者名簿Jpp.183-232.悶「昭和25年度教育指導者講習修了者名簿Jpp.233-317. 

同「昭和26年度教育指導者講習修了者名簿Jpp.319-429問「昭和初年度教育指導者議留修了者名簿Jpp. 

429-506.1999.12.すずきわ芸書房

9.小金j準要 fIEFL・レポート J r北海教育評論.12-l.pp.124-125.1949.4.北海教育評論社

10.狩野附・山崎長官「高等学校教育」北海道立教脊研究所『北海道教育史 戦後編二のーJpp.335-406 .1981. 3. 

11.本部米五郎「教育思想(思潮)Jr北海道教育史戦後編-.1pp.550-556.， I司「資料沼 教育思想(思潮)Jpp. 

788-790.1986“3.北海道立教育研究所

北海道立教育C研究所 r北海道教育史昭和22年-32.1f 学校教育資料編J1900.3 



158 

12.市津皇室「新奇Ij国立大学[教育学部]の発見J r戦後の精神薄弱児教育成立期における特殊教育論一一ね毎道

大学教育学部特殊教脊講座の成立過程の検討と城戸構想、試論…一Jpp.36-42 .1998.1 

13.ディットマン著興協三郎・木村謙二訳 fちえ遅れの子の家庭教育J1964.5.日本文化科学事士

14.金子健「精神遂滞児教賓と生活主義教育(1)一一山本替の実践と著作から一一J f明治学院論議第 460-'5-教育

学特集第 12-l子J 1990.3. 

15. 11121>:普先生をf忠ふ、会(会長Jim久裁)編著『一一山本務先生追悼集ーはいさつき人出 1990.4.私家本
16.市津慶 f研究資料ノート 生活教脊の系議と精衿遅滞児教育(その潔論と実践および批判の変遷)J 1997.9. 

北海道交特殊教育センター講義資料

17. iき沢湖 ff'1手元論J1950.8.金子書房米国カリキュラム研究史.11985.9.風間警房

18.機根f吾『カリキュラム改造』教育学会苦手3.1949.8.金子番房

19.梅根↑吾 r土手元.11951.3.誠文堂新光社

20.佐藤学『アメリカにおける教材と学潔経験の方法的組織に関する史的研究 単元法の開発と笑践の展開

遇税一一J1987.11.東京大学博士学位請求論文米国カリキュラム改造史研究単元学習の創造J1990.12. 

東京大学出版会

21.扇谷尚他綴『現代教育謀総論.11981.3.有変調

22.杉浦宏編『臼本の戦後教育とデュ…イ.11998.11.世界思想社

23.安彦忠彦綴 f新版カリキュラム研究入門J1999.5‘勤草書房

第 3望書

1.文部省・関東地区企樹委員会 f昭和二十五年度 中学校研究集会の手引き』

2.文部省初等中等教育局初等教育課「本年度小学校幼稚閤研究集会についてJ f初等教育資料.1 2.pp.シ6.

1950.6. 

3.文部省初等中等教育局初等教育課 ra前日 26年度小学校・幼稚閤教員研究集会集録波別研究集綴』
4. 中村瀬陸自sr拓かれゆくカに基づく このそ子一人の教育J r北海道教育.1109. pp.22-28 .1927.9.北海道教育
A 
ヱミ

第 4章

1.三木安正編『精神遅滞児教育の実際.11949.6.牧舎底

2.東京都教育委員会・文部省・東京教育大学『特妹教育研究集会東京会場要項』

3. 8本特殊教育研究連盟「特殊教育研究集会仙台会場報告書，東京会場報告書事J f児童心理と精神衛生J 3. 

pp.55叩 71.1950.11.

4. 山下充郎『特殊教育研究集会受講ノl-.l1950，1951，1952. 

5.西野隠「昭和ニ十六年度特殊教育研究集会についてJ r初等教育資料.112. P.35-36 .1951. 5. 

6.在吉野間「昭和二十六年度 特殊教育研究集会後記J f初等教育資料.121. pp.36 .1952.2. 

7. )11村正男 r191.8.21-8.30.北海道地区特殊教育研究集会総議レポ h

8.木元縦三郎・杉本正一・ )11村正男・滝j上士『東北・北海道地区(昭和26年度)1951.8.21-8.30.仙台市特

殊教育集会に於ける G班一一幼小学校部特殊学校(学級)精神遅滞ーーの班別研究報告』

9.文部省・広島大学・広島操教脊委長会・広滋市教育委員会『昭和27年度 中国間民地区特殊教育研究集会

実施要項』

10.文部省・北海道大学・北海道教育委員会・札幌市教育委員会・琴似町教育委員会・東北六県教育委員会『東

北・北海道地区特殊教育研究集会実施要項 昭和ニ十八年度』

11.北海道教育委良会『北海道教育月報特集・東北北海道地区特殊教育研究会の記.126-6.1953.6. 

12.文部省・東京教脊大学・東京都教育委員会『昭和 28年度関東甲信越静地区特殊教育研究集会研究集録』

13.文部省 ra召和二十五年度研究集会資料特殊教育』
14.文部省初等中等教育局『昭和ニ十六年度特殊教育研究集会資料.11951.5. 

15‘文部省初等中等教育局綴『特殊教苦手資料.11952.8.牧書房

16.文部省 f特殊教育費菱苦手 第2号 特殊教育の研究J1953.6.牧舎房

17.文部省調盗局務疫課『教育調盗・第八集 わが関及び、各図の特殊教育に関する言書1t.l1948掴12.

18.全日本特殊教育研究連盟 rs本の精神薄弱教脊一一戦後初年一一第三巻教育の研究・動向』日本文化科



北海遂の知的障主宰児教育笑践史研究 159 

学校

19. 臼本精神簿弱者福祉連盟『発達欝客自主挙 戦後 50 年史~ 1997.4. B本文化科学社

20.市j察室・潟村法保・主主橋泰光・諸冨経 r;;fti毎道の知的障害児教育実践史研究一一戦後初の雄武小学校[特

別学級]の成立と教育笑践一一J r日本特殊教脊学会第39回大会発表論文集』発表附帯資料p.7.2001. 9. 

21.奥田三郎「治療教育法」宕波『教育学辞典~ III. pp.1629-1631.1938.岩波番底

22.市i事豊・2草橋泰光・諸言言騒「北海道の知的障害児教育史研究序説ーーそのj原流・奥回三郎 (1903-1983) と

小金井治療教育所(小金井学院)一一Jr北海道大学大学院教=育学研究科紀要J83.pp.25…116刷2001.6.

23. 文部省初等中等教管局『昭和 27 年度指導主事教科別連絡協議会記録(下)~ 1953.4. 

24.文部省「中等学校の学習指導J r中等学校指導主事講習会資料J 1948. 

25.ベッカム.T幸子・金子敏訳 r教育課程の新研究J1969.学芸図議

26.第四回教育指導者講習 r第4Jjj] IFEL研究集録(初等科)J1950. 

27. '7ーチンス幸子，三*安疋・外林大作間，杉B3裕・山口事案訳『精神事事弱児のカリキュラムJ1960.7.日本文化

科学校

28.アーチ・オー・ヘック原箸 岩間勝次・坂凶貞夫訳 f特異児童の教育 教育者，両親， 1:投入に訴う J1950.10. 

JlI内文庫

29.特殊教脊研究連盟 三木安正編『精神遅滞児教予言の研究~ 1950.11.牧書感

30.長t召さ手_r遅れた子供の教育J 1950.12.教育科学社

31.三木安iE・中村輿吉 r遅れた子らを導いてJ 1952.8.牧蓄広

32.近藤益雄『精神遅滞児の国務指導J1951.10.東洋館出版社

33.東京教育大学内児主主研究会誕百『精神簿弱児J1951.7.金子書房

34.特殊教育研究連盟 三木安正編 f精神遂滞児の生活指導J1951.12.牧番房

35.特殊教育研究逮駿緩三木安正・熊谷君子共著 rノj、学校特別学級の教育J 1951. 9牧苦手房

36.全日本特殊教育研究連盟 三木安正編 f遅れた子どもの職業教脊J1953.6.牧番勝

(2003.8.31.) 


